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プロローグ








　招かれなかった魔女の怒りは凄まじかったと言う。なにせ国王夫妻待望だったエヴィーラ王女の誕生には、国中の名高い魔女達が彼女を祝福するために城に招かれたのだから。

　決して普段から社交的とは言えなかったが、それでも招かれなかった魔女ヨランダのプライドはいたく傷付き、祝賀パーティーのさなか怒りに任せてその生まれたばかりの王女に呪いをかけた。即ち「姫が十六歳になった時、彼女は発情期を迎え、国中の男たちの劣情を喚起させ、国は大混乱に陥るであろう。男性と言う男性は皆獣と化して姫に襲い掛かることになるだろう」と。

　ヨランダの呪いは強力で、その場にいる魔女たち全員の力をもってしても解けず、国王夫妻の嘆きは深く激しかった。しかし辛うじてまだ祝福を与えていなかった最後の魔女が、せめてもの救いになるように最後の祝福を与えた。

「もし姫が、心から愛し合う者と出会うことができれば、その呪いを打ち負かすだろう──」




　呪われる前の他の魔女たちの祝福もあり、王女は美しく聡明に育った。そして己にかけられた呪いが発動される十六歳の誕生日前日に、「私の為に国を混乱させるわけにはいきません」と自ら王城を出て、城から北西に離れた場所にある湖の浮島の塔に引きこもった。

　王は国内外に「真実の愛を証明してみせる自信のある者は、王の許可を取り塔の入り口のドアを叩くように」とお触れを出した。

　姫の類まれな美しさと恐るべき呪いの噂を聞きつけ、義憤にかられた勇者や王子、名の知れた賢者や詩人が塔のドアを叩き、王女との対面を願い出る。

　そうしてすべての挑戦者が真実の愛を証明できぬままあえなく塔から叩き出され、三年の月日が流れていた。







１．呪われ姫の憂鬱








「……私の記憶が確かなら、昼食もポリッジだったわ。そして確か朝食も。そして昨日の夜ご飯も」

　恐ろしく蠱惑的に美しい娘の口から、そんな言葉が漏れる。妖艶とは少し違う。大人にはなりきっていない、少女のような瑞々しさを残しつつ、しかしどことなく人を誘う美しさを持った娘だ。金色の長い髪を軽く結って垂らし、紫色の瞳に合わせた同色のドレスを着ていた。スクエアに開いたドレスの襟元からは、盛り上がった二つの果実のような美しい胸が覗いている。そのくせ腹部は、ろくろの上で絞り上げた壺のように細かった。

　そんな彼女が悩まし気なため息交じりに言うのだから、ここに男性がいれば内容如何を問わず固唾を吞んだだろう。しかし幸いなことにこの場所に男性はいなかった。

　今は夜。小鳥たちは樹上の巣に戻り、フクロウが鳴き始める頃合いである。月は儚いほどに身を細らせ、その分星々が空に瞬いていた。

　そんな爽やかな宵の時間、けれど目の前に置かれた皿の、中身である麦粥をスプーンでつつきながらエヴィーラは溜息を吐く。尚、テーブルの上のあるのは、その粥皿と水を入れたコップだけである。一国の王女の晩餐にしては聊か質素が過ぎると言えよう。

　彼女の前で給仕をしていた、毛糸束のような二本の三つ編みを垂らした、顔中そばかすだらけの少女が、あるじに冷めた目を向けて答える。

「仕方ないでしょう。よもや食糧庫パントリーで大乱闘になるとは思いませんでしたし、姫様がパン用の小麦粉を挑戦者撃退に使っちゃったんですから。しかも石灰まで撒かれたから肉やチーズも食べられなくなるし、食糧庫に置いてあった野菜も果物もぐっちゃぐちゃですよ。せめてあそこを撃退に使うんなら前以て仰っておいてください。そうすればちゃんと全部避難させておきますから」

　少女の言葉は端的で淀みなく、更に一片の容赦もなかった。

「いや、あれは不測の事態だったし、それに……あいつしつこかったんだもん……」

　しかし己に非があることを知るエヴィーラは、決まり悪そうな顔で目を床に逸らす。

　基本的に塔での食生活は、この塔で唯一彼女の使用人として仕えているマギーが担っている。掃除や洗濯、エヴィーラの身の回りの世話まで一手にこなす彼女は、城から定期的に届く食材を使って日々美味しい料理をエヴィーラに提供してくれていた。しかし先日、エヴィーラの姿を見ただけであっさりケダモノと化した筋肉系勇者に、用意してあった眠りガスが全く効かず危うく襲われそうになったので、自らを囮に階下の食糧庫に誘導した。そこなら棚や物資が多くて彼が動きにくいと思ったからだ。しかしその結果、彼が振り回した剣が床に積まれていたすべての粉袋を切り裂いた。悲劇だったのは、小麦粉の袋と共に石灰の袋もあったことだ。袋から飛び散った粉にまみれることで勇者は咳き込み、その隙に後ろから薪で殴り倒し、昏倒させて叩きだすことに成功したが、零れた粉は小麦粉も石灰も混ざって使えなくなってしまった。小麦粉がなくてはパンが焼けない。この場合、麦粥の残りがキッチンにあっただけでも幸運だったのだ。

「だから城に連絡して新しい食材を届けてもらえばいいって言ったじゃないですか」

　次の定期便までまだ五日もある。その間ずっとポリッジで耐え忍ぶわけにはいかないだろう。そもそもポリッジだってもう残り少なくなってきていた。

「だって……」

　口籠る女主人を見てマギーは肩を竦めた。

　この若く美しい女主人は、自分が厄介者であることを理解しているのだ。王族の一人として国に何も貢献していないのに、必要以上に血税である食材や燃料を受け取ることが後ろめたい。父親である国王は一日も早く姫の呪いが解けるよう次々と挑戦者を送り込んでくるが、その度に上手くいかずがっかりされるのも辛い。

　マギーからすればたいして贅沢をしているわけではない若い娘二人の食糧や燃料なんて高々知れているし、仮にも一国の王女なんだからそんなことを気にする必要はないと思うのだが、なまじ聡明なだけに変なところで生真面目というか。

　もっともマギーは女主人のそんなところを密かに気に入ってもいるのだが。

「まあどちらにしろ、このままではポリッジだけの食事は私も嫌ですし、私が明日城に戻って色々調達してきますよ。こちらは姫様と違ってまだ成長期なんで色んな栄養が必要ですしね」

　枯れ枝のような手足のマギーは深々とため息を吐きながら言った。

「悪いわね、マギー」

　本当にすまなさそうに言って、エヴィーラは目の前のポリッジを口に運び始める。それを確認してマギーも向かい側に座り、用意してあった自分のポリッジを食べ始めた。

　本来ならば王族であるエヴィーラと召使であるマギーが同じ席で食事など言語道断ではあるのだが、なにせ二人きりの生活なのである。一人ずつの食事は寂しい。最初は恐れ多いと一緒の食事を固辞していたマギーだったが、エヴィーラの懇願に負けて同席するようになった。

　二人きりの生活ももう三年過ぎた。塔に来た時、マギーはまだほんの九歳だった。それでも物心ついた時から城で働いていただけあって、くるくるとよく働いてくれてとても助かっている。力仕事はさすがに覚束ないが、そこは少しでも彼女の負担を軽くするようにエヴィーラが様々なからくり機械を自作導入していた。梃を応用したものや大小の歯車とばねを組みあわせた輸送用巻取り機械ダムウェーター等など、部品は設計図を渡して城の鍛冶師に作ってもらったり組み立てまでやってもらうが、概ねうまくいっていたし、場合によっては野獣と化した闖入者撃退用にも使えた。

　いっそこの道で生きていけないかと思ったくらいである。発明家。いいかも。但し男性と全く会わずに済めば、だが。

「もう新月、か……」

　窓の外に目をやりながらエヴィーラが呟くと、マギーが心配そうに顔を覗き込む。

「大丈夫ですか？」

　そんなマギーを不安にさせまいと、エヴィーラはできるだけ普通に笑って見せた。

　新月期は発情期が発動しやすい。何がきっかけで起こるのかよく分からないが、体が火照り、立っているも辛くなる。けれどこればかりはマギーに言ってもしょうがない。ひたすら寝室のベッドに潜り込んで、症状が収まるのを待つしかなかった。どうしようもないことでマギーを心配させたくないし不安にもさせたくない。

「もちろんよ。何もあるはずないでしょう？」

「やっぱり私、必要なものだけ依頼したらその足ですぐ戻りましょうか」

　この会話も何度繰り返しただろう。幼いマギーの足では、城まで半日はかかってしまう。城に着いて休む間もなくとんぼ返りでは気の毒すぎる。それにマギー自身引きこもり生活を余儀なくされているのだから、たまには顔見知りの者たちとも会ってのんびりお喋りもしたいだろう。せめて二、三日はゆっくりするように言ってある。

「やあよ、せっかく一人時間を満喫できるんだから。マギーも城で精一杯羽根を伸ばしてくるのね」

　エヴィーラは器用に片目を瞑って見せる。

　エヴィーラの本心を知ってか知らずか、マギーは首を竦めると「分かりました」と空になったポリッジの皿を下げに行った。





　◇◇◇






「それじゃあ行ってきます」

　翌朝、律儀に深々と頭を下げて、マギーは塔を出て行った。湖の真ん中にある塔と湖岸をつなぐ跳ね橋は、エヴィーラの力でも簡単に上げられるように歯車を組み合わせてある。そしてこの跳ね橋は塔の中からしか操作できないから、上げてしまえば滅多なことでは湖岸から塔に侵入できないようになっていた。

　湖を塔の下まで泳ぐことは可能だが、塔の土台となっている浮島の石積みは長年水にさらされて藻に覆われ、つるつると滑りやすくなっているし、侵入者除けの鋭い突起も塔の下部に多数仕掛けてあるから、簡単にはよじ登れない仕様だ。何のためにこの塔が作られたのか、エヴィーラは知らない。

　唯一の出入り口から無事に出て行ったマギーを見送り、跳ね橋を上げてたった一人になると、ようやく重たいため息を吐いた。

　マギーのことは好きだ。孤児のせいかたくましく、時になかなか生意気な娘ではあるが、勤勉だし裏表もない。何より孤独なエヴィーラにとって大事な家族、妹のような存在だった。

　けれどだからこそ、発情期の自分の姿は晒したくなかった。

　普段からその美しさを持って男性の理性を狂わせるエヴィーラではあるが、発情期が発動されると特にひどい。微熱が出て発汗し、目は潤み、いつも月の障りの時期に痛む下腹が、疼く感じが起こる。肌がぞわぞわして触れるものすべてに敏感になる。異性や性交に関する経験が全くないはずなのに、自分がおかしくなっているのが痛いほど分かった。

　実際、塔に移り住んで間もなく、タイミング悪くその時期に遭遇してしまった食料を届けに来ただけの下男は、突然息を弾ませ、目の色を変えて襲い掛かってきた。その男が貧相で愚鈍だったのと、ちょうど新しく仕掛けた罠が近くにあったので事なきを得たが、これが鍛え上げた騎士や猟師の類だったらと思うとぞっとする。

　──これが発情期。まるで淫婦のよう……。

　初めてなった時には、精神的な動揺も酷く、部屋に鍵をかけて閉じこもった。

　城に住んでいた時は当然、男性の臣下もたくさんいた。陽気な若い給仕や老いた庭師などエヴィーラによくしてくれて、無邪気に慕っていた者もいる。そんな彼らさえエヴィーラにあんな目を向けてきたら……とてもじゃないが立ち直れない。

　そして今、目を閉じたまま眉間に皴を寄せる。猫や犬と一緒だ。雌が変な声で雄を呼ぶように、異性を惹きつけておかしくさせる何かをエヴィーラが発し始めるのだろう。

　呪いのせいだとは言え、自らがはしたなく汚らわしいものになった気がして気分が沈み込む。

　それでも最初の頃は少しは期待していた。本物の騎士や高潔な魂を持った特別な男性が挑戦者として現れ、自分を呪いから解放してくれるのではないかと。

　しかしどの男も同じだった。

　初めは高説をぶちあげ、エヴィーラを救い出さんと手を伸ばすのだが、視線を交わし、指一本、髪の毛一筋にでも触れた途端、皆おかしくなった。それが自分にかかっている呪いのせいだと頭の中では理解していても、目の前で欲望をむき出しにする姿を見れば恐怖と生理的な嫌悪感で体中が拒否した。

　今まで何人の挑戦者を迎え、あえかな期待はあっさり裏切られ、その度に失望に陥ってきたのか。

　エヴィーラ自身、男性を見ただけで鳥肌が立つようになってしまっている。

　──私が、生まれてきたのが間違いだったの？

　最近不意に浮かんでしまう自虐的な思いを、エヴィーラはぶんぶん頭を振って追い払った。

　月が姿を消す夜、こんな日は難解な古代哲学書や数学書と真っ向から取っ組み合うか、さっさとベッドに潜り込んでしまうに限る。





　◇◇◇






　夜中に目が覚めてしまったのは、不審な物音が耳に入ったからだ。眠りも浅かった。新月の発情期はいつもそうだ。

　エヴィーラは寝間着の上にガウンを巻き付けて、そっと寝室からドアの外を窺う。

　基本的に挑戦者が来る時は事前に城から先触れがあるし、跳ね橋はしっかり上げて巻き付けた鎖を固定しているのだから、簡単にこの塔には入れないはずだ。

　しかし人の気配がする。




　──いや、水鳥が窓から入り込んだだけかも。




　以前、そんなことがあった。昼間ではあったが、昼餐の準備中、ダイニングテーブルに積まれた果物めがけて鳥が飛び込んできたのだ。

　昨夜、窓を閉め忘れたか思い出そうとしながら、そんな可能性も考えてみたが、やはりひたりと水が床に落ちるような音が聞こえた気がした。

　エヴィーラは熱っぽく気だるい体を奮い起こし、護身用の剣を胸に抱え込む。そしてどこにどんな罠を張っていたか改めて思い返した。

　リビングと食堂に壁から飛び出すナイフの仕掛けがふたつ。燃料倉庫と食糧庫には、紐を引けば天井から落とせる槍が何本か。バスルームには──。

　さして広い塔ではない。跳ね橋と同じ高さの入り口階を一階とすると、その階に二重扉を経て挑戦者との面談室。上に上がって食料や燃料を入れる食糧庫があり、更にその上にダイニング兼リビングがある。最上階がエヴィーラの寝室である。そのすべての階に荷運びが可能なように、エヴィーラが簡単な荷物用昇降機ダムウェーターを取り付けていた。マギーは食糧庫の脇の小部屋にベッドを設置して寝ている。

　挑戦者と相対する部屋にだけ真ん中に鉄格子が設置され、簡単にはエヴィーラと触れ合えないようになっていた。エヴィーラが持っている鍵だけが、端の扉を開けられるようになっている。エヴィーラを目の前にしても理性を失わなかった者だけが扉の開錠を許される。

　筈だったのだが──。

　ふと浮かんだ自分の推測をエヴィーラは頭の隅に追いやった。今はそんなことを考えている場合じゃない。

　寝室からそっと階段を降り、リビングの様子を窺った。

　──誰かいる。

　風が舞うのを感じ、そう実感した。人の気配がある。大きな影が目の端に映る。エヴィーラは一旦物陰に隠れて、大きく息を吸った。

「何者だ！　名を名乗れ！」

　剣を構えて声を上げる。こちらに注意を惹きつけて、不審者の背後にある罠を稼働させるつもりだった。

　影が振り返る。新月とは言え、満天の星明かりが窓から入り込み、その人物の姿を浮かび上がらせた。

　男だ。

　背が高い。

　黒ずくめなのは闇に乗じて侵入するためだろうか。濡れて貼り付いた服が、彼の引き締まった精悍な体つきを露にしていた。口元に布を巻いている。癖のある短い黒髪がやはり額や頬に貼り付き、意志の強そうな太い眉の下からは狼か鷹のように鋭い目が覗いていた。狼を思わせる金色の目だ。

　その目と視線が合った途端、下腹の疼きがズクンと強くなる。




　──え？　なに？




　腰が抜けそうになって、慌てて足を踏ん張る。

「ここが、王女エヴィーラの塔と知っての狼藉か!?」

　自分を鼓舞するためにも声を張った。

　しかし彼は鋭い目でエヴィーラを見つめたまま微動だにしない。

「その身を八つ裂きにされたくなければ、大人しく入ってきた窓から帰るがよい！」

　もう一歩前に出てくれれば、床の嵌めこみスイッチを踏んで天井からチリペッパー爆弾がお見舞いできる。しかし命中させるにはあと一歩足りない。

　その時再び下腹の奥がズクンと疼く。

　──嘘、こんな時に？

　疼きは激しい発情期が起こる予兆だった。肌が火照り、息が上がり始める。いつの間にか瞳が潤み、手足から力が抜けそうになるのを必死で堪えた。

「おい、あんた……」

　思ったより若い声が男の口から発せられた。彼はなぜか驚いたように目を見開いている。

　一方彼の声がエヴィーラの鼓膜に恐ろしいほどの官能を呼び起させる。ダメだ、罠どころではない。エヴィーラは必死に剣を構えて男を睨みつける。

「出て、行くがよい。さもなくば──」

　エヴィーラは床の嵌め板の一部を思い切り踏んだ。その途端、天井から数本の槍が落ちてきて二人の間の床に刺さる。

「うわ！」

　さすがに男は驚いた声を出した。

「今のは威嚇だ！　次は本当に当てるぞ！」

　次はない。彼の立ち位置が絶妙に死角になっていた。しかしそのまま窓から出て行くのを期待してめいいっぱい低い声を出す。そうしながらも意識は朦朧とし始め、その場に崩れ落ちそうだった。あまり長くはもたない。早く、早く──。

　しかしエヴィーラの願いはあっさり裏切られ、彼は床に突き刺さった矢を避けて、足音も立てずにエヴィーラの元に駆け寄っていた。そして彼女が握っていた剣を素早く叩き落とすと、頬を包み込むように持ち上げ、その瞳を覗き込む。

「あんたが『呪われ姫』──」

　輝く琥珀のような瞳に見つめられ、エヴィーラの鼓動が更に早くなった。唇が震えて上手く喋れない。

「な、なにを──」

　する、と言いかけて、その前に唇を塞がれていた。重なった唇から熱い吐息が漏れ、唇にすべての感覚が集中する。彼の胸に当てた手は、抵抗しようと足掻いているのか縋りついているのか自分でもよく分からなかった。

　揉み合うように唇が触れ合い、その気持ち良さにうっとりしてしまう。

　いつも発情期に異性と会うと不快感しか湧かないのに、その唇の感触がなぜか今は嘘のように気持ちよかった。叶うならそのままずっと触れていたくなるくらい。

「は……」

　苦しくなって息を漏らした途端、開いてしまった唇の隙間からするりと柔らかい粘膜が入り込んでくる。それは生き物のようにエヴィーラの口腔内に入り込み、小さな舌を捕まえて絡みついてきた。

「ん、ん──っ」

　初めての感触に戸惑いながら、それすらも気持ちよくて意識が飛びそうになる。

　足元が覚束なくなるエヴィーラの体を、彼の大きな手が抱きかかえていた。胸や腹、足が密着して、触れ合っている部分のすべてが熱い。

　発情期の発動は何度もあったが、こんなことは初めてだ。体がおかしくなった時に、折悪しく相対し、エヴィーラに欲情する男性には嫌悪感しか感じなかったのに。

　たくましい胸に押しつぶされそうになりながら、もっと、もっとと思ってしまう。

　いつのまにか二人は床に膝をつき、唇を触れ合わせながら折り重なるように崩れ落ちていた。指を絡めて手を握られ、そのまま床に押し付けられている。

　再び激しいキスが始まる。真夏、乾いた喉を潤すように彼が欲しい。長い敷物が敷かれた床に、エヴィーラの長く豊かな金髪が乱れて広がった。身に纏っていた寝間着やガウンも、揉み合う内に乱れて前合わせが開きかけている。体を剥がしてエヴィーラを見下ろした男の目が、露になった胸元に落ち、ぎらぎらと欲望を宿して光っていた。

　怖いと思うと同時に、胸が高鳴って止まらなくなる。彼は舌で唇を湿らせ、エヴィーラの頬や首筋をさまよい始めた。これも気持ちいい。触れられた皮膚の表面から媚薬を注入されているみたいだ。やがて彼の唇は首筋に強く吸い付く。くすぐったくて、それなのに熱くなってしまう。更に鎖骨のくぼみをさまよいながら、握られていた手が離され、彼の手がエヴィーラの乱れたガウンと寝間着を肩からはだけさせた。

　胸の谷間にキスされ、心臓がこれ以上ないほど早鐘を打つ頃、彼の大きな手が寝間着の中に忍び込んで丸い双丘をまさぐりはじめる。

「あ……」

　彼の手に包み込まれた胸が気持ちいい。でももっと──。

　無意識化に敏感になった場所に差し出すように背中を浮かせる。そして胸の先端にキスされた瞬間、エヴィーラの背中が激しく反ってびくりとはねた。彼はそのまま固くとがった先端を口に含み、舌を巻き付け始める。

「あ、ダメ、そんなダメ──っ！」

　ダメと言いながら体は求めてしまっている。もっともっと強くてもいい。刺激してほしい。我知らず喘ぎ声を漏らしながら、エヴィーラは自らこすりつけるように彼の体に自分の胸を押し付けてしまっていた。彼も応えてもう片方の胸も指で弄ってくる。

「あ、あん……、あぁん……っ」

　すすり泣くような声を上げながら、エヴィーラは彼の頭を抱きしめてしまう。

　もうどうなってもいい。そんな思いに囚われた。

　けれどそれも彼の愛撫が上半身にある間だけだった。

　彼の手が下がり、腰から下に触れていくと、エヴィーラは本能的な恐怖に襲われる。このまま彼に貞操を奪われてしまうのか。呪われた体のまま、呪いに打ち勝つことなく──。

　エヴィーラの喘ぎ声がやんだことに気付いたのか、息を弾ませて彼女の体をついばんでいた男の動きが止まり、顔を上げて様子を窺う。

　視線が合った途端、狂おしく欲望をたぎらせていた目が一瞬冷静さを取り戻した。

「………………くそっ！」

　彼は下品に毒吐くと、膠を剥がすようにエヴィーラの上から起き上がった。そして自分の頭に手をやりぐしゃぐしゃと髪の毛をかき回す。

「何か縛るもの持ってこい！　縄でも鎖でもなんでもいい」

「え？　何を──」

　面食らっているエヴィーラの目の前で、彼は腰に差してあったナイフを取り出すと、突然自分の太腿に突き立てた。そのまま床に膝をつく。

「きゃあっ！」

　エヴィーラは何が起こっているのか分からず絶叫を上げた。

　彼の目元が苦しそうに歪んでいる。ズボンが黒くてよく見えないが、そこから床に滴っているのは紛れもなく彼の血だろう。呆気に取られているエヴィーラに男が再び叫ぶ。

「あんたの呪いが思った以上に強力だっつってんだ！　このまま犯されたくなかったらさっさと縛るもん持って来い！」

　彼の怒鳴り声に、一瞬、怒りで身の火照りを忘れた。

　なぜ侵入者に命令されなければならないのか。釈然としなかったが、ようやく彼の意図を理解して、足をもつれさせながら罠用の鎖の束を持ってくる。縄より重くて運ぶのに苦労したが、丈夫な方がよいと思ったのだ。

　エヴィーラが鎖を持ってくる間に、彼は突き立てたナイフを抜き、顔に巻いていた布できつく止血していた。それでも痛みは相当あるはずだ。床に、血まみれのナイフが投げ出され血痕が飛び散っていた。

「よし……、それで俺をここの柱に縛り付けるんだ……」

「でも怪我が……」

「死にゃあしねえ！　とっととしろ！」

「わ、分かりました！」

　偉そうな命令に更にムッとしながらも、彼の指示通り柱に彼をきつく括りつける。せめてナイフを突き刺した足を手当てしたかったが、男の怒声に追いやられた。

　彼の指示でエヴィーラはそのまま寝室へ引きこもり、中から鍵をかける。どうかしていた。最初からこうすればよかったのだ。侵入者なぞ無視して隠れていればよかった。うまく回らない頭でそんなことを考えながら、ベッドに潜り込む。

　乱れた寝間着と下着の内側に、彼の感触が残っていた。悩ましい唇と肌を擽った薄い顎鬚。それ自体が生き物のような舌と、体中を愛撫した大きな手。思い出しただけで身の火照りがひどくなる。体の芯が疼いておかしくなりそうだった。

　そっと足の付け根に指を伸ばす。

　──やだ、すごい濡れている……。

　羞恥と自己嫌悪でめまいがした。泣きそうになりながら下着を取り換える。

　──それでも、最後までされずにすんだ。

　あの時、エヴィーラの感情は相反する感情に引き裂かれそうになっていた。このまま流されてしまいたい欲望と、最後の一線を超えてしまう恐怖と。

　男が正気を取り戻したのが幸いだったのだ。少なくともエヴィーラのなけなしの尊厳は失われずに済んだ。

　──綺麗な目をしていた。金色ともつかぬ琥珀色の目。狼がそんな目の色をしていると聞いたことがある。夜の森で、そんな風に光るのだと。

　ふと彼のことをそんな風に思い返してしまい、顔から火を噴きそうなくらい熱くなった。

　彼は闖入者だ。夜中に塔に忍び込むような男なのだ。自らの欲望を抑えるために自分を刺したとしても同情の余地はない。──はずだ。

　けれどエヴィーラを狂おしく求めるその表情には、得も言われぬ何かがあった。少なくとも今までの挑戦者には感じたことのない何かが。

　──まさか死んだりしないわよね？

　不安になって様子を見に行きたくなるが、そんなことをすれば彼の行為が無駄になってしまう。

　何度も寝返りを打ちながら、結局眠れぬまままんじりと朝を迎えた。窓の外から朝陽が差し込むと、身の火照りもすうっと引き始める。そのことにやっと安堵の息を漏らす。

　これ以上は限界と普段着用のドレスに着替え、恐る恐る男の様子を見に行くと、柱に鎖で拘束され、前屈みになって頭を落とし、意識を失っているらしき彼にそっと近付いた。

　──生きてる、わよね？

　自ら手を下したわけではないとはいえ、この塔で死体に遭遇するのは避けたい。今までの挑戦者たちもケガを負わせたり意識を奪うことは多々あったが、命を奪うまではせずに塔から放り出していた。

　じりじりと近付いても彼が身み動じろぎひとつしないことを確認し、更に床に刺さっていた槍を一本引き抜くと、柄の方を彼に向けてつんつんとつつく。それでも男は動かない。

　床の血だまりはさほど大きくないように見える。きっとマギーが見たら掃除が大変だとぼやくだろう。

　マギーのことを考えたら少し気持ちが落ち着いたので、更に近付いて横から彼の顔色を窺おうとした。

　不意に、朝陽に照らされた彼の、その相貌の美しさに息を呑む。

　綺麗な顔立ちだった。鋭角的な頬の輪郭とすっきり通った鼻梁。形のよい唇。伏せられた睫毛が長い。あの睫毛の下から狼のような目がエヴィーラを情熱的に見つめていたのだ。

　昨夜は暗くてよく分からなかったが、明るい日差しの中で改めて見れば、浅黒い肌と艶のある黒い巻き毛は一目で異国の男だと知れる。肌の浅黒さで顔色はよく分からなかったが、唇に血の気がなさそうに見えて不安になった。

　無意識に手を伸ばし、そっと頬に触れると、男がうっすらと目を覚ます。

　長い睫毛に囲まれた、切れ上がった瞼の奥に、彼の琥珀色の瞳が覗いていた。

　──やっぱり綺麗。

　エヴィーラは胸の中でそっと呟き、直後必死でそんな自分を叱咤する。彼はこの塔にこっそり忍び込んだ悪漢なのだ。それなのに、なんで彼から視線を逸らせないんだろう。

「鎖を……解いてくれ」

　言われて少し迷った。

「もう大丈夫だ。あんたも発情してないし、俺は血の気を失ってその元気はない」

　正確に胸中を読まれて動揺するが、それより彼の怪我への不安が勝った。なるべく早く処置せねば。

「分かりました」

　エヴィーラは柱の後ろで固く括ってあった鎖を解き、彼の体に巻き付けてあったものを全部外していく。彼は鎖が当たっていた腕の辺りをさすって血の巡りを戻していた。

「何か清潔な布はあるか？　できれば水も」

　なぜか上からの物言いに不満を感じながら、洗面器に汲んだ水と用意していた布を渡した。

　男は強く巻いていた布を、結び目を解いて剥がす。布は血糊で固まっているようだった。ぱっくり開いた傷口に目をそむけたくなるが、エヴィーラは堪えてその様子を膝をついて注視していた。それは彼が怪しい動きをしないか見張るためでもあったが、それ以上に彼の強さと勇敢さを見守りたいからでもあった。

　水で傷口を清め、薬を塗ったあと清潔な布を巻いて傷口を塞ぐ。更にナイフに着いた血糊を洗って拭きとると、彼はそのまま腰の鞘に戻した。

「悪いが今度はコップに水を貰いたい。喉が渇いてるんだ」

「あ、はい」

　出血により軽く脱水症状を起こしているのだろう。

　請われて立ち上がろうとすると、エヴィーラの腹がぐうとなる。男は一瞬ぽかんとした顔になると、その後くつくつと喉の奥を鳴らして笑い出した。エヴィーラの頬が真っ赤になる。

「だ、だって！　昨日の夜もあまり食べてなかったから！」

　誰もいない上に発情期が始まったのもあって、前の晩は億劫さに夕食を取っていない。

　思わず大声で言い訳してしまうと、彼は更に遠慮なく爆笑した。怒りで頭から湯気がもうもう吹きあがりそうだったが、彼の爆笑が二人の間にわずかに残っていた緊張感を吹き飛ばしてしまう。窓の外からは小鳥が囀る音が聞こえていた。

「──悪いけど、今この塔にある食料はポリッジだけなの。しかも料理上手の侍女は外出中だからうまく煮られるかも不明。でも文句は一切受け付けない。いいわね？」

　エヴィーラは思い切り目を据わらせると、食事を用意すべく足を踏み鳴らしてキッチンへと駆け込んだ。





　◇◇◇






　男は目の前に差し出された粥を見て、しばし無表情のままだったが、そのまま文句も言わずスプーンを持って食べ始めた。エヴィーラもそれを見守ってから自分の分を口に運び出す。とりあえずさほど焦げてはいない。味もまあこんなもんだろう。

　しばらく黙々とスプーンと皿が触れ合う音だけが続いた。

　腹が減っていたのか、あるいは血の気を少しでも補うためか、男は粥を三回お代わりした後、大きく息を吐いてグラスの水を飲み干す。喉仏が大きく動くのを見て我知らず胸が高鳴り、エヴィーラは彼から目を逸らす。逸らさねばずっと見てしまいそうだった。浅黒いがすべらかな肌。前開きのシャツから覗く、たくましくはだけた胸元。大きな手。エヴィーラの肌を優しく愛撫したすべらかな──。

　そう思い至って、動揺しそうになるのを必死に抑える。エヴィーラが悶々としていた数瞬の内に、グラスも水も空になる。豪快な飲み干し方だった。

「ごちそうさん」

　ちゃんと手を合わせる様子を見て、意外と育ちがいいのだろうかとエヴィーラは訝しんだ。彼のことはまだ何も知らない。

「イーサン・フェイだ」

「え？」

　唐突に言われて面食らった。

「イーサン・フェイ。俺の名前だ。呼ぶ時はフェイでいい」

「あ、はい」

　うまくリアクションが取れず、エヴィーラはつい素直に答えてしまう。ここは自分も自己紹介すべきだろうか。この男は闖入者なのに？

「……エヴィーラ・アルドゥナ。このアルカ王国の第一王女です」

　それでも自己紹介を返してしまったのは、無視してしまうことに罪悪感を覚えたからだ。彼は身を挺するような行為で、エヴィーラの貞操を守ってくれた。悪い人間だとは思えない。

「……ああ。つまりあんたが例の『呪われ姫』か」

　フェイの納得するような言い方に、奇妙な感触を覚える。

「そうと知っていて忍び込んだのではないの？」

「いや、残念ながら別口だ。俺は遠い南国の生まれでね。とある盗賊集団と縁があったんだが……そこでこの塔の話を聞いたんだ」

「え？」

「知らないのか？」

　問われてエヴィーラは戸惑う。

　この塔は王家所有の建築物の一つの筈だ。何のためにこんな場所に建てられたかは知らないがかなり古くからあり、小さいながらも城塞の様相を呈していて、引きこもり生活をするには最適だった。恐らく昔、権力闘争に敗れた王の家族や貴人が隠れ住むのに使っていたのだろうというのがもっぱらの通説だった。

　その話をするとフェイは考え込む顔になる。そしておもむろに話し出した。

「俺が聞いた話ではこうだ。ここは一種の宝物庫で、あまり表に出せないような逸品を隠しておくのに使っていたのだと。だから外敵に対しての備えがいい」

「それは確かに……」

　跳ね橋と同じ高さのフロアの面談室に、鉄格子は最初から嵌っていた。そして外郭も侵入しづらいように様々な工夫が凝らされている。

「どちらも真実なのかもな。あまり表立てない人物を隠し、人目に触れさせられない秘宝も隠しておく。外敵から守るために」

「もしそうだとしても……ここに宝なんてないわよ？　色々暮らしやすくするために改造するので、建物の中は全部調べたもの」

　エヴィーラが住むと決めるまで、この塔は無人で半ば打ち捨てられていた。あちこちに蜘蛛の巣が張り、埃が積もり、一部の壁や石段は崩れてさえいたのだ。

　それを父王に頼み、人が住めるように内装や家具を入れて整えてもらった。その時、父からは何も聞かされていない。秘宝が隠してあるような塔なら、父はここまでこの塔を捨て置かなかっただろうし、娘が閉じこもるのに使わせもしなかっただろう。

　フェイは更に深く考え込む。

「マギーという使用人がいると言ったな。彼女が戻ってくるのはいつだ？」

「え？　えーと物資を整えて明日か明後日の昼くらいにはたぶん……」

　塔に戻ってくる時は荷物があるから御者付きの馬車になるが、頼んだ物資の中に罠や工作に使える特殊な薬や金属も入っていたから、用意するのにそれくらい時間はかかるだろう。

「じゃあそれまで、中を探らせてもらいたい」

「だからなんにもないって！」

　諦めの悪いフェイについ尖った声が出た。ただでさえ寝不足で精神状態が悪い上に、彼を目の前にしていると落ち着かない気分になる。更に聞き分けのないことを言われたらどうしてよいか分からない。

　エヴィーラの苛立ちをどうとったのか、フェイはあらぬ方向を向いて黙り込んだ。その姿を見ると少し悪かったかなと後ろめたくなる。いや、元々エヴィーラの住居に彼が勝手に入ってきたのだから、それこそ城の兵士を呼んで突き出してもいいはずなのだが、なぜかそんな気になれなかった。それがなぜなのか、エヴィーラにはよく分からない。

　やがてフェイは視線を逸らしたままぽつりと言った。

「あんたに触れたのは悪かったと思ってる」

　そう言われた瞬間、エヴィーラの脳が瞬間沸騰した。

「な、なにを……っ」

「いくらあんたに呪いがかかってるとはいえ、見も知らぬ男に触られたらそりゃあいい気はしないよな。俺にできることならどんな償いでもする。しかし俺が探してるのは──」

　フェイの言葉は最後まで耳に入ってこなかった。恥ずかしさのあまり、エヴィーラは無意識に彼に何か投げつけようと辺りを見回し、廊下に立てかけてあった柄の長いモップを強く握りしめた。

「お、おい！　何をし──っ」

「そのうるさい口を永遠に塞いで差し上げようかと思って」

　凍り付いた紫色の瞳と高く振り上げられたモップを見て、フェイの額に冷や汗が落ちる。

「おーい、目がマジになってるぞ？」

「もちろん冗談のつもりはないわ。私はいつだって大真面目よ？」

　エヴィーラはにっこり笑って見せる。

「いいから落ち着け！」

　フェイは一気に振り下ろされたモップの柄を顔の前でがしっと掴むと、力づくでエヴィーラの手から取り上げて部屋の反対側に投げ捨てた。しかしモップを取り上げられたエヴィーラは、今度はそれより少し短い箒を持ってきた。脚を怪我しているフェイはその場から動けない。今度は箒が振り下ろされ、フェイはそれを防いで先を掴み引っ張ろうとする。取られまいとするエヴィーラとしばらく無言の攻防が続いた。大きな目をカッと見開いて瞬きひとつしないエヴィーラに、フェイはその時初めて己の過ちに気付いたらしい。

「……悪かった。昨夜の話はもうなしだ」

「…………」

　それでもエヴィーラは箒を握る手を緩めなかった。フェイの説得は続く。

「忘れよう。お互いに。何もなかったよな？」

　漸く張りつめていたエヴィーラの表情がほんの少しだけ緩む。

　あと一押し、とフェイは精一杯意味深な笑顔を貼り付けた。

「この塔に入ってみて、俺が感じた違和感について、聞きたくないか？」

　エヴィーラの心が揺れた。昨夜のことは思い出したくない。そう思ってはいても、フェイを見るたびに気持ちはぐらぐらに揺れた。せめて彼にとってはなかったことにしてほしい。そうでなければいたたまれない。だから彼の申し出に乗ることにした。

「違和感て？」

「その前にこの箒をあるべき場所に戻してくれ。俺の顔に掃くべき埃がついてないならな」

　きっかり三秒沈黙し、エヴィーラは「いいわ」と言って箒を元あった場所に戻す。

「違和感て？」

　そして改めて目を据わらせたまま問い直した。

「上の階を見ていないからはっきりとは言えないが……この部屋の天井、低くないか？」

「天井？　普通だと思うけど……」

　エヴィーラはそう言って、さして広くもないリビングの天井を見上げる。天井の高さはエヴィーラの背の倍近くはある。城の広間のように高いわけではないが、居住空間としては決して低いとは言えない高さだと思う。

「そうじゃない。部屋としての高さじゃなくて……。つまり俺はこの塔に忍び込むために、数日前から外観を観察していたんだが、その時に感じたのは上下階の窓の間隔がまばらなことだった。特に今いるこのリビングフロアと最上階の窓の間隔はかなり広い」

「窓？」

　おうむ返しに聞き返す。

「ああ。だからフロアに寄って天井が高いんだろうと思ったのさ。しかし入ってみれば普通の建物の天井とあまり変わらない。つまり……」

　そこまで聞いて初めてエヴィーラはピンとくる。

「……天井とその上のフロアの床との間が広い？」

「ご名答」

　フェイはニヤリと笑うと、天井を見上げながら言った。

「できればこの階の天井と上の階の床を調べさせてほしい」

「でも、単に天井を分厚くしているだけかもしれないわ」

　丈夫さを保持するために筋交い用の木材などを多めに入れているのかもしれない。もっとも建材が多くなればその分重たくもなるから不自然な感は拭えないが。

「そうかもしれないが、調べてみる価値はある」

　フェイの言葉には強い意志が感じられる。

「探しているのはそんなに貴重なものなの？」

　エヴィーラは尋ねてしまった。それは金目の物？　それとも不思議な力に関わるような魔術道具？　わざわざこんな異国の森の中にやって来るほど大事なもの？

　フェイは特に表情を変えることもなく淡々と言った。

「ああ。俺の家の家宝だ」







２．隠された秘宝と王の陰謀








　傷ついた足が少しでも楽なように、ダイニングの隣に設えてあるリビングの、クッションがたっぷり効いた猫足カウチに座り直し、彼は淡々と説明し始めた。

「俺の実家はそこそこの名家で──、悪ガキの次男坊だった俺はたまに宝物庫に忍び込んでは面白そうなものを引っ張り出して遊んでいた。ある時、目に付いたのが翡翠のペンダントだ。真ん中に竜を象った刻印が彫られていて、その部分だけ金が流してあった。一目見て気に入った俺はそれを身に着けて街に繰り出したんだが、つまらない喧嘩に巻き込まれて盗まれちまった。もう十年前のことだ。本当にバカなガキの所業としか言いようがないんだが……」

　そこまで言って、フェイは本当に苦い顔になる。しかしエヴィーラには何となくその時のフェイの姿が想像できるような気がした。自由で気ままな今より若いフェイ。元より魅力的な外見を持つ彼は、きっと街でも人気者だったんじゃないだろうか。

「当然だが、それを知った親父が怒髪天を衝いてね。『何としてでも取り戻して来い！　それまで家の敷地を踏むことは一切まかりならん！』と放り出された。つまりは勘当だな。家を追い出されることにはそれほど抵抗はなかったが、盗まれっぱなしと言うのは性に合わない。だからそれから俺はそのペンダントの行方を追って、情報を得るために裏社会に潜り込み、ようやっとこの塔に辿り着いたってわけさ」

　そこまで語り終えて、フェイは悪びれもせず肩を竦めて見せる。

　エヴィーラは目を皿のように丸くして何も言えなくなっていた。ずっと城の中で大勢に傅かれて育ち、その後引きこもりを余儀なくされたエヴィーラには、信じられないほど破天荒な世界だ。

「旅の途中で『呪われ姫』の噂も聞いたことはあった。でも俺が探しているのはあくまで家宝のペンダントだったし、この塔があんたの試練塔だとは本当に知らずに入り込んだんだ。驚かしてすまなかった」

　素直に頭を下げるフェイに、エヴィーラは更に狼狽してしまう。

　育ちがいい気がしたのは気のせいじゃなかった。なるほど名家の次男坊。そうでありながら盗賊たちの裏社会にも通じる男。彼のしたたかさと奔放な魅力をもってすれば、こんな風になれるのかもしれない。

　──悪い人ではないのかも？

　泥棒だけど。夜中に塔に忍び込んだ曲者だけど。

　それでも発情期に陥った自分をあそこまで絡め取っておいて、最後までしなかったのは誠意なのだろう。しかも自分の身を傷付けてまで。

　ちらりと布を巻かれた彼の太腿に目をやる。止血用の布にはまだ少し血が滲んでいた。幸い筋や神経などは傷つけていないから数日で歩くのもできそうだが、それでも動きづらいだろう。

「まあ……私にかけられた呪いの責任も、なくはないのかしらね」

　エヴィーラはぽつりと呟くと、彼の前に跪き、怪我をしている彼の太腿にそっと手を置く。

「お、おい！　なにを──！」

　慌てるフェイを目で制して、エヴィーラは静かに呪文を唱え始めた。

　詠唱しながら太腿に当てた掌が熱くなってくる。頭の中で破けた布を繕うようにイメージを浮かべた。

　唇が紡ぎ出す呪文と共にナイフが突き刺さっていた傷が塞がれていく。

　時間にして十分くらいだろうか。

「……驚いたな」

　フェイの呟きに、エヴィーラは床に跪いたまま彼を見上げて言った。

「私が生まれた時、与えられた祝福のひとつ、癒しの力よ。あまり大きな傷や複雑な病気は無理だけど……塔を探るなら動けたほうがいいでしょ？」

　フェイの傷は時間が立てば治るものではあったが、決して浅くはないのでまともに動けるようになるまではかなり時間がかかりそうだった。しかしマギーは明後日には帰ってきてしまう。今は自分の隠れた力を出し惜しみしている場合じゃない。

　フェイはしばらく呆然としたように自分の太腿とそこに当てられた白い手を見ていたが、やがて「ひゃっほう！」と叫んでエヴィーラを抱きしめた。

「あんた、最高だな！」

「ちょ、ちょっと！　何するのよ！」

　たくましい胸板と太い腕に抱きしめられて、エヴィーラは声を張り上げる。

「おっと、悪い！　つい興奮しちまって……」

　無邪気な笑顔を見せるフェイに、エヴィーラは自分の動揺を悟られまいと横を向いた。それでも顔が熱いし心臓はバクバク跳ねている。こんなのおかしい。

「どう？　痛みはなくなった？」

　ともするとそっけない言い方でフェイに問う。しかし彼はエヴィーラの口調等全く気付いてないかのように満面の笑みを咲かせた。

「ああ！　すごく助かった！　ありがとな！」

　子供のように無邪気な笑顔を向けられて、エヴィーラの鼓動が更におかしくなる。ドギマギしてフェイの顔をまともに見られなかった。エヴィーラは立ち上がって彼に背を向け、できるだけ平静を装った声で言った。

「そう。それならよかった。じゃあ宝探しを始めましょうか」
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　天井に入り口を付けるとは考えにくい、というのがフェイの主張だった。確かに天井に秘密の入り口を付けたら、発見はされにくいだろうが出入りもしにくい。それなら上の階である寝室の床が怪しいと、二人で寝室に上がる。

　男性に寝室に入られるのは抵抗があったが、この際仕方がなかった。

　部屋に敷かれていた敷物を剥がし、板敷きの床を端から叩いてみる。空間があれば音が響くはずだ。動かせる家具も極力どかした。

　四つん這いになって床を対角の端から叩いてみる。

「どうだ？」

「どう、と言われても……」

　床なんて叩いたことがないからどんな音が普通なのか分からない。中に空間があれば響きはよくなるのだろうが、羽目板の下に石を積んであれば音は出にくくなるだろう。実際エヴィーラが叩いた床は鈍い音しかしなかった。さほど広い部屋ではないのに、拳で少しずつ叩いていると果てしなく広いように感じてしまう。

「上階の床じゃねえのか……？」

　フェイも要領を得ない顔でぼやいた。

　それでも家具を移動させつつ床全体を叩いたが、鈍い音が変わる場所はなかった。

「そうなると天井か……」

　二人はリビングに戻り、天井を見上げてから顔を突き合わせる。

　天井を拳で叩くのは踏み台もいるし体勢がきつくなるので、今度はモップの柄で突くことにする。フェイはかなり背が高かったので、彼は一番柄が長いモップをエヴィーラに譲り、彼自身は箒の柄で天井をつつこうとした。しかし箒では微妙に長さが足りなかった。

「他に何か長いものはないか？」

「ちょっと待ってね」

　エヴィーラはいつもマギーが出入りする掃除道具の入った戸棚を開けて物色する。

「これはどうかしら？」

　奥の方からデッキブラシを見つけて手渡すと、フェイはブラシの方を持って天井に届くか確かめた。

「いけそうだ。じゃあそっちはダイニングルームから突いてみてくれ」

「はい」

　二人で天井をつつき始める。やはりエヴィーラには音の違いがよく分からないが、響きの変化に気を付けてモップの柄を当て続けた。

　ずっと上を向きながらだから首や肩が痛くなる。寝室のフロアは少し狭かったし部屋も衣装をしまうクローゼットを付けた続き部屋と二部屋だったから移動も楽だったが、リビングフロアはもう少し細かく部屋が分かれているのでそれも面倒だった。

　結局フェイと二人でやっても、寝室階の床を叩く倍の時間がかかってしまった。

「いったんお茶にしない？　もしくは昼食とか。──ポリッジしかないけど」

　少し疲労を滲ませて言うエヴィーラに、フェイは悪巧みを思いついた笑顔で片目を瞑って見せた。

「そうしよう。ただし昼飯はちょっと豪華にいこうぜ」
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　キッチンのフライパンの中で、じゅうじゅうと香ばしくいい音をさせている魚を見て、エヴィーラは目を輝かせる。

「いい匂い……」

　フェイは手にしていたモップの柄の先に、自分の荷物の中にあった糸と毛鉤を付けて、湖の魚を釣り上げて見せたのである。

「せっかく目の前に御馳走が泳いでるんだ。頂かない手はないだろう？」

　湖で取れたニジマスかヒメマスに見える魚は、さほど大きくはないが塩を振って焼けば十分美味しかった。エヴィーラは久しぶりのたんぱく質を堪能する。これで野菜か果物があれば文句ないのだが。

「そうだ、あれがあった」

　エヴィーラはいそいそとマギーが使っている部屋の隣の小部屋に入ると、小さな瓶を一本持ってくる。

「お？」

　フェイもそれを見て嬉しそうに頬を緩めた。中身はワインである。

　基本的にまだ幼いマギーとの二人暮らしなので、普段の生活ではあまりワインを登場させることはない。エヴィーラもアルコールはさほど得意ではなかったからだ。しかし今くらい葡萄の香りを堪能するのもいいかもしれない。

「昼間からはしたないかしら……？」

　エヴィーラが恥じらいながら訊くと、フェイは首を横にぶんぶん振った。

「問題ない。ワインなんて水みたいなもんだし！」

　焼いた魚とポリッジを肴に二人で一本開けた。酔うほどではないが、少し明るい気分になる。

「にしてもおっかしいなー。絶対このフロアの上が外観的には怪しいんだけどな」

　フェイの呟きにエヴィーラも考え込む。今までこの塔にそんな秘密があるなんて考えてもみなかった。ただの打ち捨てられた幽閉塔くらいにしか思っていなかったのだ。

「階段室、とか……？」

　上からも下からも開く様子がないのなら、あとは横壁じゃないだろうか。しかしフェイはあっさりと否定する。

「それは俺も最初に考えた。だから塔側の壁は探ってある。おかしなところは何もない」

　ワンフロアがあまり広くないこの塔の構造上、上下移動用の階段は建物の一角に小さならせん状の階段室が設けてあった。普通の階段では強度を保つためのスペースが必要となる場所を取りすぎるためだ。階段室全体が石組で強度を上げてあり、各階の床の高さの部分だけ出入りできるくぐり戸が空いている。しかしワンフロア分を上がるのには最低二周くらいするので、塔の中心に向かって壁になっている部分もある。そこに秘密階への入り口があるのでは、と考えたのだ。

「もう調べたの？」

「ああ、さっきあんたが昼飯を作ってくれている間にね」

「東側のも？」

「あ？」

　フェイは素っ頓狂な声を出した。

「えっとだから、いつも使っている西側の階段ではなく、対角にある東階段の方はどうなのかなって……」

「そんなのがあるのか？」

　エヴィーラの発言に、フェイは俄然身を乗り出す。

「ええ。でもそっちはあまり使ってないわ。日当たりが悪いせいかちょっと空気が悪くて……」

　まっすぐ近付いてきた彼の顔に、思わず身を引きながらエヴィーラは答えた。

　使っていない階段室の入り口はフェイが出入りしていないキッチンの奥にあり、上の階ではクローゼットの衣装で隠れている。だから見逃したらしい。フェイは目を輝かせてエヴィーラを指差し「それだ！」と叫んだ。

「そっちも早速調べよう！」

「はい！」

　ガタンと椅子から立ち上がり、二人でもう一つの階段室に向かう。そして壁になっている積み石を丹念に調べ始めた。

　ちょうど寝室のクローゼットに繋がるくぐり戸より一周下の辺りに、微妙に色が違う石が少し離れてふたつある。

「ふたつ……？」

「片方はフェイクだろう。もしくは何かの罠か」

「罠と言うと？」

「侵入者を撃退するような仕掛けがあるとかな」

　二人はふたつの異なる石を見て考え込む。

「たぶんこっちだ」

　フェイは呟くと、そっと片方の石の表面をなぞってからゆっくりと押し込んだ。数センチ入り込んだところでカチリと音がして、そこから少し離れた石が手前に出てきた。二人は顔を見合わせて息を呑み、同時に頷く。

　フェイが出てきた石をそっと引っ張ると、その奥にレバーがあった。そのレバーをゆっくり倒すと、壁の奥から何かが動き出す音がして、やがて二人の足元にあった大きな壁が奥へと消え、大人一人がくぐれるくらいの穴が開いていた。

「やった……！」

　フェイが灯りを手に、這うようにしてその穴に入り込む。そしてしばらくしてからエヴィーラを呼んだ。

「入り口はかなり天井が低い！　気を付けて入ってきな！」

　暗がりから響く声に、エヴィーラも意を決して穴の中に潜り込んだ。

　通気はあるらしく、灯をつけていても問題はなさそうだ。何とか入り込んだ隠し階の、薄暗さに目が慣れてくると、フェイがごそごそと何かを漁っているのが見えた。

　──宝箱？

　そこには丈夫な木で作られた宝箱がわんさと並んでいた。フェイはそのひとつひとつの鍵穴に、自分が持っていた細い折れ曲がった棒を差し込んで開けている。中には金貨や宝石の類が押し込まれていた。

　しかしフェイは金貨には目もくれず、家宝であるペンダントを探している。

「……あった」

「え」

「これだ……」

　フェイはエヴィーラに向かってペンダントを掲げて見せた。

「本当にあるなんて……」

　エヴィーラは呆然としたままだ。よもや自分が寝ていた床下、あるいは食事をしていたダイニングなどの天井裏に、こんなものが隠れているなんて思ってもみなかった。

「やったぜ！　これでやっと国に帰れる！」

　嬉しそうなフェイの声に、一気に現実に押し戻された。

　──そうだ。彼は国に帰るためにあのペンダントを探しに来たんだ。だから、それが見つかったらこの塔を去るに決まって……。

　急に胸を締め付けられるような痛みに襲われる。なんなんだろう、この痛みは。

「あの、よかったわね。とりあえず一旦ここから出ない？」

　辺りが薄暗くてよかった。自分がどんな顔をして言ったのか、彼に見られずに済む。

「ああ、そうだな。一旦明るい場所に戻ろう」

　二人でまた四角い穴をくぐり、階段室からリビングに戻った。その時、不意に外でベルの音が響く。湖岸から塔に向けて、縄を渡して滑車で設置してある呼び鈴である。湖岸の紐を引っ張ると、塔の軒下にある鐘が揺れて鳴るようになっていた。

　湖岸を臨む窓から外を見ると、小さな影が立っている。

「マギー!?」

　湖岸にはまだ戻るには時間がかかると思っていた、侍女のマギーが泣きそうな顔で立っていた。
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「ずいぶん早かったのね？　荷物を積んだ人たちは？」

　今回は物資補給のためだったので、荷を積んだ馬車と一緒に帰るはずだった。もちろん運び込むための御者兼下男が一緒である。

　しかし今、湖岸にはマギーと彼女が乗ってきたらしき仔馬しか見えない。

　エヴィーラは急ぎ跳ね橋を下ろして彼女を迎え入れた。

「どうしたの!?」

「姫様ぁ……」

　泣きそうになっていたマギーは、それでもエヴィーラの後ろにフェイの姿を見つけ、キッと彼を睨みつける。

「姫様、この方は」

　マギーの鋭い声にエヴィーラの声が上擦った。

「彼はフェイ。この塔に探し物があって訪ねてきたの。大丈夫、悪い人じゃないわ」

　エヴィーラに紹介されてフェイはマギーに向かって片手を上げて見せたが、それでもまだ疑わしそうな目を向けているのは、彼がどう見ても異国の男だからかもしれない。しかしマギーはそれ以上彼を追求することなくエヴィーラに向かい合った。

「姫様、このままここにいては危険です。お逃げください」

　思いつめたようなマギーの表情に、エヴィーラは面食らう。

「一体何があったの？　ちゃんと説明して」

「それが……」

　言い難そうにマギーはフェイをちらりと見た。

「彼のことは気にしなくていいわ。もうここから出て行く予定だったから。そうよね？　フェイ」

「あ、ああ……。けど、何か手助けできることがあればするぜ？　大事な家宝を見つけてもらったお礼もまだだしな」

　エヴィーラはフェイとマギーの顔を交互に見つめると、意を決したように言った。

「いいわ、マギー。彼のことは気にせず何があったのかを話して。なぜ私がここから逃げないといけないの？」

　マギーはそれでも五分ほど俯いて押し黙っていたが、やがてその重たい口を開き始めた。

「陛下が……姫様を無理やりお嫁に出そうとなさってます」

「あ？」

　変な声を出したのは、少し離れた場所で聞いていたフェイだった。エヴィーラはそんな彼を見て薄く笑う。

「マギー？　それはお父様が何か具体的に計画していたということ？」

「姫様、驚かれないんですか!?」

　マギーの声が悲鳴のようなものに変わる。そんな彼女を見て、エヴィーラはいとおしさと諦めにも似た寂しさが募った。緩く編んでいた金髪の一部が、朝から動き回ったせいで一房、頬に落ちている。それを無造作にかき上げながらエヴィーラは小さく微笑んで答えた。




「──だって知ってたもの」





　◇◇◇






　王家に生まれた女性において、求められる価値は美しさと従順さである。この二つに王族の血が揃えば、大抵の王侯貴族や資産家に降嫁できる。有体に言えば『高値で売れる』。エヴィーラの母も美しい人だった。そして王の価値観を疑っていなかった。もっとも王妃である母はエヴィーラが城を出る前の年に亡くなっているのだが。

　しかし、エヴィーラの価値を高めるために魔女たちにかけさせた祝福で、彼女は父親が望む以上に賢くもなってしまった。権力を持つ多くの男たちにとって、『賢い女』の価値はあまり高くない。逆にエヴィーラの価値を上げたのはヨランダの『呪い』である。どんな男性をも発情させる力ともなれば、花嫁としての嫁ぎ先はよりどりみどりだろう。あるいは一時的な『貸し出し』も可能だ。エヴィーラの魅力と呪いに触れて、一夜だけでその身を味わえるのならと、と大金を積む者は少なくはあるまい。

　だからこそエヴィーラはこの塔に引きこもることを決心したのだ。そう簡単に売られぬために。父親である国王には「商品価値を上げるため」と綺麗ごとで言いくるめて。

　実際、エヴィーラに対する挑戦が失敗すればするほど「ならば私が」と群がる色欲に満ちた金持ちは増えた。エヴィーラを攻略することで征服欲も擽られたのだろう。

　しかしこの状況も三年続けば王は焦れてくる。

　本当に娘は売れるのか。このまま挑戦者が敗退し続けて商品価値が下がりはしないか。

「この間の挑戦者は確実に変だった。それまでは多少なりとも知性があったのに、彼は考えるのが苦手なタイプで、力だけはバカみたいに強くて、そして……檻扉の鍵を持っていた──」

　まるでエヴィーラをそのまま犯すことが許されているかのように。

「だから……父が痺れを切らして誰かに嫁がせるために私を連れ出しに来るのは時間の問題かと……」

「それで姫様はあんなに補給を頼むのを嫌がっていらしたんですか？」

　マギーの問いに、エヴィーラは微笑んで答えない。しかしマギーがそのまま城で安全に居残ってくれればと思っていたのは事実だ。

「──父は、兵を動かそうとしている？」

　エヴィーラの質問に、マギーは言葉を詰まらせた。否定しないのが答えだろう。エヴィーラは屈託のない笑顔を浮かべてふざけた口調で言った。

「仕方ないわね。二十歳を超えたらもういき遅れになっちゃうし」

　今は十九歳だ。もう後がない。

「姫様ぁ……！」

　泣き出してしまったマギーを、エヴィーラは胸に抱き寄せて頭を撫でる。そしてフェイの方を振り返り微笑んだ。

「フェイ、あなたも無事に家宝が見つかったのだから、急いでこの塔を出ないと──」

　王の遣わした兵士に見つかったら捕まってしまう。

　けれどフェイはそんなエヴィーラの心配をよそに、胸の前で両腕を組み、大真面目な顔で彼女を見つめた。

「あんたもだ、支度しな」

「え？」

　フェイが何を言ったのか、一瞬分からなかった。

「だから。好色な金持ちに売ろうとしている父親が、あんたを捕まえようとここに来るんだろ？　じゃあさっさとずらからなきゃ」

　そう言いながら自分が持ってきた荷物を手際よくまとめ始める。

「え、だって」

　無理だ。できっこない。しかしフェイはまるで散歩にでも行くような気軽な声で続ける。

「俺なんか湖を泳いだうえに塔の石壁を登ってきたんだぞ？　それに比べたらあんたは跳ね橋を下ろして出て行けばいいだけだ。簡単簡単♪」

　まるで歌うように節をつけて彼は言った。

「でも！」

　エヴィーラは外の世界を知らなかった。城で暮らしている時もあまり外には出してもらえなかったからだ。ましてやいつ発情期が起きるかも分からず、起きてしまえば自分を見るだけで男性がケダモノに変わるかもしれないと思うと、迂闊に外なんか歩けるはずがない。

　怯えて竦むエヴィーラに、フェイは更に畳みかける。

「じゃあ、黙って知らない男の慰みものになるってのか？」

「それは……」

　正直に言えば嫌だ。今まで会った挑戦者たちだって、目を血走らせて息を荒くしながらこちらを見ているのを見ると虫唾が走った。たとえ自分自身が発情期に陥っていたとしても、あんな奴らに触れられるのかと考えるだけで怖気が走る。昨夜のフェイとのことだけが例外だったのだ。それが何故かは分からないけれど。

「あの時、俺に向かってモップを振り下ろそうとしたあんたはどこに行った？　箒を振り回してたあんたは？」

「モップ？　箒？」

　二人の会話に、泣いていたマギーが訝し気にツッコむ。しかしそんなマギーをスルーし、フェイはエヴィーラに向かって続けた。

「運命を受け入れるなんて、言っちまえば聞こえはいいが、あんたはそんな大人しいたまじゃないだろ？」

　とんでもなく偉そうな彼の物言いに、エヴィーラもつい我を忘れて叫ぶ。

「逃げたいって思ってたわよ！　でもどうやって!?　こんな呪われた体で、いつ誰に襲われるか分からない恐怖に怯えて……一体どこに行けって言うの!?」

　それを聞いたフェイがニカリと笑う。

「おー、ちゃんと本音が言えたじゃねえか。じゃあとっととずらかろうぜ？　家宝を取り戻したお礼にちゃんと俺がアテンドすっから」

「え？」

　器用に片目を瞑ってみせたフェイに、エヴィーラは口を開けたまま何も言えなくなった。

　──逃げられる？　本当に？　この呪いから解放される日が訪れる？

　呪いが発動してからずっと、彼女にべったり貼り付いて離れなかった不安や恐怖という分厚く大きな雨雲に、希望という一条の陽が射しこんだ瞬間だった。




「力の強い魔術師には何人かツテがある。そいつらに見てもらって、あんたの呪いが解けるかどうか試してもらえばいい」

「魔術師？」

　フェイの国の魔術師だろうか。もちろん、異国にも魔術を研究し使える者はいるのだろう。しかしその者たちにヨランダの呪いが解けるだろうか。彼女はもう俗世に飽きて、どこか遠い地に隠遁したらしいけれど。

「あんたがいまいち信じきれないのも分かる。けどここでじっとしててもあんたが誰かの餌食になるだけだ。違うか？」

　フェイの言う通りだった。このままここにいれば、いずれ父の手によって誰かの慰み者になるのだろう。

　それでも即断はできなかった。追っ手から逃げるのは至難の業だろうし、どう考えても彼に迷惑をかけるだろう。逃げる途中で発情期が起きてしまったら一体どうすればいいのか。どう考えてもうまくいくとは思えない。

　途方に暮れてマギーを見ると、彼女も同じような顔をしていた。

　けれどマギーはエヴィーラと目が合った途端、目の中の光が強く瞬き、一度口をぎゅっとへの字に結んでから話し出した。

「姫様、お逃げください！　私はここに残って時を稼ぎます」

「そんな！　貴女にそんな危ないことをさせるわけにはいかないわ！」

「大丈夫です。ここを盗賊に襲われて姫様を連れ去られたと言えばいいわ！」

　幼いマギーの顔に、己のあるじを守ろうとする必死な気持ちが見えてエヴィーラは喉を詰まらせる。

「でも……」

　それでも尚不安を隠せないエヴィーラは、顔を伏せた。もしその嘘がバレた時、マギーはどうなってしまうのだろう。自分のせいで捉えられ、最悪命を取られるようなことになったら？

　なかなか煮え切らないエヴィーラを見て、とうとう痺れを切らしたフェイは今度はマギーの方を向いて話し始めた。

「分かった。じゃあお嬢ちゃん、──マギーって言ったか？　このお姫さんが動きやすいような服を身繕ってくれ。それと金と飲み物だな。携帯できる食いもんがあればそれもだ。あとは途中で何とかなる。準備でき次第、俺がこのお姫さんを攫っていく。だからあんたは嘘を吐く必要はないし、どこかに隠れているか逃げてもいい。もし兵士に捕まったら見たままを伝えればいい」

「……分かりました」

　マギーもまだフェイに関しては半信半疑のようだ。しかし王の兵士たちが遠からずこの塔にやってくることを考えると、躊躇している暇はない。そう思い切ったらしく、エヴィーラの旅支度をするためにクローゼットに向かった。一方エヴィーラはその場に立ち尽くしたままだ。

　そんなエヴィーラに、フェイは腰に下げていた一本のナイフを鞘帯ごと取ると、エヴィーラの前に差し出した。異国のものらしく、革でできた鞘には見慣れない模様の綺麗な刺繍が施してある。

「なに？」

　手の中のナイフを見つめ、エヴィーラは尋ねる。

「身の危険を感じたら、これを使え。相手が王の兵士でも……おかしくなった俺でも」

「え……っ」

　エヴィーラは瞳を大きく見開いた。

「あんたは自分の呪いが発動するのが怖いんだろ？　だからもし──男に襲われそうになったら、……どこでもいい、これで相手を刺すんだ」

　まっすぐ見つめられて、否が応にも心臓が震える。

「そんな……」

　できるだろうか。今まで色んなからくり装置を使って挑戦者を撃退してきたが、直接誰かを刺すような真似はしたことがない。

「自由になりたくないのか？」

　フェイは真剣だった。本気でエヴィーラをこの塔から連れ出そうとしている。

「……どうして、そこまでしてくれるの？　あなたは家宝を探しに来ただけなんでしょう？」

　一番知りたいことを訊いた。フェイの瞳の奥に揺れている炎のようなものが、自分と同じものだと思いたかった。

　フェイは何を言おうかしばらく迷っていたが、やがてぽつりと話し出す。

「あんたが……籠の中の鳥でいたいタイプなら無理にとは言わねえさ。でも……違うだろ？」

「どうしてそう思うの？　私、もう三年間もこの塔の中に自ら閉じこもってたのよ？」

「己の身を守るために仕方なく、な」

「…………」

「本来のあんたはそんなことするようなタイプじゃないだろ。寧ろ好奇心が旺盛で、──翼があればどこまでも飛んでいきたいタイプに見える」

　フェイの言葉が胸に刺さる。そうなのかもしれない。色々と知りたいこともやりたいこともたくさんあった。

「でも……私の為に、あなたにそこまでしてもらう理由がないわ」

　実際昨日会ったばかりの男だ。縁もゆかりもないし、多少色々あったとはいえ、助けてもらう義理もない。世間知らずのエヴィーラを連れて逃げるなんて、フェイには苦労こそすれ一文の得にもならないだろう。

　エヴィーラの、心の奥底にある本心を隠した言葉に、フェイは頭をぐしゃぐしゃと掻き回すと、吐き出すように言った。

「……あんまり好きじゃねえんだよ、つまり──不条理に誰かの自由が奪われた状態ってのがさ」

　それはエヴィーラの聞きたい答えとは少し違っていた。けれどだからこそ冷静さを取り戻す。エヴィーラは一度目を閉じて大きく息を吐くと、覚悟を決めた。

「分かりました。イーサン・フェイ、あなたを信用します。でも……危険だと思ったら私を置いてすぐに逃げて。いいわね？」

　フェイは強い。世情にも詳しそうだし機転も利く。恐らく逃亡するための同伴者としては頼もしい相手だろう。

　けれど自分のために傷付いてはほしくなかった。

　エヴィーラの強い語調に何を思ったのか、フェイは「分かったよ」と同意する。

　マギーが用意してくれた服に着替え、金貨や着替え、食糧などが入った袋を持つと、エヴィーラは三年間仕え続けてくれた少女をぎゅっと抱きしめる。

「身の危険を感じたらちゃんとすぐに逃げてね」

「大丈夫です。この三年間で、どれだけ姫様と一緒に挑戦者を撃退してきたと思ってるんですか」

　既にいつもの生意気な口調を取り戻したマギーに、エヴィーラは涙ぐみそうになるのをぐっと堪える。

　別れがたい気持ちを抑え、少女に背を向けると、跳ね橋を下ろしたフェイと共に岸へ渡る。

　二人が外へ出ると、マギーは時間を稼ぐために塔の中から跳ね橋を巻き上げた。

　エヴィーラは一度だけ感傷的な目で塔を見つめると、フェイの方に向き直り、二度と振り向かずに既に夕闇が落ち始めていた湖岸から森の中へと歩き出した。







３．逃亡劇








「まあ、可愛い！　これは何かしら」




　道端の露店に広げてあった、掌に入りそうな小物を見てエヴィーラが立ち止まった。辺りには似たような露天商が数多く並び、がやがやと人ゴミで溢れている。

　露店の親父はいかにも世間知らずなエヴィーラの声に、相好を崩して答えた。

「これかい？　これは木彫りの鳥だがここに口を当てて吹くと……」

　親父が尾羽の部分に口を付けて吹くと、鳥は「ヒュー、コロコロ」と可愛い音を立てる。エヴィーラの顔がパッと輝いた。

　賑やかな、人ゴミの多い市場通りで、はしゃぐ声を上げたエヴィーラを、フェイは後ろから羽交い絞めにする。

「こら！　目立つなって言ったろ！」

　エヴィーラは「きゃっ」声を上げて後ろ向きのままフェイの胸に倒れこんだ。

「おいおい、にーさん。無体はよしときな。お嬢ちゃんが真っ赤になってるじゃないか」

　ガラクタを売る男の声に、フェイが上から腕の中の彼女の顔を覗き込むと、確かにさんざん泥で汚したにも関わらず首筋が真っ赤になっているのが分かる。

「そんなナリをさせていても、上品なのが透けて見えらあ。どこぞのお嬢様のお忍びか、あるいは禁断の駆け落ちか、まあどうせ訳ありなんだろうが、せっかくだから楽しんでいきなよ」

　にんまり笑う男の顔を見て、フェイは渋い顔になった。目立たぬよう汚れた格好をさせてみたものの、口をきいてしまえばやはり出自の良さはバレバレである。

「あ、あの、ごめんなさい……」

　エヴィーラの顔がしょんぼりと落ち込むのが見える。

「……どれが欲しいんだ？」

「え？」

「さっきの鳥笛でいいのか？」

「え、あの、そんなつもりではなくて──！」

　ねだるつもりはなかったと、慌ててフェイの顔振り仰ごうとするエヴィーラの、頭を押さえて大きな手がよしよしと撫でた。エヴィーラは顔を赤くしたまま、口だけがパクパクと泳ぐ。

「親父、そっちの紫のをくれ。首に下げられるように革紐も付けて」

「あいよ！　毎度！　兄さん、いい男だねえ」

「世辞はいいから」

　フェイは自分の財布から小銭を取り出して男に金を払うと、エヴィーラの方を目で指した。

「但しこいつのことは他言無用で」

　口調は軽いが目だけが凄んでいる。

「分かってるって」

　店の親父は器用に片目を瞑って口の端を上げた。

　鳥笛代に、多めに銀貨を混ぜたが、親父が喋らないかどうかは半々だろう。多少の時間を稼げればそれでいい。

　一方エヴィーラの方を見ると、完全に落ち込んでいる。

「あの、すみません。私のせいでお金を使わせてしまって……」

　塔を出る際、エヴィーラの分もマギーが財布を用意してくれたが、金貨が多く、こんな市場で使うには目立ちすぎる。

「バーカ、大した額じゃねえし必要経費だよ」

　そう言ってフェイは革紐を付けた鳥笛をフェイの首にかけてやった。

「これで何かあった時、俺を呼べるだろ？　それにほら、あんたの瞳の色とよく合ってる」

　少し屈んでニヤリと笑うと、エヴィーラはようやくホッとして嬉しそうな顔になる。

「ありがとう」と花が咲くように顔をほころばせた。

　──やべ。

　うっかり可愛いなんて思ってしまって、フェイは自分を戒める。

　塔を出て三日目。初日と翌日のエヴィーラは可哀想なくらい緊張していた。顔は強張り、休憩の時でさえ辺りを窺いながらにこりともしない。

　そりゃあそうだろう。生まれてからずっと王城育ちで、ここ数年は塔に引きこもり。完全な箱入りの、文字通りお姫様育ちなのだ。いくら知識があっても初めて飛び出した世界に緊張しない筈がない。しかも今は、いつ父親である王の追っ手が来るとも限らない。同行者は会ったばかりの怪しい盗賊が一人。こんな悪条件下で、怯えていない方がおかしい。

　塔があった森を出るまで、丸一日かかった。徒歩だったのもあるし、エヴィーラが歩き慣れてなかったせいもある。フェイ一人なら半日で抜けられただろう。

『トイレなんてないから、したい時は茂みで』と言った時も、真っ赤になってかなり葛藤しているのが見て取れた。当たり前のことではあるのだが、彼女にとっては何もかも初めてで相当抵抗感があったに違いない。

　それでも塔に移ってからはかなり自分のことは自分でやっていたらしく、野営の際は薪用の小枝を拾ってきたり自らお湯を沸かしたりと、自分ができることを必死にやろうとしていた。巣立ったばかりの雛を見るようないじらしさを覚える。

　柔らかい足の裏にできたマメは、薬を塗って布で覆ってやった。癒しの魔法を使うこともできたが、一日が終われば本人の体力が残っていなかった。筋肉痛なども合わせ今も痛まないわけではないだろうに文句ひとつ言わない。予想以上に忍耐強いのが正直助かっている。

　二日目で少しずつ緊張がほぐれ、三日目の今日、初めて人里に出た。元々好奇心も強い娘なのだから、そりゃあ浮かれもするだろう。子供騙しのおもちゃのひとつくらい買ってやりたくなる。

　一応変装も兼ねて男の格好をさせ、長い髪を編み込んだ頭にも布を巻いて顔を泥で汚させたのは、彼女の正体をと言うより類稀な美貌を隠すためだった。それでも彼女の美しさが隠しきれていない気がして、フェイを落ち着かなくさせている。




　──呪われ姫、か……。




　どんな男をも魅了すると言われた美しさ。整った顔立ちや均整の取れたしなやかな体つきはもちろんだが、彼女自身からほんのり香り立つような甘い空気が男を狂わせるのだと、フェイは冷静に分析する。その甘い空気が、彼女が言うところの『発情期の発動時』には奔流のように溢れ出すのだ。

　フェイ自身は決して女性に慣れていないわけではなかった。なにせ金持ちの息子で見目もよく、裏社会にも通じる妖しさがある。酒場や娼館では放っておいても女たちが寄ってきたし、実家で真面目な御曹司のふりをして上流階級が集まるパーティーに参加しても、常にフェイの周りには令嬢が集まり、微笑むだけで彼女たちは一斉に頬を染めていた。

　さすがにトラブルを避けるために上流階級の娘に手を出したことはないが、あと腐れのない遊びに興じたことはある。特に酒場や娼館の女たちは面白がってフェイに色んなことを教えてくれた。

　経験値が多ければそれなりに耐性もつく。

　しかしそんなフェイを以てしても、発情期のエヴィーラには抗い難い吸引力があった。まるで炎に集まってくる蛾のように、無意識に惹き付けられ、気が付けば体を奪おうとしていた。この手で組み伏せ、着ているものを一枚残らず剥ぎ取り、男の精で快楽に啼かせたくて仕方がなかった。

　あんな経験は初めてだ。

　──あの時、彼女の怯えたような瞳で一瞬理性が戻らなければ、欲望に押し流されて一気に抱き潰してしまっていただろう。

　その魅力に抗うにはそれ以上の痛みを自分に与える以外、方法がなかった。

　とは言え──。

　それ以上に翌朝、心配してフェイの顔を覗き込んだ時の、逆光を浴びたエヴィーラの美しさが忘れられない。透き通るような白磁の肌。小ぶりながら通った鼻筋。故郷の夕暮れの海のようなバイオレットの瞳が、波のように揺れていた。

　その時から、実を言えばフェイはエヴィーラに翻弄されっぱなしだった。

　怪我を心配して気遣ってくれるエヴィーラ。モップを振り回して怒るエヴィーラ。秘密の空間を見つけ、家宝を探し出して一緒に喜んでくれたエヴィーラ。どんな彼女の表情も、瑞々しい生命力に溢れていた。呪いのせいで引きこもるような生活をしているが、本当は明るい希望に満ちた娘なのだろう。

　彼女が高価な玩具として父親に売られると知った時は、それだけはさせまいと思った。欲に目が眩んだ親が、美しい娘を金持ちに売るなんて嫌と言うほどありがちな話だが、それでも彼女をそんな目には合わせたくないと思ってしまった。ましてや色ボケの金持ちの慰み者になるなんて、考えただけでも頭に血が上る。

　フェイには関係ないはずなのに。ほんの一晩かそこら、同じ建物の中で過ごしただけなのに。

　結局、半ば強引に彼女を連れて逃げ出してしまった。

　行き当たりばったりで逃げているわけではない。まずは自分の国に連れて行こうと思っている。国にも強力な魔術師のツテがあるから、彼らにエヴィーラの呪いの解呪ができないか試してみるつもりだ。

　それにはまず南へ向かい、港町から海に出るのが近道だろう。それまでの道のりが問題で、エヴィーラの足に合わせて徒歩ではいつ無事にたどり着けるか分からない。だからまずは馬を買おうと市場へ来た。その方が断然早いし、追跡も躱しやすい。何よりエヴィーラの負担が減るだろう。

　初めはエヴィーラには街の外れで身を隠させようかと思った。しかしずっと張りつめていた彼女が「市場に行くの？」と好奇心に目を輝かせたのを見て、つい連れてきてしまった。発情期が発動するのはほぼ夜だけだからという言い訳の下、見つかるリスクが上がるのも分かっていたが、一人にさせるのも不安だった。

　そしてさっきの一幕だ。

「せめて喋り方がな～～」

「喋り方？」

「上品すぎるんだよ。こんな場末の市場に来るやつの言葉遣いじゃねえし」

　言われてエヴィーラは考え込む。そして両手を握りこんで叫んだ。

「……教えてください！」

「あ？」

「フェイは喋れるんでしょう？　だったらその言葉を私にも教えて！　そうしたら少しは目立たなくなれるかもしれないし。──とにかくフェイの喋り方を真似ればいいのよね？」

　冗談かと思ったらエヴィーラは大真面目である。彼女が言っていることは間違ってないが、単純に庶民の喋り方のエヴィーラが思い浮かばなかった。

「あー、例えばだ。あんたにとっていけ好かない奴がいたとする。そういうやつにはこう言う。『──くたばっちまえ！』。言ってみな？」

「え？　え？　えーと……」

　さすがにいきなり下品さが著しかったらしい。エヴィーラはあたふたしながら口の中でもごもご呟いている。しかしフェイの耳にはよく聞こえないほどの声だった。しかも顔は真っ赤になっている。

「……まあ、おいおいな」

「はい」

　萎んでしまった返事に苦笑する。本当はそんな顔が見たくてわざとひどい言葉を使ったなんて今更言えなかった。

　とは言え人里にいる間、無言を通してばかりもきついかもしれない。

　彼女が言うほど違和感が消えるとは思えないが、多少砕けた言葉を教えること自体は無駄じゃないだろう。

　──少なくとも。

　夜中に彼女の寝顔を見て、湧き上がってしまう欲望を紛らわせるくらいには。
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　市場の片隅にいた馬喰とフェイのやり取りを、エヴィーラは目立たぬよう少し離れた場所からじっと観察していた。

　フェイは交渉も上手らしい。馬喰の言いなりにならず、何頭かいる馬の中から一番良さそうな馬をしっかりチェックして値段を決めている。相場より吹っ掛けられたらしく、その分、鞍を付けることでしっかり値切っていた。

　フェイが選んだ栗毛の牝馬は力強く、毛並みも美しかった。体格もいいからこの分なら二人乗っても全く問題なさそうである。

　上等の鞍を付けてもらい、それぞれの荷物や市場で買い込んだ食料品を馬の背に乗せ、歩いて市場町を出た。今のところ、追っ手の様子はない。

「馬に乗ったことは？」

　訊かれて躊躇いがちに答える。

「王城の庭で、少しなら」

　あくまで嗜み程度だったので、あれで乗ったと言えるのかどうか心許なかった。しかしフェイはＯＫと判断したらしい。

「じゃあしっかり掴まってな」

　荷物を馬の腹に括り付け、エヴィーラを自分の後ろに乗せると、フェイは手綱を振るって馬を走らせる。少しでも先を急ごうとしているのだろうが、その速さに怯えて目の前の体に抱き着き、彼の背中に胸が当たってしまうのがどうしていいか分からない。恥ずかしいが彼が何も言わない以上、エヴィーラからも何も言えなかった。言えばお互いに意識してしまうだけだろう。

　何より彼の背中は広くて温かかった。『しっかり掴まってな』と言われたのだから、割り切って彼の腹の前で腕を交差させる。彼にくっついていると不思議な安心感がエヴィーラを満たしていた。

　人目につかないことが大前提だったから、夜は基本的に野宿だ。フェイ一人なら宿に泊まれるのに、自分がいるせいだと思うと心苦しくなる。

　しかし数日後、夕暮れから雨が降り出した日はさすがに宿に泊まるとフェイが宣言した。不安はあるが異論はない。馬を納屋に預け、二人ともずぶぬれになったマントや服を絞りながら宿に入る。

　一階が酒場になっている場末の宿で、当然部屋はひとつだ。こんな安宿で別々に泊れば訳ありだと宣言しているようなものだ。ベッドが一つしかないから、エヴィーラが床に寝ると主張したがきっぱり断られた。

「でも……」

「でもじゃない。あんたに風邪でもひかれて倒れられた方が面倒だ。大人しく言うことを聞きな」

　わざと意地悪な言い方をするのは、エヴィーラに反駁の余地を与えないためだろう。慣れない旅の、しかも強行軍で疲労がたまっているのは確かだった。足の裏のマメは痛いし体中あちこち筋肉痛にもなっている。粗末な固いベッドでも、床で寝るよりはかなり体が休められるだろう。

「……分かりました」

　それでもつい憮然とした顔になった。彼に負担ばかりかけるのが悔しくて情けない。けれど旅の安全を図るには彼の言う通りにするしかない。エヴィーラ自身、自分の方が体力がないと分かっている。彼にとって少しでも軽いお荷物になるしかないのだ。

　フェイは階下に降り、宿の者に頼んで、夜食用のパンやスープと一緒に桶に一杯の湯を貰ってきてくれた。風呂なんてないからこれで布を絞って顔や体を拭く為だ。少しでも清潔にできると思うと心から嬉しかった。彼の心遣いに感謝の気持ちでいっぱいになる。

「俺は下で一杯ひっかけてくるから、その間にちゃんと体を拭いて、濡れた服は絞って干しとくんだぞ。服の端同士を縛って干せば寝床のしきりになる」

　酒場なら様々な情報が入るだろう。追っ手がどれくらい動いているのか知りたいから探ってくるとフェイは言った。今のところ王城の兵士や役人と直接出くわすことはなかったが、気配はちらほらあった。

　酒場になら体を乾かせる暖炉があったのも気付いていたが、エヴィーラが同行して足手まといになるわけにはいかない。発情期が発動しかねない夜とあってはなおさらだ。それなら部屋で隠れていた方が安全である。酒場で少しでもフェイが温まり腹を満たせればいいと思う。

「フェイ」

　つい出て行こうとする彼の名を呼んでしまい、フェイは「ん？」と振り返った。一人になるのが怖かったのだ。でもそんな自分を慌てて心の中で叱咤する。

「ううん、なんでもない」

　こんなつまらない不安を気付かせちゃいけない。自分だって小さな子供ではないのだから。そんなエヴィーラの顔を見つめ、フェイは優しい顔で言った。

「……大丈夫だ。適当に話を聞きこんだら戻ってくるから」

　その一言だけで胸に安堵が広がる。単純な自分がおかしくなる。

「うん」

　フェイが部屋を出て階下へと降りて行くと、エヴィーラは着ていたものをすべて脱いで体を拭き始めた。
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　部屋を出てくる間際の、エヴィーラの心細そうな顔に後ろ髪がひかれた。大丈夫と言った時に浮かんだ子供みたいな笑顔にも。

　──あんな顔を迂闊に見せるんじゃねえよ。

　フェイは心の中で毒づいた。思わず抱きしめてそのまま押し倒したくなるではないか。こみ上げる衝動を、フェイは必死で追い払った。

　酒場はフェイ達と同様、雨で飛び込んだ客が多いらしく、満員で賑わっている。フェイは酔っぱらう男たちが並ぶカウンターの隅に、無理やり体を押し込んだ。そして隣り合った男に一杯奢って気をよくさせてから、フェイはさり気なく話を振る。

「最近、やたら兵士の姿を見かけないか？　どっかの国と戦争でもやるのかい？」

「あー！　違う違う！　あれだろ！　大事な姫様をわっるいやつが攫っちまったって噂だ！」

　男は豪快にジョッキを傾けながら耳知識を披露する。

「なんでも身の丈三メートルはありそうな大男で、鷲鼻をした足が超絶臭い男だって話だぜ？」

「おいおい待てよ！　その話は俺も聞いたけど、こっちは旅の吟遊詩人だって聞いたぞ？　なんでも赤毛のハンサムで、自慢の歌で姫様を陥落したっって──」

「その話なら俺も聞いた！　大事な姫様が盗まれたなんて大っぴらにはできないから、城の兵士たちがこっそり探してるんだろ？」

　男たちは話題に飢えてたのか、次々と話に割り込んでくる。

「いやー、でも絶世の美女ってどんなんだろうなあ。一回拝ませてもらいたいなあ」

「俺、昔見たぜ！　姫様がこんなちっこい頃だけどよ、城のバルコニーで手を振ってらしたのを遠目で見たんだ！　そりゃあ可愛らしくてよう！　あれが育ったらそりゃあべっぴんになるだろうって思ったもんさ！」

「へえ……そんな美人なら俺も拝んでみたいもんだ」

　フェイが相槌を打つと、男たちは喜んでバカ話に興じ始める。姫様の美しさから始まって、どこの娼館の娘が少し似ていただの、いやいや自分はこんなのが好みだの、フェイが全員に酒を奢ったことも手伝って一気に賑やかになった。

「兄さんは異国の人かい？　いかにもモテそうだが、この国の女はどうだい？」

「俺か？　俺は俺を優しくベッドに招いてくれるならどんな女でも大歓迎さ」

「違いねえ！」

　どっと笑った彼らに追従しながら、フェイはタイミングを見計らって酒場を抜け出す。大体必要なことは聞けた。どうやらあのマギーと言う娘が、姫様を攫った男の特徴をうまくぼかしてくれているらしい。盗人が黒髪の異国人だという話は今のところ出ていない。しかし今後も人里は避けて通ったほうがいいだろう。

「おい兄ちゃん、あんたガキを連れてたろう」

　店を出しなに酒場の親父に話しかけられて、平静を装う。

「ああ。それがなにか？」

「濡れてたのに一杯やらせなくていいのかい？」

　どうやら親切心で訊いているらしい。濡れた体を温めるならアルコールが一番手っ取り早い。

「あいつは下戸なんだ。それに──」

　フェイは意味ありげに男の耳元に顔を寄せ、潜めた声で言った。

「実はあいつはさる金持ちの稚児でね、俺と駆け落ち中なんだ。誰にも内緒にしてくれよ？」

　男はフェイの言葉に一瞬ぽかんとすると、「兄ちゃん両刀かぁ、やるなあ……」と変な関心をして見せる。フェイはにんまり笑ってその場を去った。これでここの連中が王の兵士に何か聞かれても、煙に巻くことができるだろう。
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　部屋に戻ると、エヴィーラはフェイに言われた通り、着ていた服やマントを繋げて天井に下げ、ベッドを隠すように仕切りにしていた。マントの端をちらりとめくると、ベッドの上で膝を抱え、恨めしそうにフェイを見る。そして血色が戻った唇を開いた。

「遅いじゃねえか！　待ちくたびれちまったよ！」

　それが彼女の口から飛び出した言葉だと、頭が理解するのに三秒かかった。

　ぽかんと目を皿のようにしたフェイを見て、エヴィーラの顔が真っ赤になる。

「あ、あの！　やっぱりおかしかったかしら。あなたの口調を真似てみたんだけど……」

　段々尻すぼみになる声に、フェイは溜まらず吹き出しそうになるのを、口を押さえて必死で堪えた。ここで笑ったら彼女の必死の努力が台無しだ。

「あ、いや！　おかしくはない！　おかしくはないけど！」

　涙を滲ませて笑いを堪えるフェイに、エヴィーラはむくれた顔になって、彼に背を向けて布団に丸くなる。

「ど、どうせ下手くそです！　すみません！」

　声が震えているのは恥ずかしいからだろう。

「わ、悪かった！　笑うつもりはないんだが……」

　それでも込み上げてくるおかしさが止まらない。エヴィーラは背中を向けたままだ。

「悪かったってば。機嫌を直せって。な？」

　ゆっくりと振り返るエヴィーラの頬は、怒りと羞恥で赤いままだ。

　──やべ。

　赤い顔で上目遣いに睨まれると、変な欲望が首をもたげそうになる。フェイはそれを押し隠すように、彼女の目を右手で覆った。

「食事はしたんだな？　じゃあもう寝ろ。明日の朝も早いから」

　そんなフェイの手に、エヴィーラは布団から出した自分の両手を重ね合わせる。

「フェイの手、温かい……」

　思わずびくりと跳ね除けそうになって、ぎりぎり堪える。雨で冷えた彼女の小さな手が、酒で火照ったフェイの手に心地いい。

　そっと彼女の顔から自分の手を浮かすと、子供のような彼女の目がまっすぐ見つめてきた。

「……ごめんなさい。はしたなかったわね」

　そう言ってエヴィーラは恥ずかしそうに目を逸らし、自分の手を引っ込めた。

　物言いたげに揺れていた瞳は見なかったことにする。

「おやすみ、エヴィーラ」

　できるだけ優しい声で言った。

「おやすみなさい、フェイ」

　彼女は再び布団にくるまって背を向けた。

　エヴィーラのあの瞳が、何を求めているのか気付かないわけではない。人肌と温もり。彼女に自覚があるかどうかはともかく。

　生まれて初めて王の庇護下を離れ、フェイしか頼れる相手はいない。そんな中で、彼女が身近な者に淡い思いを抱いたとしてもおかしくはない。

　けれどそれは今が非常時だからでもある。小鳥の雛が初めに見たものを親だと思って追いかけてくるようなものだ。いずれ呪いが解け、落ち着いた生活が送れるようになった時、一時的な感情の迷いを起こして後悔させたくない。

　やがて布団の中から安らかな寝息が響き、静かに体が上下するのが見えた。

　そしてほのかに彼女から甘い香りが立ち上っているのに気付く。今まで野宿だったから紛れていたが、部屋の中にいることで充満してしまっているのだろうか。

　干した衣類の仕切りをくぐり、壁際でできるだけ音を立てないように大きく息を吐いた。

　フェイも自分の荷物を枕にし、エヴィーラがいるベッドに背を向けて床にごろりと寝転ぶ。彼女に言った通り明日も早い。寝なければ。

　腰の辺りにたまる熱を無視し、目を瞑って横になっていたが、彼女の吐息が耳元で響いているような気がして結局その晩は一睡もできなかった。




　エヴィーラは必死で寝たふりをした。けれど心臓の早鐘は止まらない。フェイがエヴィーラの目を覆い、その大きな手にそっと自分の手を重ねた。

　それだけだ。たったそれだけのことだった。

　それなのに、体は熱くなり胸が高鳴ってしまった。

　発情期の前兆だろうか。

　でも今はそんな場合じゃない。そもそも彼は彼自身の信念とエヴィーラに対する純粋な好意でこの旅に至っただけで、特別な感情があるわけではないのだ。そんな彼に、ふしだらな行為を強要することはできない。

　──ふしだらな？

　そう考えただけで顔が熱くなった。特別な感情がなかったとしても、もし彼がそれを望んだら自分は──？

　初めて会った夜、彼との行為だけはそれまでと違ってエヴィーラを甘く翻弄した。もしまた同じようなことが起きたら自分は拒めるだろうか。

　──バカバカバカ！　一体何を考えているの！

　羞恥心と自己嫌悪にまみれながら、エヴィーラはフェイに渡されたナイフをぎゅっと握りしめて目を強く瞑った。
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　王の手先と行き会ったのは、あと一山超えれば目当ての港町に着く頃だった。山と言ってもさして高くはないが、装備は必要だ。麓の村で色々買い込んでいたら、店に入ってきた役人に居丈高に呼び止められた。

「おい、そこのお前！　これから山越えか？」

「ええ。山向こうのアルザスから船に乗るんでさぁ。国で遅れられない商談があるんでね」

　エヴィーラは店の裏で馬と待たせてある。そちらに別の役人が行ってないかヒヤリとしながら、フェイは愛想よく答えた。しかし男は追及の手を緩めない。

「なにか怪しいな。お前、名前は？」

「……イーサン」

「どこの国の者だ？」

「おいおい勘弁してくださいよ！」

　手を振り回すふりをして店の棚の上にあった大きな皿を落とす。この騒ぎが店の裏にいるエヴィーラに伝わるように願いながら。

「おおっと、すまねえ、おやじ、皿を割っちまった。弁償させてくれ」

「いいよ、そんなの。古いやつで飾ってあっただけだ」

「そう言わずにほら」

　親父に金貨を握らせる。ついでに裏口に目くばせをした。

「そうかい？　じゃあお言葉に甘えて……そこを片付ける箒を取って来よう」

　察しのいい親父はホクホクと店の奥にひっこんでいく。

「すみません、それでなんでしたっけ？」

　フェイは役人の方を振り返った。

「だからお前がどこの国の者かと──」

「あ！」

　言いかけた兵士の声を遮って、窓の外に向かって驚いたように叫ぶ。

「あ？」

　つられて外を見ようとした男に足払いをかまして転ばせ、その隙に店から飛び出た。

「おい！　おまえ！　待て!!」

　頭から湯気を出しそうな役人を尻目に、フェイは店の裏に走る。

「フェイ！　こっち！」

　そこには馬に乗って待機していたエヴィーラが、馬上から手を伸ばしていた。

　その手を取り、鐙に足をかけて馬に飛び乗ると、フェイはエヴィーラを前に乗せたまま走り出す。男の怒号が聞こえたが、馬で追ってくる様子はない。

「彼の馬の鐙をこっそり切っておいたの」

　エヴィーラの説明に、フェイは「よくやった！」と歓声を上げ、そのまま馬を飛ばした。やがて役人の声は聞こえなくなっていた。
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　国境が近づくにつれ、そんな危機は続いた。フェイの慎重さも増し、エヴィーラは否が応にも緊張感が高まってしまう。どうやらあちらも追うべき相手と方向が定まってきたのだろう。

「しばらく宿は無理だな」

　フェイのぼやきに、エヴィーラは「ごめんなさい」とつい謝ってしまった。

「あ？　なんの謝罪だ？」

「だって……フェイだけなら追っ手なんか気にせず宿に泊まりながらもっと楽な旅ができたのに……」

　申し訳なさに俯いていると、大きな浅黒い手が伸びてきて顔を上向かせ、長い中指がエヴィーラの額をパチンと弾いた。

「いったぁっ！　何するのよ！」

　本気の痛みに、額を両手で抑えながら涙目になってフェイを睨みつける。

「バーカ。俺を見くびるなよ？　これくらいで尻尾を巻くようなフェイ様じゃないぞ？」

　エヴィーラと同じ顔の高さに屈んで、至近距離で思い切り顰めっ面をして言われ、思わずドクンと胸が鳴った。

「み、見くびってなんか……」

　いない、と口の中でぼそぼそ言うと、彼はしてやったりという顔でニヤリと笑う。

「か、からかってるの？」

「からかってねえ。ただ、もっと俺を……信じろよ」

　少しだけ真剣な声で言われて、エヴィーラは耳まで赤くなる。顔が熱くなり、心臓のドキドキが止まらなかった。

「信じていないわけじゃあ……ないけど……」

　喉から心臓が飛び出そうなのを堪え、辛うじてそれだけ告げる。

「なら結構。とっとと俺の国に行って呪いを解いてもらおうぜ？」

　当たり前のように言う彼に、胸が詰まって泣きそうになった。

　実際のところ、フェイの国の魔術師が本当にエヴィーラの呪いを解けるかどうかは分からない。けれどフェイの言葉が嬉しかった。エヴィーラとて信じて望めば幸せになれるのだと、信じさせようとしてくれる彼が眩しかった。
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　しかしさすがに役人たちもバカではなかったらしい。フェイとエヴィーラの道筋を少しずつ、しかし確実に嗅ぎ分け始めた。そうなれば多勢に無勢だ。武器を持った兵士たちの姿が行く先々にちらつき始める。逃亡劇の緊張感は益々高まりつつあった。

　港町に抜ける最後の森の中で、二人は十人余りの兵士たちに前後をはさまれる。

「もうここで終わりだ！　観念して姫様を返してもらおうか」

　がっしりした体格の、いかにも歴戦の猛者と言った感じの兵士が先頭に立って叫んだ。挟み撃ちにするつもりだ。

「──エヴィーラ、しっかり掴まってろよ！」

「はい！」

　フェイは馬首を変えて、唯一兵士のいない茂みの方に突っ込んでいく。

「逃がすな！　追え！」

　激しい怒号と共に騎兵たちも追いかけてきた。しかしさすがに生い茂る場所ではうまく進めない。フェイは巧みな手綱さばきで距離を取っていく。

「ちっ！」

　業を煮やした兵士の一人が、馬上からフェイたちに向かって矢を射かけてきた。

　ヒュンっ！

　放たれた兵士の矢はフェイの二の腕を掠める。

「バカやろう！　姫様に当たったらどうする！」

「男の方がでかい！　避けてみせますよ！」

　よほど腕に自信があるのか、そのまま弓兵は何本も矢を射かけてきた。しかし追うものも追われるものも馬で走りながらだ。さすがに二本目はなかなか当たらなかった。

　それでも背後からの攻撃に、エヴィーラに当たればと思うとフェイは臍を噛みながら逃げ続ける。

　──あと少し。

　やがて辿り着いた、開けた場所は崖の上だった。対岸は轟音と水煙を上げている滝である。崖から水面までは五メートルはあるだろうか。フェイはそこで馬から降り、エヴィーラを地面に下ろした。追っ手はもうすぐ近くまで来ている。フェイはそのまま馬の首を叩き「行け！」と手綱を離す。馬はフェイの顔を窺うと、とことことその場を離れていった。

「エヴィーラ、俺を信じるか？」

　少し屈んで、目線の高さを合わせてエヴィーラの目を覗き込む。エヴィーラは一瞬戸惑うような顔になったが、すぐに覚悟を決めた表情で「はい」と頷いた。

「いい子だ」

　フェイはエヴィーラの頭ぐしゃりと撫でて頬を緩める。

「追い詰めたぞ！　観念して大人しくするんだ！」

　ようやく崖の上まで来た兵士長が声高に叫んだ。その距離五メートルほど。

　フェイはエヴィーラの肩を抱いて兵士長を睨みつけた。後方からも続々と部下たちが到着する。目の端にさっきの弓兵が見えた。矢をつがえている。

「姫様を渡せ！　そうすれば命だけは助けてやる！」

　フェイはじりじりと後ずさりながら不敵な笑みを浮かべた。

「生憎だが……髭面の親父の誘いよりは美女の方が選ぶのが世の理ってもんだろ？」

「な、なにをぅ……っ！」

　兵士長の顔が怒りでどす黒くなる。フェイは笑ったまま頭の中でカウントダウンを始めた。

　三、二、一──。

　ヒュン！

　目の端で矢が放たれたと思った瞬間、エヴィーラの体を抱いたまま地面を蹴って背後に倒れこむ。矢が飛んでくる直前、フェイはエヴィーラと共に、高い水柱を上げて滝つぼの中に落ちていった。
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「落ちたぞ！　滝の下へ回れ！　姫様を探すんだ！」

　遠ざかる怒号を聞きながら、エヴィーラはフェイに固く抱きしめられながら水の中へ沈み込む。エヴィーラも息を止めて彼の体にきつくしがみ付いていた。

　そのまま彼はくるりと体をひねると、エヴィーラを脇に抱えたまま水中を泳いでいく。何度も息を漏らし胸が苦しくなるのをエヴィーラは必死で堪える。

　滝の岩底を縫うように進むと、大きな岩と岩の隙間に人が一人通れるかどうかくらいの穴が開いていた。フェイがエヴィーラを押し出してその穴をくぐらせ、自分も後を追って潜り抜ける。すぐに水面にぶつかり、二人は暗い洞穴に辿り着いた。

「大丈夫か？　どこも怪我していないか？」

「……げほっ、げほっ！」

　地面に膝をついたまま、答えようとしても息が上手くできないエヴィーラの背中を、フェイが優しくさすってくれる。水を吐き出してようやく息が落ち着いてきたエヴィーラは、フェイの方を見上げて言った。

「あなたこそ怪我が──！」

　言われてフェイは自分の体を見下ろした。左腕から血が流れている。

「──ああ、さっきの弓兵、かなり腕がよかったな。敵じゃなければ盗賊にスカウトしたいくらいだ」

　彼は軽口をたたきながら、器用に自分の着ていた服の袖を裂いて止血用に巻き付ける。

「さすがに毒は塗ってないようだ。まあ大事な姫様に毒矢を射かける度胸はなかったんだろ」

「フェイ……」

　エヴィーラは泣いていいのか笑っていいのか分からなくなり、やがてフェイの胸に倒れこんではらはらと泣き始めた。

「あ？　ああ！　そうだよな！　怖かったよな。悪かった。もう大丈夫だ。ここなら滅多なことじゃ見つからねえし、奥に行けばいい場所があるから──」

　今まで一度も見せなかったエヴィーラの涙に、フェイは動揺して饒舌になる。

「大丈夫、もう大丈夫だから──」

　子供をあやすようにそう繰り返しながら背中を撫でられ、ようやく涙が止まり始めたエヴィーラが顔を上げた。その顔を見た途端、フェイの顔がハッとしたものになる。彼の琥珀色の瞳の中で、エヴィーラの泣きはらした目が熱く潤み、言葉にならない感情が溢れだしそうになっていた。

　──この人が好き──。

　まるで互いに吸い寄せられるように、ゆっくりと唇が重なる。

　触れるだけの口付けに、すべての感覚が集中した。

　ぽたり、と髪の毛の雫が地面に落ち、その小さな音に弾かれたように唇が離れる。

「……悪ぃ」

　素早くフェイが視線を逸らす。

「……いえ」

　薄い膜が二人を隔てるようなもどかしさを感じ、エヴィーラはいたたまれなくなる。そんなエヴィーラの気持を切り替えさせるようにフェイがいつもの軽い口調で言った。

「行こうぜ。この奥にいい所がある」

　エヴィーラは切ない気持ちを引きずったまま「いい所？」と聞き返す。確かに見つかりにくそうな場所とは言え、ここにいれば見つかるリスクが増えるだろう。

　暗がりで迷子にならないように手を繋がれ、エヴィーラは真っ暗な穴の中を恐る恐る歩き出した。ただでさえ暗くて彼の顔は見えない。斜め後ろから綺麗な顎のラインが見えるだけだ。心臓が早鐘を打つのをやめないのは、水の中にいたせいに違いない。

　繋がれた手だけが熱くて、エヴィーラはこのままずっと繋いでいたいような、今すぐ振り払って逃げたいような、複雑な感情に囚われながら彼の後をついていった。
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　フェイに手を引かれてしばらく狭い洞穴を歩いた後、突き当たったのはかなり天井が高くて仄明るい場所だった。洞穴なのに明るいのは、どうやら岩壁の一部、しかもかなり高い所に小さな穴が開いているかららしく、細い陽の光が何本か差し込んできている。

　そして突き当りには小さな泉があった。洞窟の立ち上がる岩壁に沿って半円形をしたその泉は、一番幅広い場所でも十メートルもないだろう。エヴィーラはふと気付く。

　──水面に微かに薄く煙が立ち上っている。あれは何？　湯気？

「温泉、て聞いたことはないか？　この国ではあまり見かけないが……お湯が沸き出る泉だよ。危険はないから手を入れてみな？」

　フェイに言われて水面に近付き、恐る恐る手を入れると確かに温かい。ちょうど熱めのお風呂くらいの温かさだった。

「ここは……裏ギ家ル業ドの人間にだけ伝わっている秘密の逃走ルートのひとつなんだ」

「ギルド？」

「ああ。盗賊や……裏家業をやっている者同士の、一種の情報組織だ。金さえ払えば便利な情報を流してくれる。但し当局等にタレコミでもしようもんなら制裁を受けるがな。この国に来た時、まだ右も左も分からなかったんで色々教わったんだ」

　エヴィーラは驚いて息を呑む。そんな組織があるなんて思いもしなかった。

「じゃあ、さっき、追い詰められて崖に辿り着いたのはわざと？」

「ああ。崖に落ちたと思えば奴らは下流を探すだろう。ここは崖の裏側だ。しかもかなり滝の水流が激しいから、裏にこんな穴があるなんてそうそう気付かない」

　段々意味が分かってくる。追っ手の目をごまかし、やり過ごして時間を稼ぐのに最適な場所ということだ。

「だから……矢に打たれたふりをして落ちたのね？」

　自ら落ちたのだと気付かれないために。

「なかなか迫真の演技だったろ？」

　片目を瞑ってみせるフェイは、まるでいたずらが成功したやんちゃな子供のようだ。けれどすぐに決まり悪げな顔になる。

「もっとも説明する暇がなかったからあんたには怖い思いをさせてすまなかったが……」

　その通り、と言いたいけど我慢した。怖かったのは自分のことだけじゃない。彼を失いそうで怖かった。

「確かどっかに炭が隠してあるはずだ。それで火を起こして服を乾かすから、あんたは湯に浸かって少し休めばいい」

「え？」

「大丈夫、覗いたりしねえから。確か乾いたリネンなんかもあるはずだから、見つけたらそこの岩にかけとくよ」

　彼が指し示す方の、確かに温泉の手前に大きな岩がある。あの影ならお湯に浸かっても彼からは見えないだろう。何よりお湯に浸かれるのが魅力的だった。旅に出て十日余り、さすがにお風呂には入れていない。お風呂があるような高級宿はもちろん、そもそも宿に泊まること自体リスクが高かったから、野宿中は濡らした布で体を拭くか、小川を見つけて冷たい水で髪や体を洗うのがせいぜいである。

　塔にいた頃はマギーが沸かしたお湯を風呂桶に入れ、髪の毛や体を洗うのを手伝ってくれていたのだが、正体を隠した逃亡中にそんな贅沢は言っていられなかった。

「じゃあ、少しだけ」

　お風呂の誘惑に抗えず、エヴィーラはフェイに薦められたまま、岩陰で濡れて貼り付いた服を脱ぎ、つま先からそっとお湯の中に身を沈めた。散々乱れていた髪も解いてそのまま下ろしてしまう。

　温かい。気持ちいい。

　体中を蝕んでいた緊張と恐怖が、ゆるゆると溶けだして流れていくようだった。

「ふう……」

　──こんなに気持ちいいんだから、あとでフェイも浸かればいいのに……。

　そう思った途端、彼の逞しい裸体が眼裏に浮かび上がり、体の芯がゾワゾワしてしまった。何度か見てしまった逞しい胸や二の腕、引き締まった腹部。肌のあちこちに走る無数の傷が、なぜか彼の魅力を倍増させている気がする。

　……やだ、はしたない。

　無意識に目を閉じて両手で頬を抑えるが、体が火照るのはお湯に浸かっているせいだけではないだろう。

　考えまいとするほど動悸は高まり、体は熱くなる。

　熱く──？

　あ、まずい。これは──。

　そう思った時にはもう発情期が発動していた。

　覚えのある下腹の疼き。月の障りの時に痛くなるそこが、今は変に疼いている。呼吸が浅くなり、お湯にさえも肌が敏感になっているのが分かる。自分で自分の体を抱きしめると胸の先端が固くなっていた。やだ、なんで──。

　彼の裸なんか考えてしまったからこんなことになったの？

　そんな後ろめたさがエヴィーラを余計動けなくさせる。

　──どうしよう。こんな格好、フェイには見せられない。見せたくない。

　そんな思いに囚われ、お湯の中から出られぬまま時間だけが経ってどんどん頭がぼーっとしてきてしまった。

　そうしてどれだけそこにいたのだろう。どうしていいか分からなくてずっと蹲っていると、彼が様子を窺いに来た。

「エヴィーラ？　そろそろ出ないとのぼせるんじゃないか？」

　岩の向こうから遠慮がちな声が聞こえる。

「火の用意はできてるから、ここに置いた毛布にくるまって出てこい」

「あ、あの……っ、もう少し──」

　上擦ってしまう声に、勘のいいフェイは何か察知したのか、突然「入るぞ！」と宣言して岩を回り込んできた。

　岩の前で、振り仰いだ泣きそうな顔を見て「発情期か」と小さく尋ねる。エヴィーラは益々お湯の中で身を縮めた。

「……あの！　大丈夫！　しばらくこうしていたら収まるから！」

　必死に叫んだが嘘だ。今までの経験からすれば、下手すればこの状態が一晩は続いてしまう。

「だからって湯に浸かりっぱなしってわけにはいかないだろう！」

「大丈夫！　大丈夫だから！」

　何が大丈夫か意味も分からず、ただただフェイにこんな恥ずかしい姿を見られたくない一心で叫ぶ。フェイは「……ちっ！」と舌打ちすると、そのままお湯に飛び込んで裸の彼女を抱き上げた。

「フェイ！」

「非常事態だ！　あんたには何もしないと誓うから！」

　そう言って岩に置かれていたリネンを取りぐるぐる巻きにすると、そのまま火を起こした場所に連れて行って横たえさせる。そしてエヴィーラの荷物の中から彼が渡したナイフを取り出すと、目の前の地面に置いた。

「身の危険を感じたらこれで俺を刺せ。いいな？」

　気が付けば彼の頬も上気していた。エヴィーラが発しているフェロモンに必死で耐えているのだ。

「フェイ……」

　泣く寸前だった。実際目はもう潤んでいるだろう。

「いいから冷たい水を飲んでこのまま横になってな。俺もしばらく湯に浸かってくるから。何かあったらこの鳥笛を鳴らすんだ。──できるか？」

　ナイフと水袋の横に置かれたそれは、旅を始めたばかりの頃、彼に買って貰った木彫りの鳥笛だった。

　エヴィーラはリネンの中から右腕を出してその鳥笛を力なく握りしめる。

「いい子だ」

　フェイはこれ以上なく優しい微笑みを浮かべて、足音も立てず温泉の方へと歩いて行った。
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　温泉の前で着ていた服を破く勢いではぎ取ると、そのままお湯に飛び込んだ。

　──ヤバかったな。

　マジでヤバかった。

　彼女にかかった呪いはとんでもなく強力で、一瞬でも気を抜けば欲望に囚われた獣に成り果てかねない。しかもあの潤んだ目で縋るように見つめられた時には、脳が沸騰するんじゃないかと思った。できれば今はお湯より滝の冷水に飛び込みたかったが、兵士たちに見つかる危険は冒せない。

　温泉の中で手足を伸ばし、目を閉じて重いため息を吐く。本当なら他のことに気を逸らさなければいけないと分かっていたが、脳裏に浮かぶのはエヴィーラの姿ばかりだった。

　あの小さな丸い頬を両手で包み込み、溺れるようなキスをたっぷりしてから、透き通るような白い肌のすべての膨らみや窪みに掌や唇を滑らせる。蜜で濡れた秘所を指でたっぷり可愛がれば、彼女が扇情的に喘ぐ姿さえ簡単に想像できた。啼き声を上げさせながら縋らせたい欲望に囚われる。

　ダメだ。こんなことを考えたら本当におかしくなって彼女を汚してしまう。

　そう思うのに、ダメだと思えば思うほど頭の中は彼女でいっぱいになり股間はギンギンに昂ってしまった。

「くそ……っ」

　一回抜くしかないかと、湯の中で悶々としていると、かすかに鳥笛の音がする。

「エヴィーラ!?」

　滝裏の入り口が兵士たちに見つかったんだろうか。エヴィーラが湯に浸かっている間に細い通路に糸を張って、誰かが足を引っ掻ければ小さな鈴が鳴るようには細工をしてあった。そうでなくても人の気配や足音には敏感なはずなのに、自分の欲望に囚われて聞き逃したか。

　慌ててお湯から飛び出し、素っ裸のまま彼女の元へ向かった。

「どうした!?」

　しかし火の周りに変わりはなく、彼女はリネンを被ったまま、上体を起こしてその場にしゃがみ込んでいる。

「エヴィーラ……？」

　炭の熾火に照らされた彼女の白い頬は相変わらず上気したままなので、発情期は依然継続中らしい。それとも他にどこか悪いんだろうか。

「どうした？　何があったんだ？」

　彼女は思いつめたような顔をしていたが、真っ裸の股間に一瞬気付き、目を逸らす。

　やべ。

　不可抗力とは言えそこは勃ったままだ。

　しかし彼女は再びフェイの顔に向き直ると「お願いがあります」と大真面目な顔で言った。

「あ？」

　予想もしなかった言葉に意味を図りかねる。お願いってなんだ？

「…………ださい」

　口の中でもごもご言っているせいで、声が小さ過ぎて聞き取れない。

「悪い、もう一回言ってくれ」

　彼女は自棄になったようにしっかり口を開けた。

「…………わたしを、抱いてください」

「ああ？」

　再び間抜けな声が出る。

「……あの、不可能ではないと思うの、その、好きでもない女でも、今の状態ならあなたも反応できるでしょうし」

　言葉をつかえさせながら、彼女は思いつめた表情で語る。フェイは粉砕されてなけなしになっている理性を必死にかき集め、総動員させて考えた。

「それは……その方があんたが楽になれるってことか？」

　確かにイかせてやった方が楽にはなれるのかもしれない。今の状態でどこまで手加減できるか自信はないが。しかしエヴィーラはフェイのそんな考えを否定する。

「そうじゃなくて！　その……わたし、こんな呪われた体で……いつ誰に犯されるかもわからない状況で……」

「それは俺が守るって……！」

「一生ずっと!?」

　まるで血を吐くような叫びだった。

「あなたはたまたま塔に来ただけの通りすがりなのに。そこまで背負わせるなんてできっこないでしょう？」

「あ、いや、だが……」

　確かに旅の終わりを考えてなかったのは本当だ。とにかく彼女に降りかかった呪いを解いて、その後は彼女が望む未来をゆっくり考えさせるつもりだった。必要があれば自分が消えることも仕方ないとも思っていた。しかし……。

「私だってそこまであなたを縛りたくはない。だから……せめて一番最初だけは……あなたに、その、……してもらいたい」

　どんどん弱気な声になってしまうのは、フェイが迷惑なんじゃないかと不安になっているからだろう。

「ダメ……？」

　さっきの怒ったような顔とは真逆の、痛々しいほど弱気な顔。

　──俺は今、神に何を試されているんだ？

「お願い、フェイ……」

　蚊の鳴くような声で言いながら、エヴィーラは自分を包み込んでいた布を肩からはらりと落とす。そこには生まれたままの、一糸まとわぬ無垢な彼女の姿があった。そのあまりの美しさに息を呑む。

　綺麗な女なんて今まで何人も見てきたし、気持ちいいことだって沢山してきたのに、それらとは全然違う次元の感動があった。これも彼女の呪いの影響なんだろうか。

「ちょっと……待ってくれ」

　顔面を片手で抑え、ようやくそれだけの声を絞り出した。まともに頭が動いていない。今、自分がどうすることが最適解なのか、判断がつかないまま流されそうになっている。

「やっぱり……迷惑？」

　幼い子供のような問いに、混乱しているフェイは何と答えてよいか分からなかった。

「迷惑とか迷惑じゃないとかじゃなくて……あんたは今、発情期が発動してる、そうだな？」

「ええ」

　フェイはできるだけ彼女の裸体から目を背けて言った。

「つまり普通の、普段のあんたじゃない。発情期のことだけじゃない。逃亡中であることも含めてだ。緊張と疲労でまともな思考状態が保てているとは言い難い。そんな状況で、自棄になって俺みたいなのと──」

　しどろもどろの弁明は、彼女の怒鳴り声によって遮られた。

「……うるさいっ！」

　──今、なんてった？

　改めて彼女を見ると、大きな瞳がふるふると揺れ、紫水晶のような瞳は完全に涙に溺れそうになっていた。

「まともな状況じゃないなんて言われなくても分かってるわ！　私が言ってることがおかしいのも重々承知の上よ！　でも──こんな状況だからこそ、チャンスがあれば初めての時くらいは好きな人に触れてほしいって思うのはそんなに変なこと!?」

　長い睫毛に、ギリギリ流れ落ちる寸前の涙がたまっていた。

「好き……？」

　──落ち着け、フェイ。これは吊り橋効果だ。彼女は命の危機に晒されて、そばにいる相手に縋りつこうとしているだけだ。

「あなたにとっては迷惑だって分かってる。たまたまなりゆきで助けちゃっただけで、本当はこんな面倒くさい女の相手をするのは嫌よね。でも……贅沢なんて言わない。一回だけでいい。フェイに、触れてほしいの……」

　そう言い切った途端、彼女のピンク色の頬にスッと涙が一筋流れ落ちる。その光景に、頭の中を鐘がガンガン鳴っているような衝撃を受けた。

「ダメ……？」

　いたいけな瞳に見つめられ、フェイの中に残っていたほんの僅かな理性の糸が、ブチブチと音を立てて切れていく。

「──迷惑だなんて誰が言った？」

　自分でも驚くほど低い声が出た。

「え？」

「面倒くさいなんて思ってたら最初から連れて逃げたりなんかしねえよ。寧ろこっちがどんなに必死にあんたへの欲望を抑え込んできたか……それもこれもあんたを傷つけたくないからで、──クソっ！」

　どう言い繕っても彼女を抱きたいと思っていたのは事実だった。けれどそれが呪いのせいだとは思われたくなかった。彼女に、心から受け入れてほしかった。

「フェイ……？」

　彼女は立ち上がって、フェイの頬に手を伸ばす。柔らかい掌から、彼女の熱が伝わってくる。

　フェイはその彼女の手を握りしめて覚悟を決めた。

「──愛してる、エヴィーラ」

　彼女の目がめいいっぱい見開かれ、見る見るうちに涙で溢れかえっていた。

「うそ」

「信じなくてもいい。俺もたった今気が付いたばっかだ」

　言葉にしてやっと気付く。彼女を愛している。誰にも渡せない。誰にも渡さない。

「聞いちまったからにはもう後戻りはできねえぞ？　覚悟はできてるんだろうな」

　フェイが凄んでみせると、彼女はぼろぼろと涙をこぼした後、一片の曇りもない柔らかな微笑みを浮かべた。

「覚悟なんて、必要ないもの」

　それが合図だったようにゆっくりと唇が重なり合う。口づけを交わしながら、ほんの少しの隙間もないようにぴったりと抱きしめ合った。

「フェイ、フェイ……」

　キスの合間に、エヴィーラは熱に浮かされたようにフェイの名を呼ぶ。その度に甘い空気を吸い込んで脳が蕩けそうになった。その声をすべて飲み干そうとするように唇を合わせ、舌を絡めた。彼女は果敢にそれを受け入れようとしている。小さな舌を味わいながら、脳が痺れるような快感に酔った。

「息、くるし……」

　フェイの背中に手を回しながら、エヴィーラが呻く。フェイはようやっと少しだけ余裕を取り戻して教える。

「そういう時は鼻で息をするんだ。やってみな？」

　今更ながら初級編。唇を触れ合わせるだけのキスをしながら、彼女が鼻で呼吸するのを確かめる。

「……できたか？」

「うん」

　素直な返事が可愛くて、少しずつ触れる時間を延ばしていく。

　キスしては唇を離し、彼女の顔を覗き込んだ。エヴィーラは恥ずかしそうに、そして少し不満そうにフェイを睨みつけてくる。

「もうちゃんと覚えた、だから──」

「だから？」

「さっきの、して……」

　恥じらう顔に煽られて、彼女の小さな口の中に舌を入れ、無意識に逃げそうになる彼女の舌を捕まえて絡め取り、唾液を呑み尽くしそうなほど濃厚なキスをした。

　さすがにこの時は、唇を離した途端、彼女は息を弾ませてくったりとフェイにもたれかかってくる。そんな彼女を地面に落ちていたリネンを広げて横たわらせた。そのまま彼女の体に覆い被さり、彼女の口中を犯し続ける。細い腕をフェイの首に巻き付けて、エヴィーラはすっかりとろんとした顔になっていた。

「気持ちいいか？」と訊くと小さく頷く。

　立場とか呪いとか今置かれた状況とか、そんなのもうどうでもいい。

　彼女と、ひとつになりたかった。
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『愛してる』

　そう言われて、信じられないほど有頂天になる。正直に言えば『なんでこんなに面倒な女を？』とか『外見や呪いのせい？』という一抹の不安が頭の隅をよぎったけれど、彼の情熱的で激しいキスによって全部押し流されていった。

　いい。どうでもいい。彼の言葉が本心でもそうでなくても、私が彼を好きで、触れてもらいたいのだから。

　とは言えキスだけでこんなに気持ちいいなんて、この後どうなってしまうんだろう。

　そんな不安を読み取ったのか、フェイは優しい笑顔で私の頬を撫でてくれた。

「なるべく優しくするつもりだが……こっちも色々我慢の限界でね。痛かったら悪い」

　その声を聞いただけで嬉しくなる。だって今まで私の呪いのせいで豹変した男たちは、欲望のあまり理性を失い、私の人格や感覚なんて全く気にしていなかったから。

　けれど少なくともフェイは私を尊重してくれている。それだけでも呪いによる劣等感コンプレックスが洗い流される気がした。

　地面に敷かれた毛布の上で、唾液を絡める濡れたいやらしい音を立てながら、何度も深いキスを繰り返す。思考は熱したバターのように溶け、私は彼の首に腕を回し、短い黒髪に指を絡ませる。それが気持ちよかったのか、彼は顔を浮かして私を見つめるとくぐもった息を漏らし、更に唇を重ねて舌を絡ませてきた。

「ん、んぅん……」

　──好き。気持ちいい。大好き。

　私はさっき覚えたばかりの鼻呼吸をして、必死に彼の唇や舌に応える。絡め合った舌から、脳に向かって甘い痺れが駆け抜けていく。思わず膝が浮いてしまい、彼の太腿に当たってしまった。

　やがて名残惜しそうに唇を離すと、彼は私の頬や額にもキスを落とし始めた。

　やだ、擽ったい。旅の間伸ばしっぱなしの彼の無精ひげが肌に当たってチクチクする。

「フェイ、フェイ…………」

　その擽ったささえも、私の体温を上げていく刺激となった。思わずくすくす笑いながら身を捩っていると、不意に耳朶を軽くかまれてビクンと体が震えた。

「耳、弱いな」

　嬉しそうな呟きに動揺する。弱いってなにが？

　更に耳の中に舌を差し込まれて変な気分になった。背中がゾワゾワする。

「フェイ、やだ、耳……」

「そうか、じゃあこっちは？」

　そう言って彼は首筋に唇を落としてきた。そのままちゅ、ちゅ、と口付けてから舌でぺろりと舐める。

「ふぁっ、あぁん……っ」

　なぜか分からないけど、鼻にかかったような変な声が漏れてしまう。恥ずかしい。

「よしよし、いい子だ……」

　彼は子供をあやすように私の頭を撫で、また頬に口付けた。これは怖くない。私はぎゅっと瞑っていた目を開けて、私に覆いかぶさっているフェイを見つめた。

「どうした？」

「あの……男の人って、その、あ、アレを入れたいんじゃないの……？」

　さっきから太ももに当たっている熱い塊は、温泉から駆け戻ってきた時に天を向いて勃ち上がっていた。ち、ちらりとしか見てないけど！

「あの、つまり……フェイが私を怖がらせないために我慢しているんだったら、その……」

　口に出すのもかなり恥ずかしかったから、言葉はしどろもどろだし顔も熱い。あまりの恥ずかしさに一度視線を逸らしてからまた恐る恐る窺うと、フェイは困ったような顔で笑ってた。

「お気遣いありがとよ。確かにあんたにすぐ挿れたいのはやまやまだが……せっかく好きな女を抱けるんだ。先に色々味わいたい」

「！」

　味わう？　ってなにを!?　っていうかそういうもの？

　真っ赤になって目を丸くした私を納得させるように彼は続けた。

「そもそもあんたが気持ちよくなってなきゃ意味がない」

「そうなの……？」

「当たり前だろ？　好きな女が気持ちよくなっていくのを見て男はどんどん興奮するんだから」

　至極当然に説明されて、更に顔が熱くなった。すると彼はまた唇を重ねてねっとりと焦らすように舌を絡めてくる。鼻で呼吸することを覚えた私は、必死で彼に応えた。彼とのキスは気持ちいい。たまらなくうっとりする。

「ほら、そんな風に気持ちよくて仕方がない顔も、恥ずかしがって泣きそうな顔で俺を欲しがってくるのも、すげえそそるし煽られる」

「そ、それは……」

　わざとじゃないし！　彼を煽ろうとなんてしてもいない。

「可愛いよ、エヴィーラ」

　耳元で囁かれて、お腹の奥がずくんと疼いた。

「や、フェイ、そんなこと言ったら……！」

「俺の声で感じてるのか？」

　嬉しそうな声が信じられないほど色っぽい。

「だ、だって……っ」

　益々泣きそうになってしまった。彼の声だけでおかしくなるなんてどうしたらいいの。

「もっと──いっぱい気持ちよくさせてやるよ。余計なことは何も考えられなくなるくらい」

　潜めた声に鼓膜ごと翻弄されて、私はブンと頷いた。

　怖い。でも怖くない。フェイなら平気。フェイにならどんなことをされても大丈夫。

　それでも少し怖くてぎゅっと目を瞑っていると、彼の手が私の胸に置かれるのが分かる。ふくらみの形を確かめるように全体を撫でてから、掌で覆って揉み始めた。

「すっげえ柔らけぇ……」

　感嘆したような声に、どうしていいか分からない。確かに男女で一番違う部分だとは思うんだけど。ただ彼の掌が先端に触れるたびにぴりぴりと体の中を小さな雷が走るような感覚に襲われた。両方の胸を揉みながら、フェイの唇が首筋から鎖骨、胸のふくらみの方へ落ちていく。そして右手が一瞬離れたかと思うと、ちゅっと先端に口付けられた。

「ぁん……っ！」

　軽く触れられただけなのに、大きな声が漏れる。それなのに彼の唇は左胸の先端を含み、強く吸い始めた。

「あ、や、ダメ、それ…………っ！」

　強く吸われる度に体の芯が強く震え、足の間がもじもじしてしまう。

　あまりの激しい感覚に彼の頭を剥がそうとするが、びくとも動かなかった。どんどん固くなる先端に舌を巻き付けられ、我知らず腰が浮く。

「あんっ、あ、ぁあん……っ、はぁ、あ、やぁ……っ」

　気が付けばもう片方の胸の先端は彼の指先で摘ままれ、くりくりと弄られていた。こちらも痛くはないが信じられないほど気持ちよくておかしくなりそう。

「フェイ、フェイ…………」

「いい子だ、大丈夫、大丈夫だから」

　彼は優しくそう言うと、今度はもう片方の胸を唇で愛撫し始め、反対の唾液で濡れていた先端を指で弄り始める。右の胸もさんざん口中に引き込んでしゃぶった後、ちゅぽっと音を立てて唇を離し、私の方を窺った。

「気持ちいいか？」

「や、あの……おかしくなりそうで怖いの……」

「……言い方を変えよう。嫌な感じはしないか？」

　訊かれて動かない頭で必死で考える。

「いや、じゃない……」

「そっか」

　ふにゃっと嬉しそうに笑う彼が可愛い。私は思わず彼の顔を引き寄せてキスをねだった。彼は応えて優しいキスをしてくれる。

「エヴィーラ、可愛い。愛してる──」

　そう囁きながら彼の手が更に胸から脇腹を通って太腿に落ちていく。お尻の丸みを撫でられて、小さく震えた。

　彼は私の足の間に体を滑らせると、大きく足を開かせる。そしてお腹やお臍にもキスを落としながら私の両足を抱きかかえて持ち上げた。私の両膝の裏を自分の肩に引っ掛けて、太ももの内側を撫でながら今度はそこにもキスを落としていく。刺激が欲しい場所に近付いていく予感が、私を益々おかしくさせる。

　やがて足の間にある部分を両手の指で大きく広げ始めた。

「や、フェイ、そこは──！」

「ああ、すっかり熟れて蜜を零してる。すごく綺麗だ──」

　彼はうっとりした声でそう言うと、そこにも口づけ始めた。

「ひゃ、ダメ、あぁあああああ…………！」

　上部の敏感になっている場所をじゅっと吸われ、舌でちゅくちゅくと舐められる。同時に彼の指が花弁の奥を行き来し始める。その度に私の奇声は止まらなくなった。

「フェイ、お願い、ダメ、もう──っ！」

　何かがせり上がってきて、私の体を一気に押し上げる。びくびくと大きく体が震え、私は絶頂を迎えた。

「……ああ、上手にイけたな。いい子だ……」

　優しい声に褒められて、ようやく体中に入っていた力が抜けていく。はあはあと荒い息だけが洞窟内に響いた。なに？　こんなの初めて。

　けれど安心したのも束の間だった。私の襞の中を行き来していた彼の指が、入り口を見つけて私の中に潜り込み始めたのだ。

「あ、フェイ、そこ──」

「ああ。あんたと俺が一つになる入り口だ」

　初めて異物を迎える緊張に、また体が強張ってしまう。

「こら、体の力を抜きな。そんなんじゃ痛みが増しちまう」

「そ、そんなこと言ったって……」

　どうすれば体の力が抜けるのか分からない。

　彼は私の中に指を入れたまま体をずらし、もう片方の手で頭を撫でながらまた溺れるようなキスをした。

「エヴィーラ──」

　熱っぽい目が私を見つめてくる。

「何があってもあんたを傷付けはしない。信じてくれ」

　彼のキスには何か魔力が潜んでいるのかもしれない。もしかしたらその視線にも。

　口付けと視線だけで私はいともあっさり陥落してしまった。

「だいじょうぶ……すきにして、いいよ……」

　少し震えながらそう言うと、彼は切なげな瞳になり、私の瞼にキスをした。そして節の高い指を奥へと押し込む。

「んん……っ！」

「まだきつい、か……」

「ごめ、なさい……」

「あんたのせいじゃねえよ。それをなんとかするのが姫君の初めてを貰う醍醐味だしな？」

　ニッと笑うフェイの悪辣な顔に、私もつい吹き出してしまう。

　その途端、彼の指が更に奥へと押し込まれた。まるで私の内側が彼を招くように。彼の指はしばらく私の中をさまよっていたが、ある一点に彼の指が当たって、私はびくびくと跳ねてしまう。

「あぁああん…………っ、フェイ、ダメそこぉ……っ！」

「……ああ、ここか？」

　ダメと言ったのに、フェイはそこを激しく擦ってくる。今までと違う強烈な刺激に私はあられもない声を上げて翻弄されていた。

「ダメ、……ぁんっ、ひゃ、フェイ、フェ……あぁああああんっ！」

「構うこたねえ、イっちまいな！」

　彼の掠れた声が甘く響き、またもやお腹の奥から何かがせり上がってきて、私は一気に上り詰めてしまう。

「ふぇ………」

　もう泣いているのか彼の名前を呼んでいるのかよく分からなくなっていた。内側をぴくぴく震わせながら、体は弛緩してしまっている。

　うっすらと開いた眼の先で、フェイは私の中から引き抜いた指をぺろりと舐めていた。

「や、そんなの汚い……」

「汚くなんかねえよ。あんたの味だ」

　恥ずかしいのに体はふわふわしたままで動けない。

「指、増やすぞ？」

「え？」

　何を言われたか分からず戸惑っている間に、彼の指が再び私のナカに入ってくる。

「あ、ダメ、まだそこひくひくしてて……っ」

「ああ、だからそのままほぐしちまおうぜ」

「あ、や、はぅん……っ」

「……ほら、さっきより入るようになった──」

　嬉しそうな彼の声に、どうしていいか分からない。でもそうよね、本当は指じゃなく彼のアレをいれるんだもんね。あんな大きなもの、本当に入るのか分からないけど。

　でも──ずっと固くしたままのアレを我慢したまま、彼は私が痛い思いをしないように頑張ってくれてるんだ。

　そう思うと嬉しさと愛しさで溢れてしまう。増やされた彼の指が私のナカで暴れまわるのを、私は必死で受け入れた。

「……エヴィーラ？」

「平気、だもの。フェイにならどんなことをされても平気」

　そう言った途端、彼の頬が紅潮し、抑え込まれていた何かが溢れ出る気がした。

「…………くそっ」

　彼は口汚く舌打ちすると、更に私のナカを十分にほぐしてから足を大きく開かせた。

「加減できなかったらすまねえ」

　……ああ、彼も限界なんだ。そう思ったら自然に彼の方へ手を伸ばしていた。

「大丈夫、来て」

　──私の中へ。怖くないから。

　彼は固くなっていた分身を私の入り口に当てると、ゆっくりと押し入り始める。指とは比較にならない圧迫が私のナカを埋めていった。

「はぅん……っ！」

　みちみちと埋め尽くされていく感覚。痛みはあるけれど我慢できないほどではない。

「……好き」

　我知らずそう呟いていた。しかしそれが彼の耳に届いたのか、強直が更に大きくなる。

「あ、フェイ、あぁあ……んっ」

「エヴィーラ、エヴィーラ……っ」

　私の名前を呼びながら、彼は不屈の精神で奥へと突き進んできた。

「あ──」

　それでもようやっと半分くらいで止まってしまう。

「フェイ……」

　私は泣きそうな顔で彼を見上げる。彼も少し苦しそうだった。やはりきついのだろう。

「分かるか？　ここに俺がいるのが」

　お腹の上から撫でられて、またズクンと疼いてしまう。その瞬間、更に奥に押し込まれた。

「変。辛いけど嬉しいの。痛いけどずっとこうしていたいの──」

「ああ、俺もだ」

　額に汗をにじませた彼が可愛くて愛しい。半分繋がったまま、私たちは優しいキスをした。同時にさっき吸われていた敏感な芽を彼の指がぎゅっと擦る。

「あぁあんっ」

　叫んだ途端、腰がぐいっと押し込まれ、彼の先端が奥に辿り着いたのが分かった。

「分かるか？　根元まで入ってる」

　嬉しそうな声に私も嬉しくなった。

「フェイ、好き。大好き」

「ああ、俺もだ。エヴィーラ、俺の……」

「あぁあんっ」

　軽く動いて奥を突かれ、私は悲鳴を上げた。

「あ、またきちゃう……」

　さっき足の間を舐められていた時に感じたせりあがる感覚が再び訪れようとしていた。

「さっきみたいなのか？」

「うん、おかしくなっちゃう、や、こわい……」

「怖くねえから。何度でもイっちまっていいから」

「……そうなの？　私、変じゃない？」

　不安になって訊くと、彼は汗にまみれた体で応えてくれる。

「ああ。あんたがおかしくなると俺も気持ちよくて仕方なくなる。だから──エヴィーラ」

　そう言いながら彼は一気に腰を引き、私の中からいなくなる寸前に動きを止め、また大きく突いた。

「あんっ！」

　その衝撃の激しさと与えられる快楽に声が止まらなくなる。私は耐えられなくなって、頭の横に突かれた彼の逞しい腕をぎゅっと握りしめた。

「わりぃ、気持ちよすぎてもう我慢できねえ……っ」

　切羽詰まった声でそう告げると、彼は私の中を強く何度も突き始めた。内壁を擦る熱と奥を突かれる快感に体が蕩け、無意識に彼を受け入れやすいように膝を折って腰を浮かせる。パンっパンっと腰がぶつかる音が響き、持ち上げられた爪先がピンと張っていた。

　彼が私の中にいる一体感に、嬉しさと切なさがないまぜになって涙が零れた。

　愛してる。フェイを愛してる。そして彼も私を──。

「フェイ、フェイ……あぁああああ…………っ」

　激しい動きとその熱に翻弄されながら、私は何度も上り詰める。彼の情熱的な動きが、否が応にも私を追い詰めていく。

「や、ダメ、もう無理ぃ……っ」

　あまりの激しさと断続的に何度も訪れる絶頂に、私は泣きながら白旗を上げた。怖い。これ以上感じたらどうしていいか分からない。けれどそれでも彼の獰猛な動きは変わらない。覆いかぶさったまま噛みつくようなキスをされて必死で応えた。褐色の肌が汗で濡れて滑りやすくなっている。

「エヴィーラ、エヴィーラ……愛してる──エヴィーラ──」

「ぁん、ぁああ、や、だめぇ、フェイ……っ！」

　じゅぽじゅぽと何度も抜き差しされて、頭の中は完全に溶け切っていた。お腹の奥に感覚が集中する。彼の分身がどこまでも強く私を追い詰めていく。

「イく──―っ！」

　くぐもった声でそう叫ぶと、フェイはひと際強く私の奥を突きあげ、同時に彼の精を吐き出した。その瞬間、お腹の中にどろりと熱いものが溢れる。同時に私は忘我の極致に堕ちた。彼を離すまいと必死でしがみ付く。私の内側も彼の剛直を締め付け続けていた。

　彼の肉棒はびくびくと震え続け、その熱い液体はいつまでも私の中に溢れ続ける。ナカが満たされる感触に体はこれ以上なく歓喜に震え、私は彼を締め付けたまま意識を失った。
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　気を失ったのは数瞬だったらしい。息を切らしてしばらく横たわっていた後、フェイは温泉で絞った布を持ってきて私の体を清めてくれた。そんな風に体を拭いてもらうのは赤ちゃんみたいで恥ずかしかったけど、私は全然動けなくなっていた。

　彼は自分の体も拭いた後、再び横たわって二人で一緒にリネンに包くるまる。

「その、悪かったな。最後、我慢利かなくなっちまって……」

　大きな布の中で裸の私を抱きしめたまま、彼はすまなさそうに言った。私はきょとんと彼を見上げてしまう。

「フェイ？」

「最後、結構激しくしたから……辛かっただろう」

　彼の目が子供のように不安そうに揺れていたから、私はおかしくなってしまった。あんなに強くて、敵を欺いて滝に落ちるほど大胆で狡猾な彼が、こんな弱気な顔をするなんて。

「ちょっと怖かったけど……大丈夫。だからキスして？」

　上目遣いでねだると、彼は応えて優しく濃厚なキスをしてくれた。彼とのキスは本当に気持ちよくてうっとりする。軽いものでも、激しいものでも。

　私は彼の首に腕を巻き付けて自分の裸の胸を彼に押し付けた。彼の裸の胸が温かくて気持ちいい。

「……おいおい、ずいぶん大胆になっちまったな」

　苦笑されて唇を尖らせる。

「だって……くっついていると気持ちいいんだもの。それとも……こんな私は嫌い？」

　不安を滲ませる私の頬を、彼が優しく撫でる。

「んなわけねえだろ」

　またキス。味わうようにゆっくりと。

「──フェイは？」

　離れる唇に未練を残しながら私は訊いた。

「あ？」

「フェイは？　私として……その、……気持ちよかった？」

　一抹の不安を口にすると、彼の目が大きく見開かれる。

「──いや」

　その答えに私は深く落胆した。

　やっぱりそうなのか。あれだけ我慢させて、しかも初めてだからあんなにきついなんて、彼自身は全く気持ちよくなかったんじゃないだろうかと懸念していたのだ。けれど続く言葉は予想外のものだった。

「気持ちいいなんて言葉じゃ足りねえよ。ここは天国かと思うほど──最高だった」

　彼の真剣な答えに、私まで天国に昇りそうになる。

「本当？」

「ああ、神に誓って」

　いつもみたいな冗談かと思ったら、彼は大真面目だ。

「フェイったら」

　私は嬉しくておかしくて笑い出してしまった。こんな幸せな気分になれるなんて。

「おい、エヴィーラ、笑いすぎだぞ」

　彼は苦虫を噛み潰したような顔になる。

「あのね、私も素敵だった。初めて男の人を怖くないと思ったし身の毛がよだつような嫌悪感もなかったし、ずっとこのままあなたとひとつでいられたらって思ったわ。本当よ？」

　そう告げると彼は痛ましそうな目で私を見つめてくる。

「だからそんな顔をしないで」

　私はざりざりする彼の無精ひげにキスをした。そのまま首筋や喉仏にもちゅっと音を立てて口付ける。

「おいおい、悪い子だな。また襲われても知らねえぞ？」

　──また？　もう一度？

　フェイの言葉に、私はモジモジと躊躇いながら「もう一度……？」と上目遣いで聞き返した。本当に？

　フェイは私を見つめて口をパクパクさせていたが、やがて観念したように言い放った。

「あ～～～～、もう！　ったく！」

　フェイは唸りながら私の頬を包み込んで口付ける。そしてさんざん私の口の中で舌を絡めあった後、耳元に口付けて囁いた。

「今度は……ゆっくりやるか？」

　私は喜んで頷いた。
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　ぐしゃぐしゃになった布の上に彼は胡坐をかくと、その上に私を股がらせて向かい合わせに座らせる。そして私の背中や腰の辺りを支えながら胸の先端に口付けていた。

「……あっ、あん、や、あぁああ、フェイ…………！」

　ちゅっと軽く口付けては口に含んで吸ったり舌でころころ嬲ったりする。両方とも交互に彼の口で可愛がられ、先端はすっかり濡れて紅く固くなっていた。私は彼の首に腕を巻き付けながら、絶え間なく喘ぎ声を上げてしまう。

「本当に……すごく綺麗な胸だな。大きくて柔らかくて……でもここはこんなにいやらしく尖って……」

　彼は感嘆するように言いながら、今度は両手で胸を覆い、持ち上げたり真ん中に寄せたりしている。それすらも私の快感を押し上げていく。

「フェイの手、気持ちいい……」

　蕩けた声で言いながら、私は彼の顔を包み込んでキスをした。フェイの少しがさついた指が、先端をくりくりと弄りだして、私は喉をのけ反らせる。その首に彼が吸い付いてきた。

「おいおい、深窓の姫君のくせに覚えが早すぎないか？」

　彼の半ば呆れたような言葉に、首筋が熱くなる。

「だって……気持ちいいんだもの……。フェイは嫌？」

　わざと不安そうな顔をして彼を見つめると「いいや、大歓迎だ」と嬉しそうに返された。

　本当にもう！

　顔の角度を変えて何度も唇を押し付け合い、その度に舌を絡め合う。同時に抱き着いて肌も隙間なく押し付け合った。裸で触れ合うのはまだ少し恥ずかしさもあるけど、それ以上に気持ちよさが勝った。

　彼の熱。肌の感触。愛撫する手の滑らかさ。どれも私をうっとりと陶酔させていく。

　キスをしながら互いの肌を撫でていたら、いつの間にか掌同士が合わさって指を絡めて繋ぎ合っていた。彼がうっとりといとおしげに私を見つめていて、それだけで舞い上がってしまいそうだ。

　大きな彼の手に握られて掌が動けなくなったから、裸の胸を彼に擦りつけていると、足の間で彼の分身がどんどんその存在を主張してくる。

　ゆっくりやろうと言われたのに、我慢できなくなったのは私の方だった。

「ねえ、もう…………」

　擦れ合ってる部分が気持ちよくてもどかしい。互いの愛液で、ちゅぷちゅぷといやらしい水音も響いていた。彼も腰を浮かせて押し付けてくるのが堪らなかった。

「フェイ………！」

　泣きそうな声で彼を呼ぶと、彼も欲情した目で私に囁いた。

「我慢できそうにないなら、今度は自分で入れてみな？」

「え？」

　言われてたじろいでしまう。自分でってどうやって？　できっこない。

「大丈夫だ。ここを持って……ゆっくり腰を下ろしゃあいい」

　そういって彼は私の手を彼の陰茎に導いた。それに触れた途端、私の手は火傷でもしたかのようにびくりと跳ねてしまう。

「──無理、できないってば」

　怯える私に、彼は下から掬い上げるようにキスをする。

「大丈夫、できるさ」

　自信満々の顔に、私は勇気を出して躊躇いがちに再び手を伸ばした。固く立ち上がった彼の陰茎は、赤黒く脈打っていて触ると火傷しそうな怖さがある。だけど思い切って両掌で包み込んだ。熱い。でも火傷するほどではない。

「そうだ。そうやって先っぽをあんたの入り口に当てて──」

　言われるがまま膝立ちになり、まだ感触が残っているさっき出入りしていた場所にそっと当てる。

「俺は動かないから……ゆっくり腰を下ろすんだ」

　彼の低い声に息を呑み、そろそろと体を下ろしていく。

「あ、あ……」

　熱い塊が、私のナカに入ってきていた。その感覚が、さっきの一体感と絶頂を思い出させる。目を閉じてその感覚を追った。

「エヴィーラ、上手だ、そのまま──」

　彼の声も少し上擦っている。気持ちいいのかな。そう思うと怖さより嬉しさが勝ってしまう。

「フェイ、フェイ……」

「ああ、いい子だ、エヴィーラ──」

　フェイは陶然とした声を出しながら、私の胸に吸い付き、結合している上部の芽に触れてきた。

「あんっ！」

　不意に強い刺激を受けて私のナカがビクンと締まってしまう。

「そこはだめ！　触られるとおかしくなっちゃう──」

　そのまま腰が浮いてしまいそうになるのを、彼の両手が私を抱きしめて押し戻す。反動で腰が沈み、私は彼を完全に飲み込んでいた。

「あぁあああ…………っ！」

　彼の先端が一番奥に届いているのが分かる。

「や、深い、怖い……っ」

「大丈夫だ、怖くないから、……エヴィーラ、エヴィーラ……」

　彼は私をあやしながら唇にキスをする。

「──まだ痛いか？」

　唇を離した後、至近距離で問われて私は首を横に振ってしまう。

「痛くはないけど……また変になりそう……」

　泣きそうな声に彼は嬉しそうに笑うと、「大丈夫だ」と繰り返した。

「フェイは？」

「え？」

「その……まだきつくて痛くない？」

　不安になっていたことを聞くと、彼は顔をくしゃっとして笑った。

「あんたの中はあったかくて……めちゃめちゃ気持ちいいぜ？　叶うならずっと入れてたいくらいだ」

「え、それは……っ！」

　無理、と言えずに顔が赤くなる。そんな私を見て彼はますますやんちゃな顔で笑った。その振動が内側に伝わってきて、ようやく私は安心する。私たちは今ひとつだった。

「そのまま、自分が気持ちよくなるように動いてみな？」

「え？　えっと……」

　彼の提案にどうすればよいか分からず、少し腰を浮かせては上下に揺れた。

「辛かったら前後でもいい。ほら──」

　彼に腰を支えられ、私は前にもたれるようにして腰を前後に揺らす。そうするとさっき弄られた敏感な部分が彼の肌に触れて気持ちよかった。

　目を閉じて自分の中の快楽を追い、体を揺らしていく。だけどやはりなかなか上り詰めるまではいけない。じれったくなってしまい、彼の首に腕を巻き付けてキスをする。そして彼の目を見つめて言った。自分だけで昇り詰めるのは無理だ。彼の力強さがないと。

「フェイ、もう……お願い……」

　恥ずかしさと切なさで彼に懇願する。その途端、彼は私のナカで更に大きくなり、下からずんと強く突いてきた。

「はぁんっ！」

　自分では作れなかった刺激に、たまらず声が上がる。彼の目の前で胸がいやらしく揺れていた。

「ここがいいのか？　どうだ？」

「あ、いい、いいの、ああ……っ」

　何度も下から突かれ、せり上がってくる感覚に、体が期待で震えてしまう。

「いいぜ、イっちまいな」

　彼にひと際強く突かれて、私は一気に体を震わせて快感に身を任せた。彼の放った精でお腹の奥が熱く満たされる。それをすべて飲み込もうとするように内側がキュウキュウと震えた。彼の吐き出すものは止まらず、私を満たし続けている。

「フェイの、熱い……」

　思わず呟くと、きろりと睨まれた。

「お前は……！　その可愛い口でそんなことを言うから……っ！」

「フェイ……？」

　見ると彼の頬が紅潮していた。可愛い。

「大好き」

　つるりと言葉が零れると、大きな手で顔を包み込まれて獣のようなキスをされた。

「ん、ん……、ふぇい……っ」

　舌足らずな言葉で彼の名を呼ぶ。何が彼のスイッチを押してしまったのか分からない。そのまま後ろに押し倒されて床に押しつぶされる。私は彼の背中に手を回してしがみ付いた。私の中で再び彼が固く張りつめている。

「フェイ、またおっきくなってる……」

　涙声で言うと、彼は「くっ！」と喉を鳴らした。

「わりぃ、もう一回……！」

　バカなフェイ。悪いなんて思う必要ないのに。でもそれを伝えるためにどう言っていいか分からず、私は同意の気持をこめてキスをした。

　彼は身を起こして獰猛な目つきをすると、私の中から己を引き抜き、私の体をひっくり返す。そして四つん這いにさせ腰を高く持ち上げた。

「え？」

　気が付けばその体勢で彼が入ってくる。

「あ、あぁあぁあああああっ！」

　深く突き立てられて背中が大きくしなった。今までとはまた違う感覚に、泣きそうな声が止まらなくなる。

「エヴィーラ、エヴィーラ、エヴィーラ……」

　うなされたように私を呼びながら、何度も深く突き入れられた。体勢が違うせいか感覚も違い、私は狂ったように彼の怒張を受け入れてしまう。

「あ、ふぇ、や、もうダメぇ……っ」

　髪を振り乱して叫びながら、私たちは同時に達した。そのまま彼は私の上に倒れてきて、背中からぎゅっと抱きしめられる。しばらく繋がったまま、私たちは動けなくなっていた。







５．悲劇








「ん……もうダメだってば……」

　甘い吐息を漏らしながら、愛撫の手を押しのけようとしたが無駄だった。フェイの手は押しのける手を巧みにすり抜けてエヴィーラの胸のふくらみに触れてくる。それだけで脳は蕩けそうになり、抵抗する力はあっさり抜けていってしまうのだ。

「おかしいな、ここはもうこんなに硬くなってる」

　嬉しそうな声で胸の先端を弄られて、官能の波が一気に高まり始める。

「んん、フェイ、本当にもう、お願い……」

　こんな風に懇願するのはもう何回目だろう。

「お願いっていうのは？　もっとって意味でいいか？」

「そうじゃなくて……ひゃんっ！」

　口に含まれてちゅるちゅると吸われ、思わず腰が跳ねてしまった。

「……本当に敏感で、可愛いな……」

　白い双丘を大きな手で覆い、揉みしだきながら何度も先端を吸われて、エヴィーラは喘ぎ声が止まらなくなる。

「も、本当に──、あ、イっちゃう……っ」

　そう叫んだ途端、エヴィーラの体は小刻みに震えていた。薄目を開けて自分の上にいるフェイを見上げると、彼は満足そうに微笑んでいる。

「……恥ずかしいから、見ないで──」

　こんな痴態を晒していることが堪らなく恥ずかしくて、頬が羞恥で真っ赤になっていた。しかしフェイはそんなエヴィーラの言葉にさえ煽られてしまうらしい。

「見ないでって言われてもなあ……自分の首尾が上手くいってるかどうかはちゃんと確かめなきゃだろ？」

「み、見なくても分かってるくせに！」

「見たいんだよ、あんたの気持良さそうになってる顔とか、とろとろに蕩けちまってる体とか」

「──っ！」

　言われれば言われるほど恥ずかしくて顔から火を噴きそうだった。

「でも見るなって言われたら……ここで確かめるしかないか？」

「あっ！」

　脚の間に手を差し込まれ、慌てて太腿を閉じようとしたが無駄だった。

「……ああ、いい具合に濡れてるな」

「や、だって……っ！」

　フェイに初めて抱かれてからもう三日。初めの一日目はずっと洞窟に引きこもっていた。

　出て行っても兵士たちがまだ近くにいたら見つかるかもしれない、というのはほぼ言い訳で、触れ合う肌の温もりから離れがたかったのだ。

　見つめ合い、キスを交わし、互いの肌に触れてその感触を確かめ合う。フェイに触れられて、エヴィーラは自分でも驚くほど速やかに自分の体の敏感な場所を知った。フェイの動きは滑らかであり、時に大胆に激しくエヴィーラを攻め立てる。その度に理性は抜け落ち、欲望と本能だけの獣のようになっていた。




　それでも旅の先を急がねばとようやく洞窟を出て、海に向かって進む。馬と別れてしまったので徒歩になり、その分時間がかかることになった。

　けれど夜になってしまえば、どちらからともなく触れ合ってしまう。

　その日は無人の猟師小屋があったので、使わせてもらうことにした。狩猟シーズンにはまだ早いから、使用している形跡はない。寝床は獣の皮を重ねただけの代物だが、それでも野宿よりは断然マシだった。

　一応今まで通り小屋の周囲に細い糸を巡らせて小さな鈴を付け、目隠しの呪まじないもかけておく。

　そうしてどちらからともなくキスをしたのは半刻も前だろうか。寝床の毛皮は何枚も重ねてあって、二人の動きを優しく受け止めてくれていた。ともなれば、あとは求めあうだけだ。

「フェイ、本当にも……そこ、ダメ……っ」

　身を捩らせるエヴィーラを、フェイは舌なめずりして見下ろしてくる。

「ダメって言われても……こんなに真っ赤に熟れて、トロトロになってるんだぜ？」

　フェイは呟きながらエヴィーラの足の間に顔を沈めた。

「あ、フェイ、ダメ！　それはダメだってば……！」

　エヴィーラの抵抗むなしく、彼の唇がエヴィーラの蜜を滴らせた花弁に口付けられる。

「ひゃ……っ」

　そのまま長い舌が現れ、陰唇の間を泳ぎ始めた。

「あぁああああぁあああぁあん………っ！」

　そうなるともう泣きそうな声しか出て来なくなってしまう。恐ろしいほどの快感に溺れ、エヴィーラはひっきりなしにすすり泣き始めた。彼の舌がエヴィーラの恥ずかしい場所をくまなく舐め尽くしている。

　やがて溢れる蜜をすべて舐めとると、フェイの舌はすっかり膨らんでしまっていた花芽をチュッと吸った。

「あぁあんっ！」

　ひと際高い声を上げて、エヴィーラは一気に昇り詰めてしまう。フェイに抱かれていた太腿がぴくぴくと震え続け、足の間からは更に蜜が溢れていた。

「……ああ、すっかりイきやすくなったな。いい子だ」

　エヴィーラは二の腕で自分の顔を覆い、どこか遠くでフェイの声を聴く。息は切れ、頭の中はぼんやりしてしまってもう思考力さえ残っていない。

「でも、ここはまだ足りないよな？」

　けれど、蜜口から指を差し込まれて覚醒した。

「あ、フェイ、あぁ……」

　新たな快感が下半身全体に溜まり始める。指を差し込まれた蜜同は、刺激を求めてきゅうきゅうと疼いていた。二本、三本と増やされた指が、エヴィーラの中で暴れ回る。

「あ、そんな風にしたら、や、また……っ」

　目をぎゅっと閉じて昇り詰めそうになる寸前、彼の指が引き抜かれる。虚ろになった体が不満を爆発させそうになってしまった。けれどエヴィーラが文句を言うより早く、ソレが入り口にあてがわれる。

「指より……こっちのがいいだろ？」

　ぺろりと濡れた指を舐めながら、フェイが欲望に満ちた獣の目で笑った。その表情に、エヴィーラの期待が一層高まる。

「……きて、一番奥まで──」

　恥ずかしさを堪えて囁いた声が、ちゃんとフェイには届いたらしい。彼はエヴィーラの望みをすぐに叶えてくれた。

　たった数日間のことなのに、エヴィーラの体は彼を受け入れる術を覚えてしまっている。熱い塊が、自分のナカを埋め尽くす感覚を。擦り合うことで生じる熱と感覚を。そして高まっていく末の忘我の極致を。

「あ、フェイ……」

　根元まで埋まっているのを感じて、エヴィーラはほうっと熱い吐息を漏らした。

「姫君の望み通り、一番奥まで届いたな。次は？　どうしてほしい？」

「あ……」

　訊かれて望みを口に出すのを躊躇う。欲望と羞恥心が激しく競り合っていた。けれど黙っているとフェイは己を根元まで押し込んだまま、動きを止めてしまい、エヴィーラは焦燥に襲われた。

「ほら、ちゃんと言わないと分からないだろう？」

　嘘だ。分かってるくせに。そう思うのに声が出ない。

「それとももう抜いてほしい？」

「や、ダメ……！」

　思わず叫んでしまってから自分の口を押さえた。恥ずかしくて、でもそれ以上に我慢でいなくなっていた。

「エヴィーラ？」

　優しい声の意地悪な問いに、とうとう観念してしまう。

「あ、あなたの……その槍で、何度も突いて──」

　言った途端、エヴィーラの中でソレが更に大きさと硬度を増した。それだけで内側がきゅんきゅん疼き、彼を強く締め付けてしまう。

「……くそっ、なんでそんなに可愛いんだよっ！」

　フェイは切なげな声で言うと、エヴィーラの足を大きく持ち上げ、激しく腰を打ち付け始めた。

「あ、フェイ、はげし、……あ、ひゃんっ！」

　ばちゅばちゅと打ち付けられ、結合部が互いの愛液で泡立つような淫猥な音を立てる。その度に深く奥を突かれ、エヴィーラの視界にチカチカと光が舞った。理性なんてもうかけらも残っていない。何度も突かれる度に何かがせり上げってくるのが分かった。

「あ、も──フェイっ！」

　叫んだ瞬間、一層強く突き立てられ、彼の精が放たれる。思い切り絞り上げるように締め付けると、エヴィーラの内側はフェイの熱いもので満たされていった。




　結局その晩も、完全に眠りについたのは明け方だったから、目当ての港町、アルキダにようやく辿り着いたのはそれから三日後のことになったのだった。





　◇◇◇






　街に入る際、エヴィーラが一緒に行くかどうかは軽く揉めた。

　フェイの外見が王の手先に知られてしまっている以上、二人でいれば見つけられやすい。それならエヴィーラだけでも街の外に隠れていた方が、と言ったのはフェイだった。

　しかし離れてしまうことで、不測の事態に対応できない可能性を示唆したのはエヴィーラだ。もし一人の時にどちらか捕まったら？

　確かに異国の男と若い娘の二人組は目立つだろう。けれど二人とも変装すればそのリスクは減らせるはずだ。

「変装ってーと、また男のふりをするのか？」

「ええ。でももっと本格的に、ね」

　エヴィーラは以前フェイから渡されたナイフをするりと鞘から抜き出すと、一本に編んでいた長く美しい金髪を首の後ろでバッサリ切り落とす。

「エヴィーラ、おま──っ」

　いきなり大胆な行動に出たエヴィーラに、フェイは一瞬唖然とする。

「もったいねえ。あんなに綺麗な髪だったのに」

「あら、どうせまた伸びるわ。それとも髪の短い女は嫌？」

　小首を傾げて見上げると、フェイは両手を前に出して観念したように言った。

「分かった、連れて行く。その代わり俺の言うことを絶対守ること。あと声は出さないようにすること」

　どれだけ顔や髪を汚して変装させても、エヴィーラの可憐な声と上品な言葉遣いでは違和感が残ってしまう。どうしたって彼女の生まれながらの気品は隠しにくいものだった。

「わかったわ。約束します」

　それからエヴィーラはなるべく泥で顔や髪を汚し、フェイも頭や顔を布で覆って人相をわかりにくくすると、二人でアルキダの街へ入っていった。





　◇◇◇






　アルキダはかなり大きな街だった。交易が盛んで商船の行き来が多く、人の出入りも激しい。当然それらの客を狙って多くの宿屋や飯屋、道具屋、土産物屋などが軒を連ねている。

　フェイ同様異国の者も多かったから、二人で歩いても似たような旅の者がうようよしてさほど目立つことはなかった。

　街を抜け、人気の少ない桟橋に来ると、フェイは指を唇に当てて口笛を吹く。するとどこからともなく一羽の鳥が飛んできてフェイの肩に止まった。エヴィーラが初めて見るとの鳥は白くて大きく、どうやら海鳥らしい。

「よーし、いい子だ」

　フェイは懐から取り出した小さな筒を鳥の足に結び付ける。そしてまた海に向かって鳥を羽ばたかせた。

「よし。戻るぞ」

　フェイは手短に言い、声を出すことを禁じられているエヴィーラは首だけ縦に振って応える。

　途中の屋台で食糧だけ調達した。食べ物を売っている屋台も山ほどあり、焼き立てのパンや炙った肉、揚げた魚や果物など、美味しそうな匂いを漂わせた屋台がひしめき合っている。フェイは無造作にそれらを買ってエヴィーラに手渡した。香ばしい揚げ菓子の匂いに、エヴィーラの頬もつい緩む。

　しかしその笑顔も、建物の壁に無造作に貼られた紙を見るまでだった。

『以下の者、姫様付きの侍女でありながら、盗みを働いた咎で極刑に処す』

　その但し書きの下に大きく描かれた似顔絵は、エヴィーラの侍女だった幼いマギーの顔だった。





　◇◇◇






「マギーはそんな子じゃないわ！」




　今にも叫びそうになるエヴィーラの口を塞ぎ、フェイは街外れまで連れてくる。人家が途切れた空き地で、ひと気がないのを確認してから、彼女の手に当てていた手を離した。

　その途端に叫んだ第一声がそれであった。

「確かに生意気だし大雑把なところもあったけど、根はまじめでいい子よ。私が塔に引きこもるって言った時も迷いもせず唯一付いてきてくれて、いつだって私の心配ばかりして、……そんなあの子がひとの物に手を出す筈なんてない！　そもそもあの子になら何を譲ったって私は──！」

「どうどうどう、分かってるよ。これは罠だ」

「罠？」

　エヴィーラは美しい瞳を大きく見開く。

「ああ。俺たちが捕まらないことに業を煮やしたんだろ。それならおびき寄せたほうが早いと気付いたんだ。こんなことなら一緒に連れてくるんだったか」

　フェイの言葉に、エヴィーラは唇を噛んで俯いた。

　置いてくることに懸念がなかったわけではない。けれどエヴィーラ自身、自分の旅が安全なものだとは思えなかった。フェイと逃げることは言わば一か八かの賭けで、共に連れてくることで少女を危険な目に遭わせたくなかったのだ。

　マギーも付いていくとは言わなかった。今までの生活や家族、友人たちをすべて捨てることにためらいもあっただろう。

　──いや、違う。マギーは自分が付いてくることで足手まといになりたくなかったのだ。

「あの子が……処刑だなんて……どうしよう──」

　両手で顔を覆って、その場にしゃがみ込んでしまう。

　塔に引きこもることを決めたエヴィーラにとって、唯一一緒にいてくれたマギーは、頼りになる侍女でもあり、友人であり、妹のような存在だった。自分のせいでその命を失うなんて、耐えられない。

「……分かった。城に戻ろう」

　頭上からフェイの声がぽつりと聞こえ、エヴィーラは顔を上げてフェイを凝視する。

「なんだよ、その顔は。大事な子なんだろ？　じゃあ助けるしかないじゃないか」

　フェイはあっさりとそう結論付ける。

「……だけど」

　このアルキダに来るまでだって大変な道のりだったのだ。人目を避け、楽な街道を避け、周囲に細心の注意を向けながらやっとここまで来た。

　途中で王の兵士に見つかりそうになったこともあったし、呪いが発動したこともあった。矢を射かけられ傷を負ったことも含め、決して楽な道のりではなかった。

　そしてフェイにとってはあと少しで故郷に帰れる場所まで来ている。

　もしこのまま一緒にいて、彼の命まで奪われるようなことがあれば──。

　エヴィーラの心は一瞬で凍り付き、考えるより先に言葉が口から出ていた。

「ここで、別れましょう」

「あ？」

　エヴィーラが何を言っているのか、全く理解できぬ顔でフェイは聞き返す。その顔を見ていたらいとおしくて、いとおしすぎておかしくなる。

　そうだ。ここで別れなければ。彼をこれ以上傷つけるわけにはいかない。

「──自由も、冒険も、スリルも充分に満喫したわ。これ以上逃げ回るのも飽きちゃったし……あなたとはここまで」

　できるだけ、軽薄な口調で言った。

「エヴィーラ、何を言ってるんだ？」

　フェイの瞳が暗い怒りに翳る。

「気が済んだと言ってるの。あなただって家宝は取り戻せたし、それなりに楽しんだでしょ？　私ね、本当は初めからこの国を出るつもりなんてなかったの。ちょっとふしだらな遊びに興じてみたかっただけ。だから──ここで別れてあげる。あなたはとっとと故く郷にに帰ればいいわ」

　もう一息。エヴィーラは心を殺して言葉を続ける。

「これだけ言っても分からない？　あなたにはもうお役御免ってこと」

　口の端を上げてにっこり笑う。できるだけ無邪気に。初めからそうだったように。

　お願い、騙されて。怒りに我を忘れて私を見捨てて。そうしたら私は一人でマギーを助けに行けばいい。

「……本気か」

　切れ上がったフェイの目は完全に据わっていた。

「正直に言えば、この不自由さにはちょっと飽きてたの。お風呂に入れないのもベッドに寝れないのももううんざり。そろそろ私は城に戻って何ひとつ不自由ない生活に戻るわ」

　両手を天に向け、肩を竦めて見せる。いかにも鼻持ちならない我儘娘に見えるように。

　フェイはしばらく黙ってエヴィーラを睨みつけていたが、やがて「分かった」と呟いた。

「好きにすればいい。俺もそろそろあんたのお守には飽きてきたところだ」

　口の端を上げた冷たい表情が胸に刺さる。でもエヴィーラから始めたことだ。ここで後に引くわけにはいかない。

「よかった。同意できて嬉しいわ。じゃあ、ここで。さよなら」

　エヴィーラはくるりとフェイに背を向けて歩き出す。




　──まだ泣くな。泣いちゃダメ。

　バカなフェイ。こんな簡単に私の言うことを信じるなんて。バカバカバカ──！




「あっと、忘れものだ」

「え？」

　何のことかと振り返った途端、いつの間にか追いついていたフェイに前から抱きしめられ、頭のてっぺんにキスを落とされた。

「な、なにを──！」

「バーカ。そんな見え透いた嘘、騙されるわけないだろうが！」

　彼の胸の中で温もりに包まれて、必死にこらえていた涙がぼろぼろと溢れ出す。

「う、うそなんかついてない！　私は城に戻るんだから！　あなたのことなんかもう全部忘れるんだから！」

　必死で彼の腕を振りほどこうとするが、びくとも動かなかった。

「ひとつ教えといてやるよ。──嘘を吐くんなら肩を震わせないようにするんだな。その長い睫毛もだ」

　頭の上から聞こえる声が限りなく優しい。

「だって、だって……うそじゃないし……っ」

「このまま俺と一緒にいたら、俺が危ないと思ったのか？」

「ちが────！」

　抱きしめていた腕がほどけ、両手に頬を包まれて唇を重ねられた。目尻からあふれる涙が止まらなくなる。

「でも無理だよ、エヴィーラ。あんたが俺のことを忘れられるはずない。どれだけ体中に俺の想いを注ぎ込んで刻み込んだと思ってるんだ？」

「な──っ！」

　妖しく潜められたフェイの声に、重ね合った体の記憶がよみがえり、エヴィーラは首筋まで真っ赤になる。

「わ、わたしは呪われてるんだから！　あ、あなたと触れ合ったのだって、本当は単に我儘で気まぐれでふ、ふしだらな女だからかもしれないじゃない！」

　それは自分の中にもあった小さな不安だった。フェイに抱かれて、驚くほどすんなりと快楽に落ちていったのは、やはり呪われているからなのではないか。

「んなわけねえだろ。キスさえあんなに下手くそだったのに」

　呆れたような声に全身から力が抜けていく。フェイは身を屈め、エヴィーラと視線の高さを合わせて言った。

「言っとくが……あんたが初めてでもあっという間に気持ちよくなれたのは、俺がこれ以上なく優しく心を込めて抱いたからだ。あんたがどれだけ呪いのせいで自分はふしだらだと思い込もうが、俺以外の誰にも満足できないようになってると断言できるぜ？」

「あ──」

　エヴィーラはこれ以上なく目を大きく見開き、心臓の奥にあった小さな氷の塊が解けるのを感じる。

「……だって、ダメなのに──」

「なにがダメなんだ？」

「マ、マギーが危なくて……その上あなたにまで何かあったら私は──」

「ああ、そうだな。でもあんたに何かあっても、俺は生きていられなくなるんだ」

　その言葉を聞いた途端、顔がぐちゃぐちゃに崩れて涙腺が崩壊する。

「ごめ、ごめんなさ……」

　彼の言う通りだ。こんなに愛してくれているのに。彼を失う怖さに混乱して、一瞬忘れかけていたが、自分が彼を失うことが怖いのと同じように、彼とて自分に何かあったら苦しむのだ。

　小さな子供のように泣き出してしまったエヴィーラを、フェイは優しく抱きしめて頭を撫でる。そしてしゃくりあげるエヴィーラの嗚咽がようやく止まり始めた五分後、彼は静かに言った。

「一緒にマギーを助け出しに行こう。いいな？」

　フェイの胸の中で、エヴィーラは小さく頷いた。

　もう彼と離れられるわけなんてないのだ。





　◇◇◇






「その必要はございません。我々があの小娘のところまで姫様をエスコートいたしましょう」

　数メートルの距離を置き、見覚えのある髭面の兵士が物陰から現れる。続いてその部下らしき兵士たちもわらわらと現れた。前回より人数が多い。

「……ったく、無粋だなあ。いいところなんだからちったぁ気を利かせろよ」

　フェイの減らず口に、髭の兵士のこめかみに青筋が立つ。しかしその怒りを抑えて男は言った。

「わたくしめはアルカ王国メルキド騎士団第十二団長、アラン・ファーレと申します。姫様、さあこちらへ」

　エヴィーラは自分を抱きしめていたフェイの顔をそっと見上げると、意を決したように彼の腕からするりと離れ、アランと対峙した。

「わたしをエヴィーラ・アルドゥナと認めるなら……アラン、まずは質問に答えよ。マギーは、私の侍女は今どこにいますか？」

　王女として威厳を見せつけながら問う。

「あの不埒な小娘のことでしたら、陛下と共にこちらに向かっています。姫様の目撃情報と合わせて移動しておりましたから、間もなくこのアルキダに到着するでしょう」

　エヴィーラはフェイと顔を見合わせる。そして再度アランに問いかけた。

「じゃあ、あの子は無事なのね？」

「姫様を捕まえる大事な駒ですからな、拘束はしているでしょうがあまり手荒なことはしていないはずです」

　その言葉を聞いて胸に安堵が広がる。エヴィーラは毅然とした態度で言った。

「あの子に手を出したら許しません」

「お疑いになるならその目で直接確かめられてはいかがでしょう？　このアランがお連れしますので」

　彼はわざとらしく胸に手を当ててお辞儀をして見せる。

「……分かりました。但し、ここにいる彼も私と同道します。彼にも指一本触れないで」

　アランは不本意そうに顔を顰めたが、エヴィーラに逆らうのは得策ではないと気付いたらしい。怒りを隠して顎鬚をしごくと静かな声で言った。

「──いいでしょう。ではこちらへ」





　◇◇◇






　アランに連れて来られたのは岬に立つアルキダの領主の館だった。高い崖の上からは港に停泊している船影の中でひと際豪華な客船が見える。

　なるほど、国王たちは王都から川を下り船でアルキダまで来たらしい。ある程度目的地さえ分かってしまえば、陸路を隠れながら進んでいたフェイたちより動きは速いだろう。

　領主館の大広間で、王は気だるげに娘を迎える。姫君の失踪は外聞を憚るため、領主自身の立ち合いは遠慮させたらしい。両脇にいるのは王の侍従や近衛達だけだった。

　しかし広間に入ってきた娘の薄汚い恰好と短く切られた髪を見て、王は思い切り眉間に皴を寄せる。

「ずいぶんと野蛮な格好だな。国王の御前に立つための礼儀は忘れてしまったか？」

「生憎と。大事な侍女の身の安全の方が気がかりでしたので」

　一歩も引かず話す娘に、王は更に苦い顔になり、そばにいた侍従長に顎をくいと傾けた。侍従長は軽く一礼して御前を下がり、縄で縛られたマギーを連れて戻ってくる。

「マギー！」

「姫様！」

　マギーは縛られたまま、縄の端を持った兵士を突き飛ばしてエヴィーラの元に駆け込む。その口の端は切れ、血の跡と紫のあざができていた。

「この子に手を出していないと言ったではないですか！」

　激高するエヴィーラに、アランは肩を竦めて見せる。

「どうやら子ネズミが抵抗したようですな。この場合は不可抗力でございましょう」

　更に怒鳴りつけようとするエヴィーラの肩をフェイがそっととどめる。

「姫様、すみません！　私がしくじったから……」

　そばかすいっぱいの顔に涙が滲んでいる。

「いいえ。私こそごめんなさい。もっとあなたの安全を考えるべきだったわ」

　エヴィーラは細い体を抱きしめて唇を噛む。そんな娘の様子を見て王は言った。

「これで気が済んだであろう。まずはその身を清め、父に会うにふさわしい恰好で現れるがよい。話はそれからじゃ！」

「話すことはなにもございません。このまま御前を失礼しますので、エヴィーラはこの世を儚んで死んだと思し召し下さいませ」

「ふざけるな！　たわけが！」

　王の眉尻がぎりぎりと限界まで上がり、怒りに声を震わせる。

「それもこれもそなたが塔に引きこもるという我儘を許してしまった儂の過ちじゃ！　大人しく城へ戻り父の望む相手に嫁ぐがいい！　幸い呪いなど気にせぬという気高き御仁がたくさんおる」

　つまり顔と体さえよければ持参金は辞さぬという輩だろう。

「お断りします」

　一片の迷いもなくエヴィーラは冷静に言い切った。

「なんじゃと!?」

　王の顔が更に怒りで歪む。そんな父を全く意に介することなく、エヴィーラはきっぱりと告げた。

「報告が遅れて恐縮ですが、わたしは既に……ここにいる彼の──連理の枝ですので」

　深く契りあい、絡み合った枝がまるで一本の木に見えるように、永遠に離れることなく。

　エヴィーラが振り向いてフェイを見上げると、彼は心得たように微笑んで尋ねた。

「それでいいのか？」

「あなたが……嫌じゃなければ」

　互いを恋人や伴侶だと明言したことはない。それでも彼以外の誰かと番うことは決してできないと知っていた。彼も同じだと信じているが、一抹の不安は滲んだ。

　しかし彼がニヤリと笑うのを見て払拭される。

「俺の方から言うつもりだったんだが……跳ねっかえりに先を越されちまったな」

　フェイとエヴィーラの親密な様子を見て、王の顔は今度はどす黒くなっていく。

「エヴィーラ、そなたよもや、そんな異国のゴロツキと──！」

「父上の御想像通りです。私の呪いは彼の愛によって解かれました」

　実際に呪いが解呪されたかどうかは分からない。けれど彼の言葉や行為によって、エヴィーラの心を縛っていた鎖が解けたのは確かだった。

「許さん！　許さんぞ！」

「王よ、あんたの憤慨も分かる。だから俺から一つ提案が──」

「ええい、黙れ！　アラン！　この男を殺せ！　そうすればエヴィーラの身に何もなかったことにできる！」

　怒り心頭の王を前に、フェイは言いかけた言葉を呑みこんだ。今は何を言っても聞こえまい。

「約束が違います！　彼とマギーに手出しはなりません！」

　エヴィーラの抗議に、アランは口元を歪めて答えた。

「残念ながら姫、貴女より国王陛下の命令が優先となります」

　アランと兵士たちが剣を抜いてエヴィーラたちに迫ってくる。

「下がってろ、エヴィーラ」

　フェイはエヴィーラとマギーを自分の背後に追いやると、腰に下げていた長剣をすらりと抜く。エヴィーラもフェイから渡されていたナイフを抜いて自分の首に押し当てた。

「私たちはここを出ます。邪魔するなら私はここで命を捨てる覚悟ですがよろしいか！」

　フェイの隙の無い身のこなしとエヴィーラの覚悟を決めた表情に、アランの動きが止まった。

「姫様、危ないものを捨ててください。今ならこの男さえ死ねば陛下はお許しくださいます」

「お許し下さる？　そして見も知らぬ者に嫁がされるのですよね。それは私にとっての死に等しいとなぜ分からぬ！」

　フェイが死に、他の男に抱かれるなど考えるだけで身の毛がよだつ。

「構わぬ！　姫にも多少の傷は許す！　男を殺し姫を捕まえよ！」

　王の号令に、兵士たちはじりじりと距離を詰めてきた。

「後ろのドアから上に逃げる、いいな？」

　小声でフェイが囁き、エヴィーラはマギーの肩を抱いたまま頷く。

　広間の外の廊下にも人の気配があるから、兵士たちが詰めているのだろう。

「マギー、行くわよ！」

　エヴィーラは片手にナイフを掴んだまま、マギーの手を取って廊下に飛び出し、ナイフを振り回しながら手薄な階段を上っていく。兵士たちはナイフを握っているのがエヴィーラ自身だと気付いて手を出せないままじりじりと下がっていった。広間で数人倒して後から出てきたフェイも後に続く。

「エヴィーラ、伏せろ！」

　不意に叫んだフェイの声に、エヴィーラは無心に身を屈めた。エヴィーラの上部すれすれを狙って投げたフェイのナイフが、階上にいた兵士の腕に突き刺さる。兵士は「ぐえ！」と声を上げて倒れた。

　廊下や階段にあった石像や花瓶を倒しながらバタバタと上に逃げ続け、最後に辿り着いた部屋の、窓の外はバルコニーになっていて海に臨んでいた。下の方でアランが騒いでいるのが聞こえる。

　今にも陽が沈みそうな時間で、水面が朱色に染まり始めていた。その距離恐らく十メートル以上。以前落ちた崖の倍はありそうだ。

「また落ちるの？」

　恐る恐る漏らしたエヴィーラの声に、フェイは苦笑して答えた。

「そう毎回は落ちねえって」

「でも──」

　このままでは退路がない。既に部屋の入り口にはアランたちが詰めかけていた。

「このコソ泥が！　姫様を返してもらおうか！」

　野太い怒鳴り声に、フェイはいつもの軽薄な口調で答えた。

「俺がここで返したって、こいつはあんたのものにはならないぜ？」

　それを聞いた瞬間、アランの顔が怒りで真っ赤に染まる。

「ば、バカなことを言うな！　俺が姫様に恐れ多い思いを抱くわけが……っ」

「なあに、恥ずかしいこっちゃないだろ。この国で彼女に直接会った者は簡単に呪いに囚われちまう。でも悪いな。もう俺の女なんで」

　どうやら敵を怒らせて冷静さを失わせるのはフェイの特技の一つであるらしい。

「貴様ぁ！　絶対許さんっ！」

　我を忘れたアランが突進してきた。それをフェイは器用に避けて剣戟を交わす。アランの方が体格的にはかなり大きいのに、フェイは素早い身のこなしで彼の剣を躱していた。

　あまりの剣戟の激しさに周囲も手を出しかねている。

「ほらほら来いよ！　猪みたいにまっすぐしか突っ込めないのか？」

　完全に頭に血が上ったアランを、フェイは最後に身を低くして躱すと、背後から鎧の隙間を狙って剣を打ち立てた。

　どうっと音を立ててアランが倒れる。

「な、なにをしているっ、奴をっ、奴を殺して姫様を取り返せ！」

　剣が突き刺さった痛みにうめき声を上げながら、それでもアランは兵士たちに檄を飛ばした。しかしアランでさえ倒されたのを目の当たりにして、兵士たちは萎縮し始めていた。

「……いいぜ？　まとめてかかってこいよ」

　剣を構えたフェイに、数人が己を奮い立たせて「やぁっ！」と打ちかかった。しかしその数人もフェイがあっという間にのしてしまう。床に両手に余るほどの兵士たちが転がることになった。

「フェイ……」

　あまりの強さにエヴィーラも感嘆の声を上げてしまう。今まで戦わなかったのは単に目立たないようにするためだったのか。

「これであらかた片付いたかな」

　フェイは息を切らすこともなく悠々と言うと、口元に指をあててぴゅーっと音を鳴らす。ふ頭で鳥を呼んだ時の指笛だ。するとどこからともなくまたあの鳥が飛んできてフェイの肩に止まった。

「よーしよし、手紙は届けてくれたか？」

　鳥は「はい」と答えるようにピュイっと短く鳴いた。フェイはその小さな頭を指で撫でてやる。

「よし、じゃあもう一回だ」

　フェイは今度は何もつけずに鳥を空に放った。見る見る間にその姿は見えなくなる。

「細工は上々だ。じゃあ逃げようぜ」

「逃げるってどこから……」

「まあ、あっちだな」

　フェイは事も無げにバルコニーの外を指さす。

「さっき、もう落ちるのはなしだって……」

「あー、なるべく痛くないように努力する」

　やはり落ちるらしい。

「もう……っ！」

　そのままフェイは窓にかかっていたカーテンを手にしていた剣で切り裂き、床に落とすと、手早く繋ぎ始めた。

「手伝います！」

　彼の意図を察したマギーが素早く他の裂かれたカーテンを結び始める。

　一本の長い紐になったカーテンを、フェイはバルコニーから垂らし、引っ張って強度を確かめた。

「安全を確認しながら俺が先に降りる。あんたらはその後を追って降りてくるんだ。いいな？」

　エヴィーラとマギーは互いの顔を見合わせて息を呑むと、こくんと頷いた。

　フェイはバルコニーの手すりに手をかけて長い脚でひょいとまたぐと、裂いたカーテンを掴んで結び目に足をかける。

「あ、フェイさん」

　そこにマギーが声をかけて駆け寄った。

「ん？」

　ぶら下がったフェイに、マギーは「ごめんなさい」と小声で囁くと何かを彼に押し当て、スカートの中に隠し持っていた短剣を彼の脇腹に突き立てた。

　う、とうめき声を上げて、フェイの体はそのまま海面に落ちていく。

「フェイ!!」

　エヴィーラがバルコニーに駆け寄って悲鳴のような声を上げた。遥か十メートル先の海面に水柱が立ち、フェイの体が沈み込んでいく。そこに短剣で刺された彼の血が一瞬浮かんで消えた。フェイは浮かんでこない。

「……マギー、どうして……」

　信じられないものを見る目で、エヴィーラはマギーを見つめる。

「姫様、すみません。私、こうするしかなくて──」

　マギーの目が絶望に沈んでいた。

「よくやった、小娘。約束通り妹は返してやろう」

　今まで潜んでいたのか、部屋の入り口から現れた王が哄笑を上げる。

　エヴィーラは咄嗟にバルコニーの手すりに手をかけて飛び降りようとした。今ならまだ助けられるかもしれない。

　しかしそんなエヴィーラの体にマギーがしがみ付く。

「ダメです姫様！」

「離しなさい！」

「ダメです！　罪は全部私が背負います！　だから姫様は──！」

　さっきの無表情と一転し、ぼろぼろと泣きじゃくるマギーの声に、それでも抗がって飛び降りようとしたエヴィーラを、王と共になだれ込んできた近衛の兵士たちが抑え込む。

「フェイ！　フェイ！　いやぁあああああっ！！！」

　叫ぶエヴィーラの口元に薬を染み込ませた布があてがわれ、彼女は急速に意識を失った。







６．崩壊








　どれくらい意識を失っていたのか覚えていない。途中で何度か目が覚め、何かを叫んだ気もするがその度に薬で無理やり眠らされ、それも曖昧な記憶の彼方だ。

　鉛のように重たく感じる意識で、ようやく目覚めた時に目に映ったのは、生まれてから塔に入るまで住んでいた、城内にある自分の部屋のベッドの天蓋だった。

　──なぜ自分はここにいるのだろう。なぜここは塔じゃないんだろう。

　ぼんやりとそんなことを考えながら僅かに頭を動かすと、枕元に突っ伏しているマギーの姿が見えた。

　どうしてこの子がここに？　この子とは塔で別れたはず。一緒に連れて行くと危険だと思ったから置いてきた。彼と一緒に危険に飛び込むのは自分だけでいいと、そう思って。

　──彼。

　突然彼の姿が奔流のように蘇る。浅黒い肌。癖のある黒髪。狼のようにたまに金色に光る双眸。いつもふざけた口調で喋る長身の──。

「フェイ……」

　呟いた瞬間に記憶が蘇った。海に落ちるフェイ。薄暗くなる水面に水柱を上げ、落ちて浮かんでこなかった。彼はどこ？　あれから彼はどうなった？

　ぐるぐると恐怖と焦燥がエヴィーラを包み込む。

「──ひめさま？」

　エヴィーラ覚醒の気配にうたた寝から目覚めたマギーが不明瞭な声を出す。

「あのひと、どこ……？」

　そんなマギーをひたと見つめてエヴィーラは尋ねた。

「フェイは？　今どこにいるの？」

　落ちたままだなんて信じない。滝に落ちた時だって平気で泳いでいたのだ。あの人に何かあるはずはない。だって彼は──。

『愛してる、エヴィーラ』

　耳元で囁かれた言葉がまだこんなに鮮明に残っているのに。あの時感じた怖いくらいの歓びが、ついさっきのことのように思い出せるのに。

　マギーは勝気な瞳に涙をにじませ、口をぎゅっとへの字にしたまま首を小さく横に振った。

「あ、あの海には、サメがいて……私が負わせた傷で、血が、呼ぶから──と」

「呼ぶから、なに？」

　エヴィーラの声が冷たく尖る。有り得ない。有り得っこない。マギーを責めるつもりはなかったが、現実を受け入れられなかった。マギーは薄い肩を震わせている。

「あ、あの方は、浮かんできませんでした、おそらく……そのままサメの餌食になったのだろうと──」

　とつとつと喋りながら、マギーの声はどんどん固いものになっていく。

「有り得ない！」

　急に起き上がろうとして頭がぐらぐらし、ベッドに手をついて蹲る。

「姫様！　何日も眠ってらしたんです！　急に動かれては──！」

「──はずない」

「姫様？」

「あの人が！　死ぬはずない！」

　言ってしまってから急に体の力が抜けた。

　──死ぬ？　いやそんなわけない。彼を失ってしまうわけない。息が上手くできない。心臓が早鐘を打ち始め、脳は混乱の極みに達していた。

「姫様？　大丈夫ですか？　エヴィーラ様!?」

　マギーに支えられ、再び横たわらせられる。

　そのマギーの手をぎゅっと強く握って、エヴィーラは幼い子供のように尋ねた。

「そんなはずないわよね？　彼は生きてまた私に会いに来てくれるわよね？」

　狂気を宿した懇願の声に、マギーは唇を噛みしめて答えない。けれど望む答えが得られないまま、エヴィーラは更に無邪気な笑顔で繰り返した。

「大丈夫。あの人が死ぬはずなんてない。きっとどこかでまた私に会いに来る算段をしているのよ」

　それだけ呟くと、エヴィーラはまたすうっと意識を失ってしまう。

　マギーは握られていたエヴィーラの手をゆっくり剥がすと、そっと優しく布団の中に入れた。マギーの腕には、恐ろしい力で握られたエヴィーラの手の跡が赤く残っていた。
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　昼となく夜となくそんな浅い覚醒を繰り返し、エヴィーラの混乱が少しずつ収まると共に、やがてその瞳が絶望に覆われる頃、国王である父親が寝室に現れた。

　ベッドに伏せ、一言も口を利かない娘を一瞥すると、マギーに向かって話しかける。

「姫の嫁ぎ先が決まった。二週間後には婚礼を執り行う。それまでに食事を摂らせ、美しく磨き上げよ」

「……はい」

　マギーは深く叩頭したまま答える。

「私はどなたにも嫁ぎません」

　心を殺したようなエヴィーラの声に、王は片方の眉をちらりと上げて娘を見た。

「許さん。既に結婚式の招待状も配られておる。この国の王女として儂が定めた相手に嫁ぐのがそなたの使命じゃ」

「より持参金の多い者に、ということですか？」

「もちろんじゃ。裕福なものであるほどそなたの今後の幸福に繋がるであろう」

「私は既にイーサン・フェイの妻です。彼以外に嫁ぐ気はありません」

　毅然とした態度で事実だけを伝える。心は既に決まっている。神の前で誓いを上げていなくても、この魂は彼のものだ。彼以外と添い遂げる気はない。

「誰も知らぬならそれはなかったことじゃ。せいぜい初夜では初々しい新妻を演じてみせよ」

「嫌ですと申し上げました！」

「ならぬと申した！」

　エヴィーラはガバっと身を起こして父親に憤怒の表情を向けた。王とエヴィーラの間にバチバチと激しい火花が散る。二人はしばらく無言で睨み合っていたが、その緊張を解いたのは王が先であった。

「言っておくが、そなたが何か口にするまではこの小娘にも食事を許しておらん。姫付きの侍女であれば当然だな？」

　エヴィーラはハッとしてマギーを凝視した。マギーは見られまいと顔を伏せたままだったが、服の袖口から覗く手首や足が以前より細い。まともに食事も摂れぬままずっとエヴィーラについていてくれたのだろうか。

「卑怯です！」

「卑怯ではない。姫を健やかに保つのが侍女の務めである。それができぬ以上、致し方あるまい」

　エヴィーラは更に渾身の怒りを込めて王を睨みつけた。

「その小娘を哀れと思うのなら、さっさとそなたの美しさを取り戻すのだな」

　それだけ言って王は寝室を出て行こうとする。その背中にエヴィーラは声をかけた。

「お父様、わたくし旅の間に下々の言葉も少しだけ学習しましたの。お父様にも教えて差し上げますわね」

　妖しい笑みを浮かべた表情でエヴィーラは続けた。

「──くたばっちまえ！」




　フェイが聞いたら上手く言えたと褒めてもらえただろうか。
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　王は何も言わず出て行った。寝室にはエヴィーラとマギーだけが取り残される。

「……オートミールを」

　エヴィーラが漏らした言葉に、マギーはハッと顔を上げる。

「二人分お願い。はちみつをたっぷりかけて」

　エヴィーラの表情は固いままだ。それでもマギーは喜びに目を輝かせて「すぐお持ちします！」と寝室を飛び出していった。
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「やはり……腹部を少し詰めたほうが良さそうですわね。あとはお胸も大きくなられているので胸元も補正いたします」

　婚礼用のドレスを試着させられ、エヴィーラは言われるがままに立って腕を上げる。上質な絹に金糸や銀糸で詩集を施した美しい生地と、それに合わせて身に着けたアクセサリーが、エヴィーラの肌を一層美しく輝かせていた。

　しかしその表情は深い憂いを帯びたままだ。

　マギーを餓死させぬために何とか食事を摂り、肌や髪を磨かせるのにも身を任せた。短く切った髪も綺麗に揃え、付け毛とティアラで整えられている。

　だからといって気が晴れるわけもない。心の中は絶望で覆い尽くされている。

　エヴィーラがまったく口を利かないせいか、お針子や給仕たちの潜めた声もさわさわと耳に入ってきた。




『姫様の嫁ぎ先はとある国の第二王子らしいけど──』

『女好きの放蕩者で有名らしくて、殿下の父君も手を焼いて持参金を付けてうちの姫様をあてがうことにしたって──』

『元々の血筋も怪しいらしいわよ？』

『確かにお金だけはたっぷりあるみたいだけど──』

　同情と好奇心に満ちた声も、エヴィーラの無表情には一切の影響は及ぼさない。




　──フェイ、フェイ。大丈夫。あなた以外の男に指一本触れさせたりしないから。




　込み上げる絶望を必死に怒りに変換しながら、エヴィーラは仮留めで被さられたヴェールの中で復讐を企んでいた。
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「姫様。ルーガンディス王国のリアム殿下が到着されました。お出迎えを」

　侍従長に言われ、身なりを整えて謁見の間に向かう。

「お待たせいたしました。エヴィーラでございます」

　ドレスの裾を摘まんで無表情のまま頭を下げると、リアムは相好を崩してエヴィーラのそばへ駆け寄った。

「噂にたがわぬ、──いや、噂以上の美しい方ですな！　後宮中のすべての美姫を集めても及ばぬ。どこか愁いを帯びたかんばせがわたくしをこの上なく奮い立たせます！」

　興奮して立ち上がったリアムはさほど大きい男ではなかった。ヒールを履いたエヴィーラとそう変わらないように見える。フェイと比べたら頭一つ半は低いだろうか。年齢も、どう見てもエヴィーラより国王に近そうに見える。

　丸い鼻にぽってりと厚い唇が特徴的で、肌も痘痕の跡が残っていた。愛想だけはいい。

「どうぞ末永くお見知りおきを、姫」

　手を取って接吻されそうになり、思わず身を引きそうになる。そんなエヴィーラを、リアムは怪訝そうにじっと見つめた。

「申し訳ない、殿下。姫はあまり男性に慣れておらぬのじゃ」

　慌てて国王が取りなす。それでもリアムはエヴィーラの瞳をまっすぐ覗き込んで言った。

「問題ない」

「は？」

「いえいえ、こちらのことです。姫様が男性に慣れていらっしゃらないのも事情はよく伺っております。どうぞご心配なく。このわたくしめが委細問題なく取り計らいましょうぞ」

　にこにこと笑いながら言うリアムの、むっちりした芋虫のような手からするりと自分の手を引き抜くと、エヴィーラは侍従長に促されて彼らと歓談の間に移る。そして新たに婚約者となったリアムの隣の席に座らされた。対面に腰かけている王が嬉しそうに笑う。

「おお、お似合いじゃな！　一幅の絵のようじゃ！」

　わざとらしい父のおためごかしに、エヴィーラは益々失笑した。きっと父にはリアムが宝石か金貨の塊に見えているに違いない。

　上等の酒と料理が並べられ、王とリアムの間で空々しいほど楽し気な会話が続く。リアムの国の宝物庫にはどれだけの財宝が埋まっているのか、なぜそんな財産を得たのかが語られ、王が嬉しそうに感嘆の声を上げるのがひと段落着くと、エヴィーラはタイミングを計ってリアムに話しかけた。

「そう言えばわたくしは以前、湖の中に建つ塔に住んでいたのですけれど……」

　頭の中で考えた筋書きが、不自然にならないよう細心の注意を払う。

「ええ。そうお聞きしております」

　リアムはぽってりした唇を動かしながら答える。エヴィーラの呪いを解く前提で様々な求婚者が塔に乗り込んできていたのは周知の事実だったから、彼もそれを聞き及んでいるのだろう。

「実はその塔に一度盗賊が忍び込みまして、仕掛けてあった罠で捕まえて事なきを得たのですが……彼が言うにはこの塔は盗賊たちの間では知る人ぞ知る財宝の隠し場所なのだと」

「え？」

　リアムは目を丸くして口を大きくあけ、王も財宝と聞いて耳もピンと立てる。

「もちろん世迷言だと思いましたわ。かれこれ三年ほど住んでおりましたが、そんなものは見たことございませんでしたから。けれどその盗賊は外から見た時と中に入ってから見た時の部屋の天井の高さがおかしいと申すのです。最上階とその下の部屋の間に隠された空間があるのではないか、と──」

「ほう……」

　リアムは目を輝かせている。王もすっかり興奮して叫んだ。

「それで！　隠し部屋はあったのか!?」

「さあ……どうだったかしら。ここのところ色々あって記憶が曖昧で」

　エヴィーラは焦らすようにリアムと王を交互に見つめてにっこりと微笑んだ。

「もったいぶるでない！　正直に話せ！」

　口角泡を飛ばす王を、リアムが宥める。

「陛下！　よいではないですか。その塔はまだあるのでしょう？　一緒に財宝を探しに行きましょう！」

「ん？　いやしかし、殿下は長旅でお疲れでは──」

「いえいえ、隠し財宝と聞いたら黙っていられません。ぜひその探索にわたくしめもお加えください！」

　目をキラキラさせてせがむリアムに、王は苦い顔になった。財宝を横取りされてはたまらないと思っているのだ。

　エヴィーラは胸の奥で、彼らが餌に食いついたことを実感した。

「あの塔に行ってみればわたくしも何か思い出すかもしれません。でも式の準備で忙しいですからそんな暇はないですわね」

　卓の上で軽く指を組んで曖昧に微笑んだ。

「いや、そう言わずにぜひ！」

「どうなさいますか、父上？」

　チャンスが訪れた興奮を悟られまいと、エヴィーラは感情を押し殺した声で尋ねる。

「そうじゃな。確かにしばらくは式の準備と式自体で忙しい。塔とて逃げるようなものではなし、行くとしたらすべてが終わって落ち着いてからの方がよかろう」

「え～～」

　リアムは不満そうだが、渋々と王の提案を受け入れた。

「分かりました。それでは式が済んだら参りましょう！　いやあ楽しみが増えたな」

　ニコニコと笑うリアムを尻目に、王の目が暗い目論見で光っていた。
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　後日にと言った王が、こっそりと最少人数の供だけを連れて塔に向かったのはその日の真夜中で、同道させられたエヴィーラは「やはり」と自分の読みの正確さに安堵する。財宝と聞けば誰にも渡さず独り占めしたくなるのがこの父だ。リアムが同道する前に財宝を探し出し、そのまま隠してしまうつもりだろう。僅かな供を連れて早馬の馬車を走らせ、塔に着いたのは明け方だった。

「さあ、案内せい！」

　父親にせっつかれて、エヴィーラは下ろした跳ね橋を渡って塔に入った。王と一人の近習、アランが引き連れた数名の兵士が後に続く。

　四年近く、この塔の中だけで暮らしたのだ。数か月ぶりに足を踏み入れると感慨深い思いがこみ上げる。しかし感傷に浸っている暇はなかった。

「思い出せ！　隠し部屋はどこだ？」

「──こちらです」

　エヴィーラはマギーが使っていた小部屋の隅から階段室に入ると、フェイと昇った階段の壁を手探りで探す。フェイの実家の家宝を見つけてから、隠し戸である壁は再び塞いでおいたはずだ。

「確かこの辺りに──、ありました。暗いので灯りを持って入ってください」

　嵌め石を二つ動かし、隠し扉が開くのを見て、王は歓声を上げる。そして扉が開き切るのも待たず転がるようにして部屋に入っていった。側近たちも後に続く。最後の兵士がエヴィーラの腕を掴んで一緒に入った。

「おお、これは！　こちらにも素晴らしい！」

　フェイとエヴィーラが見つけた通り、隠し部屋には美しい宝石や金貨、装飾品などが所狭しと並んでいた。エヴィーラを捕まえていた兵士も我を忘れて手を放し、宝の山に駆け寄っていく。そんな様子を窺いながら、後じさろうとしたエヴィーラを、いつの間にか背後から忍び寄った人物が押し留めた。

「リアム殿下……！」

「こんなこともあろうかと思って、こっそり後を付けてきちゃいました」

　リアムは唇の端を上げてニヤリと笑う。背後には護衛らしき鎧兜を付けたままの兵士が一人。そして彼らも大股で部屋の奥に進んでいく。

「国王陛下、ひどいじゃないですか。一緒に行きましょうと約束しましたのに」

　リアムの言葉はどこまでもふざけていて、エヴィーラは元々彼がこの状況を予測していたのだと気付いた。どうやら思ったより知恵が回るらしい。

「ぐ、うぬは……！　うるさい！　この塔は儂のものなのだから、ここの宝も全部儂のものじゃ！」

「別に取り上げようとしてるわけではありませんよ。でも私だって姫の夫になるのですから陛下にとっては義理の息子、少しくらいはねえ？」

　厚ぼったい唇がめくれて、ぺろりと舌なめずりをする。

「私も力自慢の兵士を一人連れてきています。運び出すなら手伝いますよ？」

「い、いかん！　これは儂のじゃ！　誰にも触れさせぬ！」

　王は宝の山を前に目を血走らせ、理性を失っている。

「そ、そなたにはそこのエヴィーラをやると約束したではないか！　それで充分であろう！」

「もちろん姫は頂きます。しかしそれだけでは足りないなあ……」

「なんじゃと！」

　怒りの湯気をもうもうと上げる王に、リアムは滑らかに言葉を継ぐ。

「陛下には姫以外世継ぎがいらっしゃらない。ですから姫の産んだ子供が正式な世継ぎとなります。しかしそれもまだ先のこと。間に姫の夫がこの国を統治するのも吝かではない」

　リアムの言葉はどこまでも狡猾で抜け目がない。一方、王は怒りで完全に感情的になっていた。そんな二人を、エヴィーラは冷めた目で見つめる。どちらも権力と財宝への欲望で目が眩んでいた。

「何を世迷言を……！」

「そうですか？　これだけの宝があればあなたはこれからも悠々自適で好きなように暮らしていける。だったら面倒な国の統治なんてやめて好きに暮らせばいい」

「ふざけるな！　この国もこの宝も全部儂のものじゃ！」

　欲の皮を突っ張らせて言い切る王に、リアムはやれやれと肩を竦めて見せた。その時、王は一人の兵士に目くばせを送る。するとエヴィーラの一番近くにいた兵士がエヴィーラを捕まえて彼女の首筋に剣を当てた。

「何を──？」

　呆気にとられるリアムに、王は笑って言った。

「やはりこの娘もやらぬ！　お前のような野心家にやっては国の安泰が望めぬじゃろう。持参金を慰謝料代わりに貰ってやるからとっとと国に帰るがいい」

　怒りと欲望で我を忘れたのか、言ってることが無茶苦茶である。エヴィーラも何か言おうとするが、細い首筋に剣が押し当てられていて迂闊に喋れなかった。

　──でもあともう少し時間が稼げれば……。

　そう思った瞬間、リアムが背後の兵士に叫んだ。

「とっとと姫を取り返せ！」

　リアムの背後にいた鎧の兵士は疾風のような速さでエヴィーラと兵士の前に来ると、剣を掴んだ腕を力づくで捻り上げる。そのまま逆の手でエヴィーラを兵士から引き剝がした。前につんのめって倒れそうになるエヴィーラを素速く抱きとめる。不意に、ふわりと記憶を刺す匂いがした。

　──この匂い、知ってる。

「──大丈夫か？」

　その声を聴いた途端、エヴィーラの目が信じられないものを聞いたように大きく見開かれた。

　──うそ、うそ。そんなわけない。でも──。

　抱きとめた胸の厚み、掌の大きさ、発せられる柑橘類のような体臭と耳に残る愛しい声。

「……フェイ？」

　被っていた兜のシールドをそっと押し上げる。

　そこには愛しい男の顔があった。切れ上がった鋭い目が優しく細められる。

「待たせて悪かったな」

「フェイ、フェイ、フェイ──！」

　エヴィーラは両手を伸ばしてその首に噛り付く。王は呆然とした顔でフェイの顔を凝視した。

「お前、死んだはずでは……」

「生憎だがな、なんとか死の淵から戻ってきたよ。愛しい女を置いていくわけにはいかないからな」

　片手でエヴィーラを抱きしめたまま、フェイはニヤリと笑った。

「あー、じゃあ、私はそろそろいいですかね？」

　二人の背後にいたリアムが気の抜けた声を出し、フェイは「ああ」と笑って答えた。

「リアム殿下……？」

　エヴィーラはリアムと呼ばれていた男を振りかえる。

　──彼は一体何者？　なぜフェイと一緒にここへ？

「婚約者のふりをさせていただくのは大変役得でしたが……残念ながら私は影武者です。そちらが我が国の悪名高き放蕩王子、リアム・イーサン・フェイ殿下にあらせられます」

　それまでフェイのふりをしていた男は、ようやく任を解かれた解放感で首をこきこき回しだした。

「本当にねー、うちの王子は無茶ぶりが多くて。数年ぶりに帰国の連絡が来たかと思ったら嫁を貰うから手配しろだの、呪いが解けるかやってみろだの影武者をやれだの……あ、申し遅れましたがわたくし実の名を国一番の呪術師、ハリーダルと申します。以後お見知りおきを」

「あ、あの、わたくし……」

　味方だと思ってみれば、怪しく感じていた愛想の良さも今は頼もしく思える。現金なことこの上ない。

「さて王よ、驚かせて恐縮だが改めて提案だ。この国の舵取りを俺とエヴィーラに任せてみないか？　あんたよりいい国にする自信があるぜ？」

　片目を瞑ってみせるフェイに、王は激怒の形相になって咆哮を上げた。

「許さぬ！　娘も国もお前にはビタ一文渡さんわ！」

「まあ、そうなるよなあ……」

　フェイは深々とため息を吐く。

「王よ、この塔にはもう一つ言っていなかった秘密の仕掛けがある」

「なに？」

「この部屋をあける嵌め石の隣にもうひとつ偽のスイッチがあって……、そっちを押しちまうと塔が崩壊を始めるんだ」

「は、なにをバカな……！」

　鼻で笑おうとした王は、娘の冷たい視線に気付いて顎を落とした。

「エヴィーラ、そなたよもや……」

　エヴィーラは何も言わず妖艶ともいえる笑みを浮かべて見せる。

　その直後、遠くからカタカタと何かが崩れる音が響いてきた。

「ほら、始まっちまった」

　フェイの言葉に王は一瞬怯む。しかし再び哄笑を上げて言った。

「そんな諫言には騙されぬ！　どうせ儂をここから追い出して宝を独り占めしようという魂胆だろう！　騙されぬぞ！　この宝はすべて私のものじゃ！」

「そうか。じゃあ俺たちは逃げさせてもらう。命あっての物種だからな。行くぞ、エヴィーラ、ハリーダル！」

　エヴィーラは「はい！」と答えると、フェイに肩を抱かれたまま、ハリーダルと共に隠し部屋から飛び出す。

　フェイたちが隠し部屋を出たタイミングで塔全体が細かく揺れ始めた。天井からもパラパラとつぶてが降ってくる。王よりはまだ正気を残していた兵士たちが我先にと隠し部屋から飛び出し始めた。

「こら！　逃げるでない！　宝を持っていくのじゃ！」

「陛下！　陛下もお逃げください！　本当にこのままでは──」

「ええい、うるさい！」

　フェイたちが矢のような速さで跳ね橋を渡り切るころ、塔はすでに一部が崩れ斜めになっていた。そこから兵士たちはわらわら飛び出し、跳ね橋まで辿り着けず湖に飛び込んでいく。跳ね橋も塔が崩れると共に支えを失って湖に落ちていった。

　最後に塔の窓から顔を出した王と側近が、金銀財宝をありったけ服に詰めて湖へと飛び込む。しかし身に着けているものが重すぎて溺れそうになっていた。慌てて兵士たちが王を助けようと泳いでいったがそれでも王は重たい貴金属を手放そうとせず、暴れまわって救助しようとする兵士を遠ざけている。

　エヴィーラは崩れゆく塔と水面で醜く揉みあう王たちから目を背け、フェイの顔を見上げるとやがてくつくつと笑い出した。

「エヴィーラ？」

「だって……」

　エヴィーラはそのまま腹を抱えて笑い出す。

「あなたが水辺にいて濡れずに済むなんて、すごい奇跡じゃない？」

　滝で落ち、アルキダの領主の館でも海に落ちた。そもそも出会った時も湖から上がってきてびしょ濡れだったのだ。

　エヴィーラの言葉に、フェイも数秒遅れて笑い出した。

「違いない！」

　笑い転げる二人を、ハリーダルは呆れたように見ている。

「さあ、姫君、どうする？」

　ようやく笑いが止まった後、フェイは改めて言った。

「え？　何が？」

　エヴィーラは涙を拭いながら答える。

「何って決まってるだろ？　俺たちの結婚式だ」

　会心の笑みを浮かべるフェイに、エヴィーラは改めて花のように笑った。

「もちろんするわ。素敵なウエディングドレスが用意できてるの」

　二人は改めて見つめあうと、しっかりと抱きしめ合い、そこには誰も存在しないかのように深いキスを繰り返した。





　◇◇◇






　フェイは城に戻ってから実はマギーにはさほど深く刺されていなかったことを告白した。刺されたように見えるよう、獣の血を詰めた革袋を押し付けられ、それ越しに短剣を立てられていた。

　とは言え完全無血とはいかず、体勢を崩しての落下でもあり、海面に叩きつけられて鎖骨の骨折は免れなかった。鳥を使ってこっそり呼んであった仲間が助けに潜ったとはいえ、死にかけたのは本当だったらしい。

　その事実を知ったエヴィーラは、マギーを呼び出すと「バカ！」と叫んで彼女に抱き着き、ぼろぼろと泣き出した。マギーもつられてわあわあ泣き出し、しばらく誰も二人に近寄れず泣くに任せる結果となった。

　城で下働きをしていたマギーの妹、ミーナは、今では育った孤児院に戻り、元気にシスターたちの手伝いをしているらしい。




　結婚式の日は快晴だった。それまで生やしていた無精ひげをそり落とし、幾分若く見えるようになった正装のフェイと、美しく装った花嫁のエヴィーラが、神と人々の前で祝福を受ける。

　ハリーダルからは「あなたにはもうどんな呪いも残っていない」とはっきり断言された。つまりはフェイの真実の愛が呪いを解いたのだろうか。けれど愛する人を取り戻したエヴィーラにとっては、もう既にそれはどうでもいいことになっていた。

　湖に沈みそうになっていた王は一命をとりとめたものの、結局すべての財宝が湖に沈んだ事実にショックを受け、呆然自失となり寝台から動けなくなっていた。その事実もあり、世継ぎの姫であるエヴィーラと、その夫であるフェイがこの国の正式な統治者と認定される。

　その後なんだかんだと多少のつじつま合わせはあったものの、晴れて結婚式の運びとなったのである。




　エヴィーラが引きこもっていた塔の崩壊も、彼女の呪いの解呪に一役買ったのではと人々はまるで見てきたかのように噂した。

　結婚式は滞りなく進み、フェイの国から珍しい酒や食べ物、祝いの品もふんだんに送られてきた。異国人とは言え美形で気前のいい王子に、国民からの人気は高騰する。結果、人々は無礼講でエヴィーラの呪いの解呪と二人の結婚を寿いだ。

　招待客たちへの対応もあり、結婚式は三日間続いた。国内外に王位交代を知らしめる意味もあり、主役の二人は目が回る忙しさだったが、概ね恙なく儀式は進行した。

　空には白い鳥たちが放たれ、人々の奏でる音楽が鳴り響き、色とりどりの花が咲き乱れる中、二人は多くの人々の祝福を受けながら永遠の愛を誓い合ったのだった。







エピローグ








　呪いは解かれた。

　──その筈だった。




「だって……おかしいわ……」

　肌を朱に染め、息を弾ませながらエヴィーラは呟く。

「おかしいって何が？」

　フェイは笑いを含んだ声で聞き返した。

「だって……ぁんっ！」

　背骨の辺りを唇でなぞられて、思わず声が上がる。

　灯りを落とし、月光だけが差し込む寝室の、ドアと寝台の中間で、エヴィーラはウエディングドレス姿のまま背後からフェイに抱きしめられていた。婚礼の時にかぶっていた繊細なレースのヴェールはとっくに外されて床に落とされている。背後から回った手がエヴィーラの、ドレスで寄せて盛り上がった胸を揉みしだいている。

　結婚式が終わり、祝福に訪れた人々からようやく解放された深夜、窓の外では虫たちが鳴らす鈴のような音だけが美しく響いていた。

　立ったまま甘い愛撫を施されていたエヴィーラは、少しでも気を抜けばもう腰から崩れ落ちそうになっている。

「だって……ハリーダルは言ったのよ？　呪いはとっくに解けていて発情期はもう発動しませんて」

「ああ、そう言ってたな」

「それなのに──」

　続きを言おうとして、恥ずかしさに口籠る。

「それなのに？」

　大きく開いた背中から首筋に唇を移動させたフェイが、籠った声で聞き返す。なんて色っぽい声なんだろう。

「その、……ひゃん！」

　ドレス越しに胸の先端を摘ままれて、エヴィーラはびくりと体を震わせた。

「続きを。ハリーダルがそう言ってたのに？」

　巧みに手を動かしながらフェイが催促した。

「だって……式の間中、本当は……ずっとおかしくなってたわ」

　泣きそうな声でエヴィーラは言った。

　列席者も多かった荘厳な式が執り行われる間、エヴィーラはまともにフェイの顔を見ることができなかった。顔を見ると全身がおかしくなりそうだったからだ。

　あんなに粗野で悪辣な雰囲気を纏っていたフェイなのに、婚礼に現れた彼は無精髭を剃り落とし、髪も整えられ、見事なまでに王子然としていた。まるで初めて会う神話の中の王子のように。

　その姿を見るだけでドキドキしたし、すべての細胞が彼が欲しいと告げていた。

　発情期の時と一緒である。体が熱くてふわふわするし、お腹の奥がずくずくと物欲しげに疼いている。こんな状態は恥ずかしくて誰にも知られるわけにはいかないから、エヴィーラは式の間中、無言で俯いているしかできなかった。

　誓いのキスの時でさえ、彼に触れられることが嬉しくて、それ以上にどうしようもなく恥ずかしくて、震えてしまったくらいだ。もっともそんな姿は周囲にこの上なく初々しく映って、エヴィーラの好感度を最高に上げたのだが。

　そうしてようやく式が終わり、二人きりで寝室に来た途端、エヴィーラの熱はそれまで以上に高くなった。体が熱くてたまらない。目は潤み、息は浅く早くなってしまう。こんな風におかしくなるなんて、呪いがまだどこかに残っているとしか思えない。

　そんなこんなをしどろもどろに説明していると、フェイが困ったように笑った。

「そりゃあつまり……俺に抱かれたくてたまらないってことだろ？」

　図星を刺されて真っ赤になる。

「や、やっぱりおかしいわよね！　その、あなたとするのは初めてでもないのに、こんな風におかしくなるなんて……！」

　恥ずかしさのあまり、エヴィーラは両手で顔を覆ってしまう。しかしフェイはエヴィーラの前に回り込むと、彼女の手を顔からそっと剥がし、身を屈めて顔を覗き込んだ。

「俺もだぜ？」

「へ？」

「俺もとっくにおかしくなってる。そりゃあ式の間は顔面固定して必死で堪えたけどな。あんたが……隣にあんなに綺麗なあんたがいて……しかもあんな風にずっと潤んだ目で見られてたら、いつ押し倒して抱き潰してもおかしくなかったのに、式の間中必死に耐えた俺を褒めてくれ」

　彼らしからぬ、世にも情けない顔をしてフェイは言った。まるで芸をしたのに褒めてくれない飼い主を責める子犬のようだ。しかしエヴィーラはそんな珍しい表情をからかう余裕さえなかった。

「うそ……」

　ずっと涼しげな顔で隣にいたではないか。城のバルコニーから、祝福に訪れた庶民たちに顔を見せる時も、まるで裏社会なんか微塵も知らないかのように爽やかな笑顔を見せていた。そんな笑顔すらも眩しくてまともに見られなかったのに。

「これが嘘だと思うか？」

　そっと抱きしめられて股間を押し付けられた。押し当てられた膨らみにぎょっとする。

「あの、これは……」

「俺の美しくも聡明な妻はこれがなんだか分かってるはずだが……？」

　からかうように耳朶を食まれて、更に全身に血が上った。

「もう限界だ。我慢できない。このまま犯していいか？」

　フェイの、わざと悪辣な言葉が媚薬のように耳から注ぎ込まれる。エヴィーラも我慢の限界だった。

「いいわ。来て……」

　泣きそうな掠れた声に、フェイは花嫁を抱き上げると寝台まで運んでその身を横たわらせ、ドレスの胸元を一気に引き下げて直接しゃぶり付いた。

「あ、はあん、ああぁあ…………っ！」

　両手で胸を揉みしだきながら、先端を強く吸われてエヴィーラは嬌声を上げる。綺麗に編み込まれていた短い金髪が、枕に擦りつけられて乱れ始めた。

　フェイの右手はそのままドレスのスカートをめくりあげて下着をはぎ取る。そうして絹の靴下と靴下止めだけ残し、白い太腿の間に自分の体を沈み込ませた。

「ずっと……会いたかった、会って安否を確かめて、それから……あんたとひとつになりたかった」

　万感の思いがこもった声に、エヴィーラも深く同調する。

「あ、私も──会いたかった。死んだなんて信じてなかった、し、……んんっ」

　太い指が足の付け根をぐちゃぐちゃと掻き回す。そこははしたないほど蜜が溢れていた。

「これは……今だけじゃないな？」

　わざと意地悪に訊かれてエヴィーラは唇を噛んだ。

「おかしくなってたってのはこれか？　式の間からずっと……？」

「や、違……っ」

　否定しようとしたが、尋常じゃない蜜の量に嘘だとばれている。フェイは更に中指を蜜口に沈み込ませて深く抜き差しし始めた。じゅぽじゅぽと隠微な音が響く。

「正直に言えって」

「や、フェイのバカぁっ」

　泣き叫ぶエヴィーラの、足の間に顔を近づけて今度は下で味わいだす。

「や、あぁあんっ、ダメ、フェイ、もうダメなのぉ……っ」

　尖らせた舌が花弁の間の光江尾舐めとり、最後に固く膨らんだ淫粒をじゅっと吸った。

「ふぁあぁああぁあああ…………っ」

　両腕で顔を覆って叫ぶ花嫁の、大きく膝を割ってフェイは自らをあてがう。

「来て、フェイ。もう我慢できないの……」

　エヴィーラの涙声に、フェイは腰を強く沈めていく。ずぶずぶとフェイの分身が自分の中に沈み込む感覚に、エヴィーラは恍惚となった。ずっと焦がれていた一体感に体中が熱くなる。そのまま溶け合ってしまいたかった。

「すげ、締め付けてくる、エヴィーラ……っ」

「フェイ、フェイ……」

　エヴィーラは離されまいと必死で自分の足を彼の腰に巻き付ける。

「バカ、それじゃあ動けないだろ……」

　優しく苦笑されて、慌てて力を抜いた。そのまま汗ばんだフェイの頬に掌を当て、じっと彼の顔を覗き込む。

「エヴィーラ？」

「二度と……離れないでね？　私のそばからいなくならないで──」

　言いながら涙が滲んでくる。おかしい。なんでこんな子供じみた我儘を言っているんだろう。

　フェイは体を繋げたままぽつりと言った。

「怖い思いをさせて悪かった。俺が──死んだと思ってたんだよな？」

　そう言われた途端、涙が溢れだしてしまう。

「ごめんなさい。分かってるの。あなただって大変だった。知らせたくても知らせられない状況だったのよね？　分かってるの、だけど──」

　やはり怖かったのだ。愛する人を失ったかもしれない。その恐怖がずっとエヴィーラを蝕んでいた。

「エヴィーラ、そんな風に泣くな──」

　フェイはエヴィーラの顔を包み込んで優しいキスを落としていく。額に、瞼に、頬に──。最後に唇に触れ、厳かな声で言った。

「二度と離れない。誓うよ」

「…………うん」

　エヴィーラが泣きじゃくりながらもなんとか微笑むと、彼女の中でフェイが大きくなった。

「……わりぃ。泣き顔が可愛くてつい──」

　きまり悪そうな声に、つい吹き出してしまう。

「いいわ。ね、動いて──？」

「ああ」

　ゆったりと、湖水に浮かべた船に揺られているような動きだった。気持ちいいが激しくはない。エヴィーラは赤子のように身を委ね、安心して揺られている。しかしそれも最初の内だけだった。内壁を擦られ、あと少しで昇り詰めそうなのに、あと一歩で昇り詰められないもどかしさに襲われて狼狽する。フェイを締め付ける蜜洞に力がこもってしまった。

「フェイ……？」

「ん？」

「あの、だから、つまり……焦らしてる？」

　頬を上気させ、それ以上は恥ずかしくて言えずにひたと彼を見つめた。

「焦れてるのか？」

　逆に聞き返されて、何も言えなくなってしまった。欲しいのに恥ずかしくて言えないもどかしさが、エヴィーラの体を更に過熱させてしまう。

「……ああ、やっぱり最高だな。あんたのそういう顔は最高にそそる」

「え……？」

　フェイの瞳も興奮で輝いていた。琥珀色の瞳に見つめられてエヴィーラは息を呑む。

「純白の衣装を身にまとったまま、足と胸だけむき出しにして俺を欲しがるあんたは、背徳的で最高に綺麗だ」

「や、そんな──ぁ」

　エヴィーラの中で大きくなったソレが、彼女の一番奥を突き始める。

「ぁん！　あ、あ、あぁあ、ぁん、あ……っ！」

「ここだろ？　あんたが欲しがってるのは」

「そ、そ、だけど……あ、や、ダメ、イっちゃう……っ！」

　待ち望んでいた激しい彼の動きに喘ぎ声が止まらなくなる。何度も奥を突かれ、エヴィーラの官能は一気に高められて爆発した。息を切らし、体中の力が抜けていくのに、射精し続ける彼だけは離すまいとぴくぴくと小刻みに震え続ける。

「……く、搾り取られる──」

　遠い意識の外で彼の呟きが届いた。自分の中が彼の熱い精液で満たされているのが分かる。

「フェイ、愛してる──」

　体中を満たす想いが切なくて、こらえきれずに言葉になって漏れた。

「バカっ、そんなことを言ったら──」

　エヴィーラの中でフェイが再び固くなる。

「あ、ダメ、今おかしくなってるのに──」

　これ以上されたらどうなるか分からない。

「俺をおかしくしてるのはあんただ。エヴィーラ、愛してる、愛してる──」

　呪文のように唱えながら唇を重ね、舌を絡め合う。そして太腿を抱えあげられて更に何度も奥を突かれた。その度にエヴィーラは我を忘れて嬌声を上げる。

　再び達した時にはさすがにぐったりと力を失い体を投げ出すしかなかった。

　しかし数分も経たない内に、フェイは身を起こして、僅かに残っていた着ているものを全部脱ぎ捨てる。

　ぼんやりと目を開けたエヴィーラの前に、美しく引き締まった男の裸体があった。しなやかな筋肉と美しく伸びた肢体。神が作りたもうた至高の獣。

　──綺麗……。

　こんな美しい存在を目の前にして、正気でいられるはずがない。エヴィーラはこの時初めて、エヴィーラを前におかしくなる男たちの心情をほんの少しだけ理解した気がした。もちろん許すつもりは全くないが。

「……やらしい目で見てる」

「え！」

　図星を指されてエヴィーラは真っ赤になった。フェイはそんな妻をニヤニヤと見ている。

「あんたのものだ。好きなだけ見ていいぜ？」

「えっと、その……」

　さあどうぞと言われると戸惑うのが人情だ。エヴィーラは急に恥ずかしくなって目を逸らした。

「どうした？」

　くぐもった色っぽい声で夫が聞いてくる。

「あ、あの、私も脱いだ方がこれ……っ」

　恥ずかしさをごまかすために自分を見下ろしたら、それ以上に恥ずかしかった。陸み合った余波で胸と足がむき出しになって、既に着ているというよりも巻き付いていると言った方が正しいドレスは、滑らかなシルクも繊細なレースもぐちゃぐちゃになっている。着付けてくれた女官たちが見たらなんと言うだろう。

「……ああ、そうだな。手伝おう」

「え!?」

　エヴィーラをくるりと裏返し、背中にたくさんついたボタンを器用に外しだす。

「そもそも自分で脱ぐのは無理だろう？　任せてくれ。こういうのは得意だ」

　心なしか、フェイの声は嬉しそうだった。にしても得意って……つまり慣れてるってこと？

　何となくモヤモヤしていたエヴィーラの背中に、ちゅっとキスされる。

「ひゃっ！」

　飛び上がりそうになったエヴィーラを背後から抱きしめ、白い背中に唇がさまよい始める。

「あ、あの、脱がせてくれるんじゃ……」

「ああ、もちろんそうするさ」

　言いながら、フェイの手は後ろからやわやわと胸を揉み始める。

「……あん──っ」

　両方の先端を指で摘ままれて甘い声が出てしまった。

「フェイ、フェイ……」

　泣きそうな声が出る。こうなるともう諫めているのか望んでいるのか自分でもよく分からない。しかも本人が宣言した通り、彼は唇で編み上げられていた腹部のリボンを口で解き始めた。合間合間にあらわになる背中にキスを落としながら。

「～～～～～っ！」

　くすぐったさと気持ちよさでエヴィーラの体は再び火照りだす。

「あんたは背中もすごく綺麗だな……」

　感嘆するような声にゾクゾクした。背骨のラインを舌で舐め上げられ、ビクンと体が跳ねる。

「……ほうら、全部解けた」

　艶めいた声で囁かれ、ぴったりと貼り付いていたドレスがくびれたウエスト部分からふわりと浮くのが分かった。そのまま下にずらされ、下着ごと足から抜かれて床に落とされた。残っているのは首に巻き付ける形のネックレスと、太ももまでの絹の靴下、それを固定している靴下止めくらいだ。確かに得意と言うだけあって彼の動きは淀みない。まるで奇術師のような手際の良さだった。

　そのままエヴィーラはうつ伏せにされ、背中から愛撫される。手のひらは柔らかい胸のふくらみを愛撫しながら、唇は肩甲骨や背骨の間を何度も往復し、時に強く吸われた。彼の器用な指先は、赤く染まった胸の先端を甘く摘まんだり、くりくりと弄んでいる。触れられているのは上半身ばかりなのに、エヴィーラの熱は下腹部へと溜まっていく。

　やがて彼はエヴィーラの腰を優しく持ち上げると、まあるい臀部にもキスし始めた。

「あ、やだ、そんなとこ……っ」

　抵抗しようとするのに、柔らかい肌を手でも揉まれて力が入らない。

　やがて高く持ち上げられた双丘の間を唇が下り始めた。唇が辿り着く前に、彼の長い指が蜜を垂らす花弁の間に入り込む。

「あぁあ……っ！」

「分かるか？　あんたのココがまた、俺を欲しがってヒクヒクしてる」

　つまり彼にはエヴィーラの恥ずかしい部分がすべて見えてしまっているのだ。

「や、言わないで……っ」

　泣きそうな声で懇願するが、逆効果だった。

「こんなにびしょびしょに濡れて、真っ赤になって……すごく可愛いし綺麗だ」

「あぁあんっ！」

　口付けられてビクビクと体が震えてしまった。そのまま尖らせた舌が花弁の間を泳ぎ出し、溢れた蜜を舐め始めた。

「フェイ、本当にもう、ダメだから……あぁんっ」

　肘で立つこともままならず、腰を高く上げたまま上半身を伏せ、枕に顔を押し付ける。蜜口を舌で犯され、長い指に上部の淫粒を摘ままれて、腰からも力が抜けそうになってしまった。

「イっちまったのか？」

「だ、だって……ぁんっ！」

　膨張している淫粒を更に指で挟んでしごかれた。じくじくと快感が体の内側で暴れ出す。

「や、ダメ、も、イってるのにぃ……っ！」

　泣きそうな声で言うと、不意に背後から固いものが押し付けられる。

「エヴィーラ、可愛い。最高に綺麗だ……」

　感極まった声で呟くと、フェイはエヴィーラの腰を支えながら己の分身を突き立てた。

「あぁあああああぁあああっ！」

　一気に蜜洞が彼の剛直で満たされ、エヴィーラは歓喜の声を上げる。

　そのまま何度も腰を打ち付けられ、その度エヴィーラの一番奥は震え続け、彼を取り込もうとするように締め付けた。

「エヴィーラ、エヴィーラ……っ」

「フェイ、きてぇ……っ」

　堪らなくなってそう叫ぶと、彼は一層激しく打ち付け、思わず強く締め付けた瞬間に射精する。

「ぁあああ……っ」

　熱くほとばしる彼の精を感じて、エヴィーラも一気に昇り詰めた。

　シーツを握りしめ、喉をのけ反らせて叫ぶエヴィーラの、その細い顎を骨ばった手が捕まえる。噛みつくようにキスをされ、エヴィーラも舌を差し出して応えた。フェイは自分の体重がかからないように肘で体を支えると、そのままエヴィーラを仰向けにさせ、「愛している」と囁きながら何度も餓えたようなキスを繰り返していた。
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　明け方には二人とも一糸まとわぬ姿になっていた。

　何度か気を失い、うとうとと眠っては気が付けば愛し合う行為を繰り返す。

「あんたの呪いが俺にうつったのかな」

　フェイの冗談にエヴィーラは笑い出した。もうどうだっていい。体は疲れてくたくただった。夫の体力と精力は底なしらしい。もっとも抗えない妻も大概だが。

「あのね、これからも色々教えてくれる？」

「……今度はえらく積極的だな。もちろん手取り足取り俺が知る限りの技を試すつもりだが……」

　フェイの勘違いに気が付いて、エヴィーラは真っ赤になる。

「バカ！　そうじゃなくて！　つまり国のこととか……民をどうやって幸せにできるかとか……」

「……ああ、そっちか」

　国王の引退によりいきなり国を担うことになってしまった。エヴィーラとてそれなりに教育は受けているし知識はあるが、実践は心許ない。その点、世情に詳しいフェイがいれば心強いことこの上ない。

「あなたとの旅はとてもスリリングで……でもそれとは別に人々の営みが見られて嬉しかった。私はこの国の豊かさを守りたい」

　そんな真摯な思いを目にして、フェイは柔らかく微笑む。

「そうだな。まずは優秀な人材を見つけて適所に配置する。あとは上手く回っているかどうか確認。王の仕事なんてそんなもんだろ」

「そ、そうなの……？」

　いとも簡単そうに言われて戸惑いを禁じ得ない。

「まあ最初は大変だろうが……あんたなら大丈夫だろ。なにせ『愛され姫』だから」

「そ、そんな！」

　ずっと『呪われ姫』と呼ばれて生きてきた。しかし彼にそう言われるとそうかもしれないと思ってしまうあたり、かなり浮かれているのかもしれない。

「でも……がんばる」

「そこそこにな。俺はあんたと楽しむ時間も欲しい」

「もう……！」

　怒ってみせるがそれはエヴィーラも同じだった。

「尽力させていただきます」

　結局怒りきれずふにゃりと笑った顔になって、エヴィーラは愛する夫に甘く愛情のこもったキスをした。
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　こんにちは。あるいは初めまして。濃蜜ラブルージュさんでは二作目になります。天てんヶが森もり雀すずめです。この度は「盗賊王は呪われた王女を激愛して手離せない」をお読み頂きありがとうございます。

　今回は執筆依頼を頂いた時「できればファンタジーで」との文面に「え？」となりました。なにせ濃蜜様と言えば基本現代の日本の女子がヒロインで、というイメージが強かったので。とはいえ、元々はファンタジーも大好きで、そのご依頼に心躍らせてプロットを考えました。ドレス、剣、魔法、ワクワクするキーワードがいっぱいです。ヒロインはやはり正統派の深窓の姫君かな。美人で真面目。但しエロい呪い付き☆

　ちなみに今回は割と早めに表紙を描いてくださる方を教えて頂いたので、必然的にヒーローの肌が褐色になりました。え？　そこ？

　だって逆さか月づき酒しゅ乱らん先生。拙著のイラストを描いて頂くのは三回目なのですが、初めの二回は現代ものだったので普通（？）のイケメン男性ヒーローでした。でもお仕事や趣味で描かれたものを普段から拝見していて、ファンタジーで逆月先生ならぜひとも浅黒い肌のヒーローでと、ピン！　とアンテナが立ち、今回のフェイが生まれた次第です。もちろん色白のセクシーなキャラもたくさん描かれているわけですが、今回はワイルドセクシーヒーローを目指そうと思ったらそうなりました。ファンタジー、楽しい！

　そうして改めて描いて頂いたフェイの色っぽさとヒロイン・エヴィーラの清楚系で可愛いこと！　キャララフ見せて頂いた途端に嬉しすぎて震えました。どうぞ、読者の皆様もご堪能頂ければ幸いです。

　そんなわけで今回の作品もいつにもましてとても楽しく書きました。読み返してみるとフェイが刺したり射られたり落ちたり刺されたりしてかなり散々ですが、「流血はアクセサリー」という昭和の慣用句もありますし、ファンタジー系ヒーローなのでしょうがないですねｗ　その分ヒロインとは思い切りいちゃいちゃした筈なので、合わせてお楽しみ頂ければ幸いです。

　担当様には今回もとても丁寧なご指導を頂きありがとうございました。この場を借りてお礼申し上げます。また逆月先生、今回も素敵なイラストをありがとうございました！

　そして読者の皆様、お読み頂きありがとうございます。ご縁がありましたらまたお会いできますように。
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